
一

修
学
旅
行

修
学
旅
行
の
経
過

本
校
の
修
学
旅
行
は
現
在
、
第
二
学
年
が
三
泊
四
日
の
日
程
を
費
や
し
、
約
一

年
半
の
積
み
立
て
を
行
っ
て
実
施
し
て
い
る
大
き
な
学
校
行
事
で
あ
り
、
生
徒
や

保
護
者
の
期
待
も
大
き
い
。
修
学
旅
行
に
つ
い
て
は
、
修
学
旅
行
検
討
委
員
会
の

下
、
場
所
や
内
容
、
日
程
の
決
定
を
行
っ
て
い
る
。

本
校
の
修
学
旅
行
は
平
成
九
年
度
以
来
北
海
道
で
一
泊
二
日
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

ィ
と
い
う
農
業
体
験
と
観
光
を
取
り
入
れ
た
形
で
実
施
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
一
四
年
度
に
は
、
「
よ
う
て
い
農
業
協
同
組
合
と
福
井
県
立
福
井

農
林
高
等
学
校
と
の
間
に
お
け
る
修
学
旅
行
（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
）
に
関
す
る
協

定
書
」
が
結
ば
れ
、
平
成
一
六
年
の
修
学
旅
行
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
も
、
北
海

道
の
羊
蹄
山
地
区
一
泊
二
日
と
な
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
学
校
行
事
の
関
係
や

生
徒
の
負
担
軽
減
な
ど
を
考
慮
し
行
程
を
全
体
で
三
泊
四
日
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

北
海
道
を
旅
行
先
と
し
て
選
ん
で
い
る
の
は
、
収
穫
時
期
が
秋
口
で
あ
る
北
海
道

が
、
本
校
の
修
学
旅
行
期
間
と
重
な
り
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
が
充
実
す
る
た
め
で

も
あ
る
。

す
で
に
一
七
年
目
と
な
る
が
、
一
一
〇
周
年
後
の
一
〇
年
の
実
施
状
況
を
記
し

た
い
。

平
成
一
六
年

九
月
二
七
日
〜
一
〇
月
一
日

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

九
月
二
八
日
〜
九
月
二
九
日
）

ニ
セ
コ
地
区
（
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
主
催
）

平
成
一
七
年

九
月
二
六
日
〜
九
月
三
〇
日

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

九
月
二
七
日
〜
九
月
二
八
日
）

上
川
町
・
愛
別
町
・
鷹
栖
町
（
各
町
役
場
主
催
）

平
成
一
八
年

九
月
二
五
日
〜
九
月
二
九
日

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

九
月
二
七
日
〜
九
月
二
八
日
）

ニ
セ
コ
地
区
（
Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
主
催
）

○
こ
の
年
ま
で
上
川
地
区
、
ニ
セ
コ
地
区
の
行
政
や
農
協
の
お
世
話
で
各

地
区
隔
年
実
施
し
た
。

平
成
一
九
年

九
月
二
五
日
〜
九
月
二
八
日

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

九
月
二
五
日
〜
九
月
二
六
日
）

千
歳
地
区
（
千
歳
観
光
連
盟
主
催
）

○
二
四
日
（
月
）
が
振
替
休
日
で
あ
り
、
休
業
日
の
旅
行
は
禁
止
と
の
県

教
委
の
指
導
に
よ
り
三
泊
四
日
で
実
施

平
成
二
〇
年

六
月
三
〇
日
〜
七
月
四
日

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

六
月
三
〇
日
〜
七
月
一
日
）

千
歳
・
長
沼
地
区
（
千
歳
観
光
連
盟
・
長
沼
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
主
催
）

○
九
月
下
旬
が
飛
び
石
連
休
で
実
施
困
難
と
な
り
、
七
月
上
旬
に
変
更
。

平
成
二
一
年

六
月
二
九
日
〜
七
月
二
日

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

六
月
二
九
日
〜
六
月
三
〇
日
）

空
知
地
区（「
そ
ら
ち
Ｄ
Ｅ
い
〜
ね
」農
業
・
自
然
体
験
主
催
）

○
こ
の
年
以
降
三
泊
四
日
実
施
に
な
る
。

第
二
章

特
別
教
育
活
動

第
一
節

学

校

行

事
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平
成
二
二
年

六
月
二
八
日
〜
七
月
一
日

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

六
月
二
八
日
〜
六
月
二
九
日
）

千
歳
・
長
沼
地
区
（
千
歳
観
光
連
盟
・
長
沼
グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
主
催
）

平
成
二
三
年

九
月
二
七
日
〜
九
月
三
〇
日

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

九
月
二
七
日
〜
九
月
二
八
日
）

空
知
地
区
（
㈱
ス
ポ
ー
ト
ピ
ア
主
催
）

○
九
月
下
旬
の
週
に
祝
日
が
入
ら
な
く
な
っ
た
の
で
従
来
通
り
九
月
実
施

に
戻
る
。

平
成
二
四
年

九
月
二
五
日
〜
九
月
二
八
日

（
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ

九
月
二
五
日
〜
九
月
二
六
日
）

空
知
地
区
（
㈱
ス
ポ
ー
ト
ピ
ア
主
催
）

こ
の
よ
う
に
少
し
ず
つ
形
を
変
え
な
が
ら
も
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
が
続
け
ら
れ
て

い
る
が
、
平
成
一
九
年
頃
か
ら
、
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
お
世
話
で
フ
ァ
ー
ム
ス

テ
ィ
を
行
う
と
い
う
形
に
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
道
央
で
の
ス
テ

ィ
が
可
能
と
な
り
、
日
程
の
短
縮
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
の
形
の
出
発

点
と
な
っ
た
平
成
二
一
年
当
時
の
検
討
の
過
程
で
あ
る
。

検
討
の
課
程

四
泊
五
日
で
実
施
さ
れ
て
い
た
修
学
旅
行
だ
が
、
期
間
短
縮
の
検
討
が
必
要
と

な
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
旅
行
費
用
の
心
配
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
校
は
、
旅
行
代
金

と
し
て
一
三
万
円
徴
収
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
生
徒
に
負
担
を
か
け
る
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
。
平
成
二
〇
年
度
の
代
金
は
集
金
額
と
の
差
額

が
一
人
当
た
り
数
百
円
だ
っ
た
。
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
変
動
も
あ
り
、
今
後
予

算
内
で
の
実
施
が
で
き
る
か
が
心
配
に
な
っ
た
。
ま
た
、
生
徒
に
と
っ
て
印
象
に

残
る
羊
蹄
山
付
近
と
上
川
地
区
で
行
わ
れ
て
い
た
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
は
、
議
定
書

の
更
新
が
な
さ
れ
ず
地
域
の
協
力
体
制
が
弱
く
な
り
、
関
連
団
体
か
ら
の
補
助
も

な
く
な
り
旅
行
代
金
に
占
め
る
割
合
も
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
若
者
に
地
域
農
業
体
験
を
と
い
う
世
の
中
の
流
れ
に
の

り
、
学
校
側
の
意
義
や
ね
ら
い
を
受
け
入
れ
農
家
に
伝
え
実
施
当
初
か
ら
の
取
り

組
み
か
ら
変
化
さ
せ
た
こ
と
で
、
交
通
の
便
の
良
い
場
所
で
質
を
落
と
さ
ず
フ
ァ

ー
ム
ス
テ
ィ
を
実
施
し
て
、
一
泊
短
縮
す
る
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
他

に
も
不
参
加
生
徒
の
増
加
へ
の
対
応
、
修
学
旅
行
の
休
日
移
動
が
認
め
ら
れ
ず
そ

れ
に
と
も
な
う
日
程
の
変
更
・
調
整
の
困
難
さ
か
ら
も
期
間
短
縮
の
方
向
に
す
す

ん
だ
。

二
一
年
度
は
、
一
泊
短
縮
と
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
の
で
、
例
年
に
も
増
し
て

よ
り
よ
い
修
学
旅
行
に
な
る
よ
う
に
、
農
業
関
連
の
大
学
で
の
見
学
体
験
、
夜
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
施
設
で
の
自
由
行
動
な
ど
、
学
年
会
で
案
を
出
し
新
た
な
内

容
を
加
え
実
施
し
た
。

現
在
は
新
た
な
課
題
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

隆
盛
で
北
海
道
で
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
行
う
中
学
・
高
校
が
増
え
て
ス
テ
ィ
先

の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
は
早
期

の
ス
テ
ィ
先
決
定
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
従
来
の
学
年
会
主
導

の
企
画
か
ら
修
学
旅
行
委
員
会
主
導
の
企
画
に
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な

る
の
だ
ろ
う
。

修
学
旅
行
の
ね
ら
い

１

本
校
で
学
ん
で
い
る
こ
と
を
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
の
な
か
で
生
か
し
、
農
業

高
校
生
と
し
て
農
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

２

北
海
道
の
気
候
、
風
土
、
文
化
や
生
活
習
慣
に
つ
い
て
学
ぶ
。

３

共
同
生
活
を
通
し
て
友
情
を
深
め
、
規
律
・
秩
序
の
大
切
さ
を
学
ぶ
。
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事
前
学
習
・
事
後
学
習

修
学
旅
行
の
ね
ら
い
を
達
成
さ
せ
る
に
は
事
前
学
習
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
直
ぐ
に
生
徒
実
行
委
員
会
を
組
織
し
た
。
各
ク
ラ
ス
か
ら

数
名
の
実
行
委
員
を
選
出
し
、
事
前
活
動
で
ク
ラ
ス
ご
と
の
発
表
な
ど
を
放
課
後

や
Ｈ
Ｒ
の
時
間
を
利
用
し
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
事
後
学
習
で
は
、
修
学
旅
行
文

集
や
農
文
祭
で
の
修
学
旅
行
展
示
会
の
た
め
に
特
別
時
間
割
を
利
用
し
、
各
ク
ラ

ス
の
委
員
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
。

以
下

平
成
二
四
年
度
の
活
動
状
況
で
あ
る
。

〈
事
前
学
習
Ⅰ
〉

ク
ラ
ス
ご
と
に
、
北
海
道
の
特
色
に
つ
い
て
班
ご
と
に
分
か
れ
て
調
べ
る
。

〈
事
前
学
習
Ⅱ
〉

学
年
全
体
の
場
で
、
北
海
道
の
特
色
に
つ
い
て
の
発
表
を
行
う
。

〈
事
前
学
習
Ⅲ
〉

小
樽
班
別
行
動
計
画
。

〈
事
後
学
習
Ⅰ
〉

受
け
入
れ
農
家
の
家
族
へ
の
礼
状
作
成
。

〈
事
後
学
習
Ⅱ
〉

修
学
旅
行
記
念
文
集
作
成
。

〈
事
後
学
習
Ⅲ
〉

修
学
旅
行
展
示
企
画

農
文
祭
で
の
修
学
旅
行
展
の
展
示

修
学
旅
行
記
念
文
集
発
行

―１２１―



平
成
二
三
年
度

修
学
旅
行
日
記

二
〇
一
二
蒼
林
よ
り

二
年

環
境
工
学
科

今
村

皇
太

第
一
日
目

九
月
二
七
日
（
火
）

修
学
旅
行
の
メ
イ
ン
は
や
は
り
、
一
日
目
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
だ
と
思
い
ま

す
。
私
は
出
発
前
の
福
井
に
い
る
と
き
か
ら
、
楽
し
み
で
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
北
海
道
ま
で
の
移
動
疲
れ
で
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
へ
の
期
待

が
薄
れ
て
き
ま
し
た
が
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
の
定
田
さ
ん
の
元
気
な
姿
を
み

て
、
私
も
た
ち
ま
ち
元
気
が
み
な
ぎ
っ
て
き
ま
し
た
。
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
で
は
、

コ
ン
バ
イ
ン
に
乗
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
稲
の
収
穫
後
の
草
で
肥
料
を

作
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
採
れ
た
て
の
ト
マ
ト
や

産
み
た
て
の
鶏
の
卵
な
ど
新
鮮
で
お
い
し
い
食
べ
物
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま

し
た
。
北
海
道
の
食
べ
物
が
美
味
し
い
の
は
、
寒
暖
の
差
の
激
し
い
地
方
な
ら

で
は
の
農
業
が
確
立
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
定
田
家
の

方
々
は
、
私
た
ち
に
対
し
て
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
接
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で
す
。
私
が
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
す
る
の
も
今
回
が
最

初
で
最
後
だ
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
良
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

二
年

生
物
生
産
科

�
橋

俊
哉

第
二
日
目

九
月
二
八
日
（
水
）

今
日
の
朝
は
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
ィ
先
で
お
手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
作
業
内
容

は
、
廃
カ
ボ
チ
ャ
集
め
と
カ
ボ
チ
ャ
畑
の
マ
ル
チ
拾
い
で
し
た
。
昼
ご
飯
は
、

オ
ム
ラ
イ
ス
を
頂
き
、
そ
こ
か
ら
涙
の
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。
た
っ
た
一
日
だ

っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
一
日
で
も
の
す
ご
い
数
の
経
験
と
思
い
出
を
作
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
浅
川
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
で
す
。
そ
の
後
、
旭
山
動
物
園
に

行
き
ま
し
た
。
動
物
園
は
、
小
学
校
以
来
で
、
な
ん
か
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。

猛
獣
館
に
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
が
い
て
め
っ
ち
ゃ
興
奮
し
ま
し
た
。
あ
と
、
フ
ラ
ミ
ン

ゴ
の
所
に
行
っ
た
ら
、
な
ん
か
鳴
き
始
め
て
変
な
交
信
を
し
は
じ
め
た
の
で
、

め
っ
ち
ゃ
怖
く
て
帰
り
ま
し
た（
笑
）

と
に
か
く
今
日
は
思
い
出
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

二
年

生
活
科
学
科

小
鍛
冶

望

第
三
日
目

九
月
二
九
日
（
木
）

今
日
は
午
前
中
に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
体
験
し
ま
し
た
。
や
る
前
ま
で
は
寒
そ

う
だ
な
と
し
か
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
い
ざ
や
っ
て
み
る
と
、
も
の

す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
川
を
下
る
時
に

木
や
動
物
な
ど
の
説
明
を
混
ぜ
な
が
ら
教
え
て
下
さ
っ
て
す
ご
く
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
流
れ
が
急
な
と
こ
ろ
で
は
み
ん
な
で
協
力
し
て
進
ん
で
行
き
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
水
は
冷
た
か
っ
た
け
れ
ど
、
川
が
と
て
も
キ
レ
イ
で
北

海
道
ぽ
い
体
験
が
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
や
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
白
い
恋
人
パ
ー
ク
で
は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
ま
し
た
。
建
物
が
外

国
の
も
の
み
た
い
で
、
違
う
国
に
来
て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
は
と
て

も
キ
レ
イ
な
場
所
で
驚
き
ま
し
た
。

二
年

生
産
流
通
科

加
藤

万
依

第
四
日
目

九
月
三
〇
日
（
金
）

今
日
は
班
別
研
修
が
あ
り
ま
し
た
。
最
終
日
な
の
に
朝
か
ら
雨
が
降
っ
て
い

て
、
気
分
が
げ
ん
な
り
し
ま
し
た
が
、
自
由
行
動
の
時
は
、
雨
も
弱
く
な
り
、

ぬ
れ
ず
に
す
み
よ
か
っ
た
で
す
。
小
樽
は
か
わ
い
い
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

と
て
も
お
み
や
げ
を
買
う
の
に
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
お
店
や
お

菓
子
の
お
店
が
あ
る
間
に
市
場
の
よ
う
に
魚
や
貝
を
売
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
途
中
で
夕
張
メ
ロ
ン
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
ま
し
た
。
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
自
由
行
動
が
終
わ
り
、
バ
ス
で
空
港
ま
で
行
く
時
間
は
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と
て
も
短
く
て
初
日
の
不
安
だ
っ
た
時
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
北
海
道
は
初
め

嫌
だ
と
思
っ
た
け
ど
、
四
日
間
で
た
く
さ
ん
北
海
道
の
良
い
と
こ
ろ
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
し
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
回
り
た
い
と
思
い
ま
し
た

二

演
習
林
宿
泊
体
験
実
習

毎
年
、
三
年
生
の
遠
足
や
二
年
生
の
修
学
旅
行
の
期
間
に
合
わ
せ
て
、
一
年
生

全
員
参
加
の
演
習
林
宿
泊
体
験
実
習
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
二
四
年
も
「
面
積

一
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
演
習
林
で
の
諸
活
動
を
通
し
て
、
自
然
に
親
し
み

そ
れ
を
体
感
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
然
を
愛
し
、
環
境
を
保
全
す
る
豊
か
な
心
を

育
む
」「
自
然
の
雄
大
さ
や
厳
し
さ
を
味
わ
い
な
が
ら
保
月
山
の
山
頂
を
目
指
し
、

森
林
浴
に
よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
心
身
の
鍛
練
を
図
る
」「
集
団
活
動
を
通
し
、

好
ま
し
い
人
間
関
係
を
深
め
、
ふ
れ
あ
い
と
規
律
の
あ
る
学
級
・
学
年
を
つ
く

る
」
の
三
つ
を
目
的
と
し
て
、
九
月
二
五
日
か
ら
九
月
二
六
日
ま
で
奥
越
高
原
青

少
年
自
然
の
家
を
利
用
し
て
一
泊
二
日
で
行
わ
れ
た
。
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勝
山
市
池
ヶ
原
に
あ
る
演
習
林
は
、
大
正
三
年
四
月
に
福
井
県
知
事
と
平
泉
寺

村
長
と
の
間
で
契
約
を
交
わ
し
、
本
校
の
演
習
林
と
し
て
借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。

契
約
期
間
は
一
一
〇
年
間
で
、
平
成
三
五
年
ま
で
借
り
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

環
境
工
学
科
で
は
、
林
業
な
ど
学
科
の
専
門
分
野
に
関
わ
る
技
術
の
習
得
を
目
的

に
、
毎
年
二
泊
三
日
で
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま
で
段
階
的
に
専
門
性
を
深
め
て
い

る
。
林
業
関
係
学
科
の
生
徒
だ
け
で
は
な
く
本
校
に
学
ぶ
全
て
の
生
徒
が
在
学
中

に
一
度
は
学
校
の
山
を
訪
れ
、
国
土
保
全
に
果
た
し
て
い
る
山
の
働
き
の
一
端
を

体
験
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
、
昭
和
六
二
年
よ
り
一
年
生
全
員

参
加
の
演
習
林
実
習
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
一
六
年
か
ら
平
成
二
三

年
ま
で
の
実
施
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

■
平
成
一
六
年
度

九
月
三
〇
日
〜
一
〇
月
一
日

・
一
日
目

演
習
林
実
習
、工
芸
品
作
り
と
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
見
学（
雨
天
）

・
二
日
目

保
月
山
登
山
、
演
習
林
実
習

・
感
想
文

一
生

玄
正

法
子
（
蒼
林
五
二
号
よ
り
）

私
の
ク
ラ
ス
は
、
初
日
に
雨
が
降
っ
て
登
山
が
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
二
日
目
に
行
っ
た
演
習
林
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

私
は
友
達
と
二
人
で
曲
が
っ
た
木
を
一
本
倒
し
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
切

り
落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
細
い
木
だ
っ
た
の
に
一
五
分
く
ら
い

か
か
り
、
切
っ
た
後
を
み
る
と
、
木
は
た
く
さ
ん
の
水
分
を
含
ん
で
い
て
、
木

の
皮
が
重
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
年
輪
を
数
え
て
み
る
と
、
一
八
だ
っ

た
の
で
た
く
さ
ん
生
き
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
風
が
吹
い

て
い
た
の
で
枝
打
ち
し
て
い
る
と
き
、
木
の
く
ず
が
目
に
入
っ
て
痛
か
っ
た
で

す
。
で
も
、
木
を
上
手
く
切
れ
な
く
て
も
、
木
を
倒
せ
た
と
き
は
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
今
回
の
枝
打
ち
で
は
、
幹
か
ら
少
し
離
れ
た
所
で
切
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
幹
に
沿
っ
て
切
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
に
私
は
下
刈
り
も
行
い
ま
し
た
。
つ
る
が
木
を
隠
し
て
し
ま
う
ほ
ど
、
た

く
さ
ん
伸
び
て
い
て
、
木
に
日
光
が
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、
つ
る
を
切
っ
て

み
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
明
る
く
な
っ
た
の
で
、
下
刈
り
す
る
こ
と
も
重
要

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
の
演
習
林
で
森
の
手
入
れ
の
必
要
性
を
実
感
し

ま
し
た
。

最
後
に
、
演
習
林
は
こ
の
学
校
で
な
い
と
出
来
な
か
っ
た
体
験
な
の
で
、
入

学
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段
出
来
な
い
木
を
切
る
こ
と
、
た
く

さ
ん
の
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
出
来
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
演
習
林
は

最
初
で
最
後
な
の
で
い
い
思
い
出
と
し
て
残
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
平
成
一
七
年
度

九
月
二
九
日
〜
九
月
三
〇
日

・
一
日
目

演
習
林
実
習
、
保
月
山
登
山

・
二
日
目

保
月
山
登
山
、
演
習
林
実
習

・
感
想
文

一
物

尾
田

侑
子
（
蒼
林
五
三
号
よ
り
）

一
泊
二
日
の
初
め
て
の
演
習
林
。
二
日
間
の
間
に
た
く
さ
ん
の
事
が
あ
り
ま
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し
た
。
一
日
目
は
、
生
物
生
産
科
と
生
産
流
通
科
は
演
習
林
実
習
、
環
境
工
学

科
と
生
活
科
学
科
は
登
山
を
し
ま
し
た
。

私
の
ク
ラ
ス
は
、
初
日
に
演
習
林
実
習
を
し
ま
し
た
。
実
習
を
行
う
場
所
は
、

宿
泊
し
た
場
所
か
ら
か
な
り
の
距
離
を
歩
い
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
最
初
は
普
通

の
道
だ
っ
た
け
れ
ど
、
途
中
か
ら
砂
利
道
に
な
り
、
だ
ん
だ
ん
足
が
疲
れ
て
き

ま
し
た
。
目
的
地
に
着
い
て
、
少
し
の
間
休
憩
し
ま
し
た
。
体
験
実
習
が
始
ま

る
と
、
な
か
な
か
切
れ
な
い
木
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
皆
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

木
が
沢
山
あ
る
中
で
、
ス
ギ
以
外
の
木
を
切
っ
た
り
、
邪
魔
な
木
の
枝
を
切
っ

た
り
し
て
、
と
て
も
大
変
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
皆
は
汗
を
か
い
て
作
業
を
続

け
て
い
る
の
で
、
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
木
を
切
っ
て

い
て
、
木
の
皮
が
綺
麗
に
む
け
た
こ
と
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
部
分

に
さ
わ
る
と
、
木
に
染
み
込
ん
で
い
た
水
分
が
出
て
き
て
、
つ
る
つ
る
と
し
た

感
触
が
し
ま
し
た
。
下
山
し
、
よ
う
や
く
自
然
の
家
に
着
き
ま
し
た
。
そ
の
後

に
入
浴
を
し
て
、
夕
食
を
食
べ
た
後
に
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
が
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
や
出
し
物
を
行
い
、
ク
ラ
ス
で
協
力

し
て
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
に
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
日
目
が

終
わ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
登
山
を
行
い
ま
し
た
。
と
て
も
天
気
が
良
く
て
、
山
登
り
を
す

る
に
は
最
高
で
し
た
。
し
か
し
山
に
入
り
登
っ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
足
場
の
悪

い
と
こ
ろ
が
あ
り
登
り
に
く
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
山
を
登
っ
て
い
く
に
つ
れ

て
、
傾
斜
が
急
に
な
り
手
を
使
い
な
が
ら
登
り
ま
し
た
。
天
気
が
良
か
っ
た
の

で
、
軍
手
を
は
め
る
と
手
が
暑
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
登
山
の
前
に
熊
と

会
わ
な
い
た
め
の
鈴
を
も
ら
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
か
ば
ん
に
付
け
て
お
い
て

も
あ
ま
り
鈴
の
音
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
途
中
、
熊
に
は
会
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

頂
上
に
着
く
と
、
景
色
が
と
て
も
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
友
達

と
お
昼
ご
飯
を
食
べ
て
か
ら
下
山
し
ま
し
た
。
下
山
す
る
ほ
う
が
楽
だ
っ
た
け

れ
ど
、
滑
り
や
す
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
何
度
も
滑
り
ま
し
た
。
登

山
は
無
事
に
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
。

演
習
林
を
終
え
て
、
普
段
は
体
験
で
き
な
い
事
が
で
き
て
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
辛
い
事
、
楽
し
い
事
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ
の
二
日
間
で
学
ん
だ
こ
と

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
平
成
一
八
年
度

九
月
二
八
日
〜
九
月
二
九
日

・
一
日
目

演
習
林
実
習
、
保
月
山
登
山

・
二
日
目

保
月
山
登
山
、
演
習
林
実
習

・
感
想
文

一
流

大
田
桃
子
・
菅
原
捺
未
・
宮
本
貴
子（
蒼
林
五
四
号
よ
り
）

演
習
林
実
習
は
今
で
こ
そ
い
い
思
い
出
で
す
が
、
当
初
は
疲
れ
て
大
変
だ
っ

た
と
い
う
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
か
、
演
習
林
実
習
そ
の
も
の
の
思

い
出
よ
り
も
、
他
の
く
だ
ら
な
い
出
来
事
の
方
が
印
象
深
く
残
っ
て
い
る
訳
な

の
で
す
が
…
。
一
日
目
は
枝
打
ち
を
し
ま
し
た
。
枝
打
ち
は
初
め
て
で
は
な
か

っ
た
の
で
す
が
、
傾
斜
地
で
、
し
か
も
雨
で
濡
れ
た
石
や
丸
太
は
と
て
も
滑
り
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や
す
く
、
転
ば
な
い
よ
う
気
を
配
っ
て
ば
か
り
で
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
二
日
目
は
三
角
山
へ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
は
名
ば
か
り
の
崖
登
り
を

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
本
当
に
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。
頂
上
へ
着
く
前
は
な
お
の

こ
と
、
下
り
る
と
き
は
既
に
自
分
の
体
力
の
限
界
を
超
え
、
思
い
出
す
の
も
は

ば
か
ら
れ
る
奇
怪
な
言
動
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
引
率
者
の
方

が
私
の
頑
張
り
の
糧
と
な
り
、
一
番
乗
り
で
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
実
習

の
こ
と
は
本
当
に
こ
れ
く
ら
い
し
か
思
い
出
せ
ず
、
逆
に
実
習
以
外
の
出
来
事

が
深
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
い
け
な
い
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
何
よ
り
私
は
こ
の
二
日
間
、
友
達
と
一
緒
に
笑
い
な
が
ら
ふ
ざ

け
あ
い
、
時
に
は
支
え
合
っ
て
過
ご
し
た
時
間
に
こ
そ
、
大
切
な
こ
と
を
学
ん

だ
気
が
し
ま
す
。
演
習
林
実
習
、
友
と
過
ご
し
た
時
間
が
一
番
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

L
et,s

ら
登
山
っ
�
約
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
保
月
山
を
登
り
ま
し
た
。
あ
る

意
味
サ
バ
イ
バ
ル
で
す
ね
。
だ
っ
て
熊
と
か
蛇
と
か
蜂
が
出
る
っ
て
注
意
し
て

い
ま
し
た
し
…
。
命
懸
け
で
す
よ
。
生
命
の
危
機
で
す
。
ま
ず
保
月
山
の
ふ
も

と
ま
で
の
坂
、
ど
れ
だ
け
長
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
「
こ
れ
は
も
う
山
に
登

っ
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
心
で
ブ
ツ
ブ
ツ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
意
味
で
足

羽
山
で
す
か
と
ツ
ッ
コ
ミ
た
く
な
る
程
で
す
。
さ
て
、
や
っ
と
ふ
も
と
に
着
い

た
と
思
っ
た
ら
、
こ
れ
登
れ
る
ん
で
す
か
と
疑
問
系
。
今
ま
で
山＝

坂
の
よ
う

な
所
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
全
然
違
い
ま
し
た
。
見
た
目
が
獣
道
！
中
も
獣
道

で
し
た
。
も
う
い
び
つ
な
木
の
根
や
ら
、
大
き
さ
が
バ
ラ
バ
ラ
の
石
。
と
い
う

よ
り
岩
？
と
り
あ
え
ず
足
だ
け
で
は
登
れ
ま
せ
ん
。
手
だ
っ
て
使
い
ま
す
よ
。

ま
あ
こ
ん
な
感
じ
で
頂
上
ま
で
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
頂
上
ま
で
登
り
き
っ
た

ら
、
下
り
て
展
望
台
を
目
指
し
ま
す
。
弁
当
が
私
を
待
っ
て
い
る
�
と
い
う
感

じ
で
下
り
て
い
き
ま
す
。
登
る
の
も
大
変
で
す
が
、
下
り
る
の
も
大
変
で
す
。

調
子
に
乗
っ
て
下
り
る
と
滑
っ
て
転
び
ま
す
よ
。
後
は
危
険
な
生
物
に
出
会
っ

て
し
ま
っ
た
り
…
。
ま
あ
な
ん
だ
か
ん
だ
言
い
な
が
ら
も
、
無
事
に
登
山
し
て

下
山
で
き
ま
し
た
。

疲
れ
ま
し
た
。
本
当
に
。
だ
っ
て
、
山
登
っ
た
ん
で
す
よ
。
い
や
、
あ
れ
は

山
じ
ゃ
な
い
で
す
。
も
う
崖
で
す
。
は
じ
め
の
方
、
過
呼
吸
状
態
で
、
終
わ
っ

て
ま
し
た
。
一
応
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
帰
っ
て
こ
れ
ま
し
た
よ
。
が
ん
ば
り
ま
し

た
。
も
う
体
験
し
た
く
な
い
で
す
。
山
を
登
っ
た
意
味
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
確

か
、
精
神
力
と
忍
耐
力
を
養
っ
て
人
間
性
を
高
め
る
と
か
な
ん
と
か
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
本
当
に
人
間
性
が
高
ま
っ
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
ま
ぁ
、
ど
う

で
も
い
い
で
す
が
。
そ
う
い
え
ば
、
山
登
り
だ
け
で
な
く
、
実
習
も
あ
り
ま
し

た
。
実
習
は
木
を
切
り
ま
し
た
。
な
ん
か
、
ノ
コ
ギ
リ
的
な
も
の
で
。
名
前
忘

れ
ま
し
た
。
と
に
か
く
切
っ
た
ん
で
す
。
切
る
の
疲
れ
ま
し
た
。
腕
、
痛
か
っ

た
で
す
。
あ
の
登
る
と
き
と
下
り
る
と
き
も
、
疲
れ
ま
し
た
。
坂
ば
っ
か
り
で

い
や
に
な
り
ま
す
、
あ
れ
。
実
習
場
所
に
行
く
ま
で
に
疲
れ
る
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
で
す
か
ね
。
も
う
い
や
で
す
。
演
習
林
実
習
の
感
想
ら
し
い
で
す
が
、
い

や
と
か
疲
れ
た
と
か
し
か
書
い
て
ま
せ
ん
ね
。
実
際
そ
れ
以
外
書
く
こ
と
な
い

で
す
か
ら
。
他
に
書
く
な
ら
、
も
う
演
習
林
実
習
は
し
た
く
な
い
で
す
。

■
平
成
一
九
年
度

九
月
二
五
日
〜
九
月
二
六
日

・
一
日
目

演
習
林
実
習
、
保
月
山
登
山

・
二
日
目

保
月
山
登
山
、
演
習
林
実
習

・
感
想
文

一
物

加
藤

絵
里
菜
（
蒼
林
五
五
号
よ
り
）

演
習
林
。
初
め
て
の
友
達
と
初
め
て
の
お
泊
ま
り
。
修
学
旅
行
の
よ
う
な
気

分
。
山
に
登
る
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ
つ
つ
も
、
逸
る
心
は
お
さ
え
き
れ
な
か
っ

た
。
ス
ト
レ
ス
で
体
調
を
く
ず
し
て
い
た
の
で
、
無
理
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ

て
い
た
。
で
も
、
熱
も
下
が
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
た
。
お
母
さ
ん
も
、
「
ヤ

バ
イ
と
思
っ
た
ら
、
電
話
し
て
」
と
言
っ
て
く
れ
た
し
。
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当
日
、
バ
ス
に
酔
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
分
騒
が
し
か
っ
た
と
思
う
け

れ
ど
。
一
日
目
は
、
演
習
林
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
鋸
を
持
っ
て
山
の
中
へ
入
っ
て

行
く
。
枝
は
痛
い
し
、
木
は
堅
い
し
で
大
変
だ
っ
た
。
山
に
登
る
の
も
下
る
の

も
大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
話
を
し
な
が
ら
で
楽
し
か
っ
た
。
夕
食
も
お
い
し
か

っ
た
し
。
夜
は
、
霊
（
？
）
が
出
て
大
変
だ
っ
た
。
あ
ま
り
眠
れ
な
か
っ
た
。

二
日
目
は
、
登
山
。
一
日
目
よ
り
大
変
な
の
は
気
の
せ
い
か
。
お
昼
も
、
あ

ま
り
お
い
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
…
。
帰
り
の
バ
ス
の
中
も
楽
し
か
っ
た
。

こ
の
演
習
林
で
私
は
何
を
学
ん
だ
の
か
？

友
達
と
は
、
仲
良
く
な
っ
た
と
思
う
。
あ
と
、
演
習
林
は
大
変
。
工
学
じ
ゃ

な
く
て
良
か
っ
た
（
笑
）。け
っ
こ
う
大
変
で
、
つ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
楽
し
か
っ

た
。
こ
う
い
う
経
験
が
ど
こ
で
生
か
さ
れ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
ど

こ
か
で
生
き
た
ら
い
い
と
思
っ
た
。

■
平
成
二
〇
年
度

九
月
二
五
〜
九
月
二
六
日

・
一
日
目

演
習
林
実
習
、
保
月
山
登
山

・
二
日
目

恐
竜
博
物
館
見
学
（
雨
天
）

・
感
想
文

一
流

谷
口

遥
香
（
蒼
林
五
六
号
よ
り
）

一
日
目
は
、
農
林
の
山
へ
行
き
、
木
や
枝
打
ち
を
し
ま
し
た
。
と
て
も
山
が

急
で
作
業
す
る
の
も
大
変
な
ぐ
ら
い
で
し
た
。
山
の
作
業
を
す
る
の
は
命
が
け

の
こ
と
な
ん
だ
と
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
今
地
球
は
、
森
が
消
え
て
い
っ
て

い
ま
す
。
森
が
消
え
て
い
く
の
は
簡
単
な
こ
と
だ
け
れ
ど
、
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
も
の
を
元
に
戻
す
の
は
時
間
も
か
か
る
し
、
命
が
け
で
戻
さ
な
い
と
い
け

な
い
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
人
間
が
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
人
間
が
戻
さ
な
い

と
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
も
作
業
を
し
な
が
ら
実
感
で
き
ま
し
た
。

■
平
成
二
一
年
度

一
〇
月
一
日
〜
一
〇
月
二
日

・
一
日
目

演
習
林
実
習
、
保
月
山
登
山

・
二
日
目

保
月
山
登
山
、
演
習
林
実
習

・
感
想
文

一
生

強
力

麻
優
（
蒼
林
五
七
号
よ
り
）

私
は
今
回
初
め
て
演
習
林
に
行
っ
て
、
と
て
も
大
切
な
事
を
学
ん
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
最
初
は
登
山
を
し
て
疲
れ
る
し
大
変
だ
と
思
っ
た
け
れ

ど
、
昼
食
を
と
っ
た
場
所
か
ら
見
え
た
景
色
は
と
て
も
壮
大
な
も
の
で
し
た
。

山
に
登
っ
て
こ
そ
の
景
色
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
二
日
目
に
は
、
演
習
林
実
習

を
す
る
予
定
で
し
た
。
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
山
沿
い
の
道
を
ず
っ
と
前

日
の
登
山
で
の
筋
肉
痛
で
重
く
な
っ
た
足
を
動
か
し
続
け
ま
し
た
。
結
局
、
登

っ
た
だ
け
で
何
も
し
な
か
っ
た
け
ど
、
森
林
の
外
よ
り
中
の
方
が
森
の
か
お
り

が
し
て
空
気
が
キ
レ
イ
に
感
じ
ま
し
た
。
植
物
な
ら
で
は
の
光
合
成
を
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
感
動
し
ま
し
た
。
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こ
の
よ
う
に
地
球
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
は
や
は
り
緑
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
行
っ
た
森
林
は
人
工
の
も
の
な
の
で
、
い
つ
か
私
も
木
の
苗
を
育
て

て
、
ど
こ
か
に
植
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

■
平
成
二
二
年
度

九
月
二
九
日
〜
九
月
三
〇
日

・
一
日
目

演
習
林
実
習
、
保
月
山
登
山

・
二
日
目

保
月
山
登
山
、
演
習
林
実
習

・
感
想
文

一
工

飯
塚

勇
樹
（
蒼
林
五
八
号
よ
り
）

今
回
の
演
習
林
は
一
学
年
全
員
で
行
く
最
初
で
最
後
の
演
習
林
で
し
た
。
内

容
が
と
て
も
濃
い
二
日
間
で
し
た
。
み
ん
な
と
の
仲
も
深
ま
り
と
て
も
良
い
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

一
日
目
、
バ
ス
を
降
り
最
初
に
発
し
た
言
葉
は
「
こ
こ
の
空
気
お
い
し
い
」

で
し
た
。
周
囲
が
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
そ
こ
の
空
気
は
と
て

も
澄
ん
で
い
て
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
僕
た
ち
は
一
日
目
、
保
月
山
へ

登
山
に
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
長
い
道
の
り
で
ケ
ガ
を
す
る
危
険
性
が
あ
る
の

で
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
注
意
を
は
ら
っ
て
何
と
か
ケ
ガ
を
せ
ず
に
登
る
事

が
で
き
ま
し
た
。
後
半
に
な
っ
て
か
ら
は
体
力
も
減
少
し
、
気
力
も
減
少
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
最
後
ま
で
下
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
友

人
の
お
か
げ
で
す
。
上
っ
て
い
る
時
も
昼
食
を
食
べ
て
い
る
時
も
下
っ
て
い
る

時
も
友
人
が
い
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
楽
し
い
登
山
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
登
山
で
は
改
め
て
仲
間
の
大
切
さ
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
夜
に
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
ィ
ア
ー
も
あ
り
ま
し
た
。
僕
は
実
行
委
員

で
い
ろ
い
ろ
な
準
備
を
し
ま
し
た
。
本
番
で
は
思
っ
て
い
た
以
上
の
盛
り
上
が

り
で
実
行
委
員
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
何
か
を
人
の
為
に

し
、
そ
の
人
達
が
喜
ん
で
く
れ
た
り
楽
し
ん
で
く
れ
た
り
す
る
事
は
気
持
ち
の

良
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

二
日
目
、
僕
た
ち
は
演
習
林
ま
で
行
っ
て
枝
打
ち
や
間
伐
を
し
ま
し
た
。
こ

の
実
習
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
木
を
人
の
手
で
切
る
の
は
と
て

も
疲
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
作
業
も
仲
間
と
協
力
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
で
、
仲
間
と
協
力
し
て
何
か
を
す
る
と
い
う
大
切
さ
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
と
て
も
思
い
出
に
残
っ
た
二
日
間
で
し
た
。

■
平
成
二
三
年
度

九
月
二
八
日
〜
九
月
二
九
日

・
一
日
目

演
習
林
実
習
、
保
月
山
登
山

・
二
日
目

保
月
山
登
山
、
演
習
林
実
習

・
感
想
文

一
工

藤
田

智
嗣
（
蒼
林
五
九
号
よ
り
）

一
日
目
は
、
保
月
山
の
山
頂
ま
で
登
山
し
ま
し
た
。
山
道
は
す
ご
く
険
し
く

て
、
山
頂
ま
で
行
く
の
は
と
て
も
大
変
で
、
す
ご
く
疲
れ
ま
し
た
。
登
山
の
途

中
で
少
し
曇
が
か
っ
て
き
た
け
れ
ど
、
最
後
ま
で
雨
も
降
ら
ず
無
事
終
え
る
こ

と
が
出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
夜
に
は
、
研
修
会
を
し
ま
し
た
。
先
生

ク
イ
ズ
、
伝
言
ゲ
ー
ム
、
借
物
競
走
、
背
中
渡
り
を
し
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
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か
っ
た
で
す
。
少
し
ふ
ざ
け
過
ぎ
た
所
も
あ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
ク
ラ
ス
間
で

の
仲
な
ど
が
さ
ら
に
良
く
な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

二
日
目
に
は
、
間
伐
・
除
伐
と
い
う
、
木
を
切
り
倒
し
た
り
す
る
作
業
を
し

ま
し
た
。
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
て
み
ん
な
と
協
力
し
な
が
ら
一
本
の
木
を
倒
し
た

け
れ
ど
、
す
ご
く
大
変
で
疲
れ
ま
し
た
。
教
え
て
も
ら
っ
た
切
り
方
で
切
っ
た

の
に
な
か
な
か
倒
れ
な
く
て
、
一
本
し
か
切
り
倒
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
け

れ
ど
、
倒
し
た
時
の
「
メ
キ
メ
キ
」
と
い
う
音
は
す
ご
く
気
持
ち
が
良
く
て
達

成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
木
の
中
に
空
洞
が
あ
っ
て
、
中
を
見
た
ら
ハ
チ
の

巣
と
ハ
チ
の
子
が
あ
っ
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
て
、
生
き
物

は
自
然
や
他
の
生
き
物
た
ち
と
支
え
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を

改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
日
間
の
演
習
林
宿
泊
体
験
実
習
を
通
し
て
、
目
的
で
あ
る
自
然
を
愛
し
環

境
を
保
全
す
る
豊
か
な
心
が
育
め
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
二
日
間
で
学
ん
だ
事

を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
自
然
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

三

体

育

祭

こ
の
時
期
は
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
天
気
に
悩
ま
さ
れ
る
。
酷
暑
で
熱
中
症
の
心

配
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
も
多
い
。
実
習
で
暑
さ
に
は
慣
れ
て
い
る
生
徒
が

多
い
本
校
で
は
あ
る
が
、
さ
す
が
に
こ
れ
だ
け
異
常
気
象
と
い
う
言
葉
が
取
り
ざ

た
さ
れ
る
現
代
、
平
成
二
一
年
以
降
は
色
毎
に
休
憩
用
テ
ン
ト
を
設
置
し
、
塩
飴

も
準
備
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
台
風
に
悩
ま
さ
れ
る
年
も
多
い
。
平
成
一

八
年
は
途
中
で
雨
が
降
り
出
し
た
た
め
、
翌
々
日
に
半
分
の
競
技
が
持
ち
越
さ
れ

た
。
ま
た
、
平
成
二
五
年
度
は
予
め
延
期
と
な
り
、
学
校
中
あ
ち
こ
ち
に
て
る
て

る
坊
主
が
飾
ら
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
生
徒
は
常
に
全
力
投
球
で
、
体
育
祭
に
お
け
る
本
校
生
徒
の
姿
は

他
の
行
事
以
上
に
非
常
に
頼
も
し
い
。
本
校
教
育
の
集
大
成
と
い
え
る
生
徒
の
姿

が
見
ら
れ
る
。
準
備
・
運
営
・
後
始
末
ま
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
そ
れ
ぞ

れ
が
責
任
を
負
う
べ
き
場
所
に
お
い
て
短
時
間
で
集
中
し
て
行
っ
て
い
る
。
特
に

後
始
末
の
手
際
の
良
さ
は
必
見
で
、
環
境
工
学
科
が
設
置
し
た
壁
画
用
の
足
場
を

手
分
け
し
て
解
体
し
運
搬
し
て
い
く
様
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
の
よ
う
で
あ
る
。

内
容
と
し
て
は
平
成
二
二
年
度
か
ら
は
応
援
が
、
応
援
団
だ
け
で
な
く
全
員
参

加
型
と
な
っ
た
。
そ
の
分
応
援
団
は
自
分
た
ち
の
練
習
だ
け
で
な
く
、
色
メ
ン
バ

ー
総
勢
一
〇
〇
人
以
上
を
ど
の
よ
う
な
隊
形
で
配
置
し
、
ど
の
よ
う
に
動
か
す
か

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
分
、
負
担
は
増
え
た
が
、
色
全
体
の
一
体
感
は
増
し
、

部
門
を
超
え
た
結
束
力
が
高
ま
っ
た
よ
う
に
思
う
。
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
り
、
傘
を

使
っ
た
り
、
毎
年
色
毎
に
工
夫
が
施
さ
れ
応
援
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
翌
平
成
二
三
年
度
か
ら
は
そ
の
応
援
の
中
に
み
こ
し
を
使
用
す
る
こ
と
も
ル

ー
ル
化
さ
れ
、
よ
り
賑
や
か
な
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
衣
装
部
門
も
大
変
な
が

ら
、
応
援
・
集
団
演
技
総
勢
五
〇
名
ほ
ど
に
衣
装
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。
生
活

科
の
先
生
方
に
ご
負
担
を
お
か
け
し
て
い
る
が
、
毎
年
体
育
祭
に
彩
り
を
添
え
て

―１２９―



い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
形
態
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
は
い
る
が
、
本
校
の
体
育

祭
は
生
徒
が
躍
動
す
る
、
ど
の
学
校
に
も
誇
れ
る
体
育
祭
に
な
っ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

最
後
に
責
任
者
と
な
っ
た
生
徒
た
ち
の
感
想
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
テ
ー
マ
・
成
績

を
掲
載
し
過
去
一
〇
年
間
の
軌
跡
を
た
ど
り
た
い
。

集
団
演
技

青
春
し
て
ま
す

三
物

谷
本

沙
耶
香

「
お
願
い
し
ま
す
！
」
の
私
の
か
け
声
で
約
七

分
間
の
演
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
集
団
演
技
の
三
年
は
踊

り
や
曲
を
決
め
よ
う
と
集
ま
り
ま
し
た
。
け
れ
ど

何
回
集
ま
っ
て
も
な
か
な
か
決
ま
ら
な
く
て
、
私

は
不
安
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
何
と
か

曲
も
決
ま
り
踊
り
を
考
え
る
時
が
来
ま
し
た
。
時

間
が
無
か
っ
た
の
で
、
男
子
と
女
子
に
分
か
れ
て

考
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

全
校
登
校
日
の
日
、
ま
だ
踊
り
が
全
部
完
成
す

る
前
に
メ
ン
バ
ー
の
顔
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。
私

は
あ
い
さ
つ
で
「
こ
れ
か
ら
一
緒
に
頑
張
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。」と
笑
顔
で
言
っ
た
裏
に
は
正
直
、

完
成
さ
せ
る
自
信
が
無
く
て
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
け
れ
ど
、
何
と
か
完
成
し
、
毎
日
練
習
に

励
み
ま
し
た
。
一
、
二
年
生
も
一
生
懸
命
踊
り
を

覚
え
て
く
れ
て
、
練
習
の
し
過
ぎ
で
ひ
ざ
や
足
首

を
痛
め
る
く
ら
い
で
し
た
。

七
分
間
は
本
当
に
短
い
も
の
で
、
気
づ
い
た
時

に
は
も
う
最
後
の
曲
で
し
た
。
楽
し
さ
が
寂
し
さ

に
変
わ
っ
て
い
く
の
が
分
か
り
な
が
ら
も
最
後
ま

で
笑
顔
を
た
や
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
後
み
ん
な

で
「
青
春
し
て
ま
す
�
」
と
言
っ
た
時
、
涙
が
出

そ
う
で
し
た
。
私
は
本
当
に
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
出

会
い
、
幸
せ
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。
本
当
に
素

晴
ら
し
い
青
春
を
あ
り
が
と
う
�

テーマ

青
組 青春～羽ばたけ青色魂～

黄
組 黄巾の乱

赤
組 華～百花繚乱～

白
組 白虎

午

前

の

部

１１００Ｍ走

２ 借り人借り物競争

３ まわってまわって

４ 大旗リレー

５ デカパンリレー

６ 障害物リレー

７ 飲み食いリレー

８ 綱引き予選

９ 色別Ｒ

１０応援合戦

午

後

の

部

１１集団演技

１２大縄跳び

１３つな取り

１４綱引き決勝

１５大玉送り

１６総力リレー

１位 ２位

総 合 青 白

応 援 青 白

集団演技 白 青

壁 画 赤 青

み こ し 青 白

衣 装 赤 白

２００４年 第５２回
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総
合
優
勝

白
組

白
黒
ハ
ッ
キ
リ
つ
け
ま
し
た
☆

三
生

駒
野

郁
穂

九
月
六
日
。
今
年
の
体
育
祭
は
私
達
に
と
っ
て

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

私
は
今
年
、
白
組
の
組
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

り
、
去
年
果
た
す
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
優
勝
を

今
年
は
果
た
し
て
見
せ
る
と
い
う
強
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
け
れ
ど
、
想
像
以
上
に
み
ん

な
を
ま
と
め
る
と
い
う
の
は
難
し
く
、
悩
む
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
各
部
門
の
リ
ー
ダ
ー
も
そ

れ
ぞ
れ
い
ろ
ん
な
思
い
が
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か

し
、
準
備
が
進
む
に
つ
れ
、
学
年
と
い
う
壁
も
消

え
て
い
き
一
つ
に
ま
と
ま
り
始
め
た
。
体
育
祭
当

日
―
。
競
技
は
四
位
と
い
う
成
績
だ
っ
た
け
ど
、

応
援
・
衣
装
・
壁
画
・
み
こ
し
の
部
門
で
白
組
が

一
位
を
と
り
、
総
合
優
勝
と
い
う
大
き
な
結
果
を

残
し
た
。
本
当
に
夢
の
よ
う
で
涙
が
止
ま
ら
な
か

っ
た
。
私
は
組
長
と
し
て
は
ふ
さ
わ
し
く
な
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
最
後
ま
で
み
ん
な
の

支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
こ
ま
で
頑
張
れ
た
�
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
�
最
後
に
三
生
に

つ
い
て
き
て
く
れ
た
後
輩
達
☆
本
当
に
二
物
一
工

で
よ
か
っ
た
☆
二
物
は
頼
り
に
な
る
�
一
工
は
元

気
を
く
れ
る
�
そ
し
て
何
よ
り
若
さ
を
く
れ
ま
し

た
�
（
笑
）
来
年
も
負
け
な
い
ぐ
ら
い
最
高
な
体

育
祭
に
し
て
下
さ
い
。
☆
☆
…
三
生
。
本
当
に
こ

の
メ
ン
バ
ー
で
学
生
最
後
の
体
育
祭
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
て
幸
せ
で
す
�
あ
り
が
と
う
�
白
組
組

長
こ
と
ふ
み
長
よ
り
�

集
団
演
技

青
組

最
高
学
年
の
辛
さ

三
物

竹
内

健
太

今
年
も
、
体
育
祭
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
今

年
は
最
高
学
年
で
全
体
を
仕
切
る
立
場
に
な
り
、

昨
年
ま
で
と
は
違
い
、
大
変
な
体
育
祭
の
幕
開
け

と
な
っ
た
。

僕
は
、
三
年
間
集
団
演
技
を
務
め
、
今
年
は
、

団
長
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
物
の
中
か
ら
も

自
分
以
外
の
七
名
が
集
ま
り
、
計
八
名
が
今
年
の

最
高
学
年
の
集
団
演
技
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
今

回
は
、
女
性
の
割
合
が
多
く
、
仕
切
る
の
が
大
変

だ
っ
た
反
面
、
後
輩
の
面
倒
見
が
良
く
で
き
、
と

て
も
助
か
っ
た
。
感
謝
し
た
い
。

練
習
が
始
ま
っ
て
、
踊
り
に
踊
り
、
時
に
は
も

め
て
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ

た
。そ

の
時
、
僕
は
、
昨
年
、
一
昨
年
の
先
輩
た
ち

の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
そ
の
頃
の
三
年
生
も
、

今
の
僕
ら
の
よ
う
に
苦
戦
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

部
活
同
様
、
全
学
年
を
ま
と
め
る
の
に
は
『
力
』

が
い
る
。
学
年
の
中
で
も
、
一
番
や
っ
か
い
だ
っ

た
の
が
一
年
生
で
あ
る
。
一
年
生
に
と
っ
て
は
初

め
て
の
学
年
全
体
の
行
事
、
体
育
祭
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
か
、
二
年
生
に
比
べ
、
や
や
緊
張
気
味

の
よ
う
に
思
え
た
。
僕
ら
三
年
が
い
っ
ぱ
い
い
っ

ぱ
い
で
体
育
祭
前
日
ま
で
上
手
く
ま
と
ま
ら
ず
、

あ
せ
り
あ
せ
り
の
中
、
本
番
を
迎
え
た
。
な
ん
と

か
無
事
演
技
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
大
変
だ
っ
た
が
、
今
思
う
と
一
番
中
身

の
濃
い
「
思
い
出
」
と
な
っ
た
。

テーマ

青
組

はれでんせつ

晴伝説『青い海を越えて

黄
組 はじけろ�黄軍！ＣＣレモン

赤
組 紅龍神 烈火の如く

白
組

ひゃっ か せい ほう

百 花 斉 放

午

前

の

部

１ 大旗リレー

２ 大縄跳び（女子）

３ 借り人借り物競争

４ 綱引き予選

５ 障害物リレー

６ 百足リレー

７ 騎馬戦

８ 仮装リレー

９ 色別リレー

１０応援合戦

午

後

の

部

１１集団演技

１２綱取り

１３ビーチフラッグ（男子）

１４綱引き決勝

１５総力リレー

１位 ２位

総 合 白 黄・赤

応 援 白 青

集団演技 赤 黄

壁 画 白 黄

み こ し 白 青

衣 装 白 黄

競 技 赤 青

テーマ

青
組
～SAMURAI BLUE～

セイラン

青嵐のごとく

赤
組 NIGHT OF FIRE

黄
組

ひかり

輝～NEW YELLOW～

白
組 白龍～ホワイトドラゴン～

九

月

六

日

１ まわってまわって

２ 借り人借り物競争

３ ６人７脚

４１００ｍ走

５ 綱引き予選

６ 飲み食いリレー

７ 騎馬戦（女子）

九

月

八

日

１ 集団演技

２ 障害物リレー

３ つな取り（混合）

４
騎馬戦（女子）
３位決定・決勝

５ 色別リレー

６ ビーチフラッグ（男子）

７ 応援合戦

８ 綱引き

９ 総力リレー

１位 ２位

総 合 黄 青

応 援 黄 白

集団演技 黄 白

壁 画 青 黄

み こ し 青 黄

衣 装 黄 白

競 技 青 黄

２００５年 第５３回

２００６年 第５４回

―１３１―



衣
装

赤
組

み
ん
な
で
感
動
を
共
有
し
た
日

三
生

平
井

志
乃

私
は
三
年
間
、
衣
装
の
担
当
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
ま
さ
か
今
回
責
任
者
に
抜
擢
さ
れ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
る
こ

と
が
苦
手
な
私
は
渋
々
と
い
っ
た
感
じ
で
引
き
受

け
ま
し
た
。

夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
に
作
業
に
取
り
掛
か
り

ま
し
た
が
、
同
じ
衣
装
担
当
の
人
た
ち
に
も
そ
れ

ぞ
れ
都
合
が
あ
り
、
集
ま
り
が
悪
か
っ
た
た
め
、

思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
責
任
者
で
あ

る
私
は
、
応
援
団
・
集
演
の
代
表
者
と
衣
装
の
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
た
り
、
布
の
買
い
出
し
に
行
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

八
月
に
入
っ
て
か
ら
本
格
的
な
作
業
に
入
っ
た

の
で
、
七
月
以
上
に
慌
た
だ
し
く
な
り
ま
し
た
。

全
校
登
校
日
か
ら
一
、
二
年
生
も
加
わ
り
、
全
員

で
協
力
し
な
が
ら
着
々
と
仕
上
げ
て
い
っ
た
も
の

の
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
な
ど
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

起
こ
り
、
結
局
は
体
育
祭
当
日
の
開
会
式
ギ
リ
ギ

リ
ま
で
作
業
し
ま
し
た
。

応
援
・
集
演
と
も
に
、
み
ん
な
似
合
っ
て
い
ま

し
た
。
す
ご
く
格
好
良
か
っ
た
で
す
。
結
果
は
赤

組
優
勝
、
衣
装
部
門
も
準
優
勝
を
頂
く
こ
と
が
で

き
、
私
の
高
校
生
活
の
中
で
一
番
の
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。

夏
休
み
、
毎
日
の
よ
う
に
学
校
へ
行
き
、
衣
装

作
り
を
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
部
門
が
違
う

の
に
協
力
し
て
く
れ
た
応
援
団
・
集
演
の
み
ん
な
、

そ
し
て
責
任
者
の
私
以
上
に
頑
張
っ
て
く
れ
た
衣

装
担
当
の
み
ん
な
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
�

衣
装

黄
組

衣
装
部
門
長
に
な
っ
て三

物

市
波

彩
沙
姫

三
年
間
で
一
番
最
後
の
夏
休
み
…
。
そ
れ
は
一

番
大
変
な
夏
で
し
た
。
思
い
が
け
ず
衣
装
の
部
門

長
に
選
ば
れ
て
し
ま
い
、
し
か
も
一
、
二
年
生
の

メ
ン
バ
ー
は
あ
ま
り
や
る
気
の
な
さ
そ
う
な
子
た

ち
…
（
も
ち
ろ
ん
、
ち
ゃ
ん
と
や
る
気
の
あ
る
子

も
い
ま
し
た
よ
！
）。正
直
言
っ
て
、
間
に
合
う
か

ど
う
か
が
不
安
で
し
た
。
五
〇
人
弱
の
衣
装
を
一

度
に
作
る
な
ん
て
初
め
て
の
こ
と
で
、
布
の
量
と

か
デ
ザ
イ
ン
と
か
、
全
て
が
手
探
り
で
し
た
。
で

も
周
り
の
人
た
ち
に
色
々
助
け
て
も
ら
っ
て
、
デ

ザ
イ
ン
も
ク
ラ
ス
の
子
が
考
え
て
く
れ
た
し
、
布

も
格
安
で
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
な
ん
と
か

問
題
を
克
服
で
き
ま
し
た
（
麻
衣
、
雄
大
の
お
母

さ
ん
、
平
馬
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
）。

さ
て
、
縫
い
上
げ
る
段
階
に
な
っ
て
、
男
子
の

割
合
が
多
か
っ
た
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
縫
え
る
か
ど

う
か
不
安
で
し
た
が
、
そ
れ
も
杞
憂
に
終
わ
り
、

縫
合
は
ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
と
行
わ
れ
ま
し
た
が
…
時

間
配
分
を
間
違
え
て
し
ま
い
、
衣
装
は
本
当
に
ギ

リ
ギ
リ
に
仕
上
が
り
ま
し
た
（
み
ん
な
マ
ジ
す
ん

ま
せ
ん
で
し
た
）。

残
念
な
が
ら
賞
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
み
ん
な
の
助
け
で
充
実
し
た
体
育
祭
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
年
最
後
の
体
育
祭

は
一
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
（
あ
ら

ゆ
る
意
味
で
（
笑
））。黄
組
衣
装
の
み
な
さ
ん
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
黄
組
最

高
！

テーマ

青
組
カリビアンブルー
～ひとつになろうぜmy family～

白
組

びゃっこたいせい

白虎大勢
白き虎のように大きく勢いよく

赤
組
千紫万紅
～咲き誇れ 大凛のごとく～

黄
組

the glare of the sun
～太陽に吠えろ黄組魂～

午

前

の

部

１１００ｍ走

２ でかぱんリレー

３ 借り人借り物競争

４ 綱引き（予選）

５ 飲み食い競争

６ 騎馬戦

７ 色別リレー

８ 綱取り（混合）

９ 障害物リレー

１０応援合戦

午

後

の

部

１１集団演技

１２仮装リレー

１３ビーチフラッグ

１４

１５

綱引き（決勝）

総力リレー

１位 ２位

総 合 赤 青

応 援 赤 黄

集団演技 青 黄

壁 画 黄 白

み こ し 青 赤

衣 装 黄 赤

競 技 赤 青

テーマ

黄
組
大夏祭
～歌舞くなら 華舞黄とおせ～

青
組

High Wave
～１０５仔壱 福農青波～

赤
組
クローズ the red
～赤で始まり、赤で終わる～

白
組
白 舞
～絆深き戦士たち～

午

前

の

部

１ 玉入れ

２１００ｍ走

３ 綱引き（予選）

４ 大旗リレー

５ しっぽ取り鬼ごっこ

６ 借り人借り物競争

７ 騎馬戦

８ 色別リレー

９ 綱取り（混合）

１０応援合戦

午

後

の

部

１１集団演技

１２障害物リレー

１３ビーチフラッグ

１４

１５

綱引き（決勝）

総力リレー

１位 ２位

総 合 黄 青

応 援 青 白

集団演技 黄 赤

壁 画 黄 白

み こ し 黄 赤

衣 装 赤 白

競 技 青 黄

２００７年 第５５回

２００８年 第５６回

―１３２―



み
こ
し

赤
組

一
生
の
記
念

三
流

荒
井

慶
太

三
流
は
去
年
青
組
で
前
の
三
工
、
一
流
と
共
に

が
ん
ば
り
ま
し
た
。
総
合
の
結
果
は
準
優
勝
で
し

た
が
悔
し
い
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
も

自
信
満
々
だ
っ
た
み
こ
し
が
賞
を
と
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
僕
は
ほ
と
ん
ど
先
輩
ま
か
せ
だ
っ
た

け
れ
ど
、
悔
し
さ
が
も
の
す
ご
く
伝
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
悔
し
さ
を
晴
ら
す
た
め
に
今
年
も
み
こ
し
を

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

自
ら
責
任
者
に
な
り
ま
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の

壁
が
で
て
き
ま
し
た
。
設
計
図
も
曖
昧
で
道
具
も

何
を
使
え
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、
時
間
内
に
で

き
る
が
す
ご
く
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
先
生
の

ご
指
導
の
元
、
仲
間
や
後
輩
の
力
も
あ
り
満
足
す

る
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
結
果
は
準
優
勝
で
し
た

が
、
去
年
の
悔
し
い
思
い
を
晴
ら
す
こ
と
が
で
き
、

よ
か
っ
た
で
す
。

今
ま
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
し
に
何
か
物
を
作
る

と
い
う
こ
と
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
、
相

当
苦
戦
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
作
っ
て
み
る
と
物

を
作
る
楽
し
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
来
年
の

体
育
祭
で
は
今
年
以
上
の
盛
り
上
が
り
と
、
作
品

の
で
き
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
み
こ
し
を

手
伝
っ
て
く
れ
た
赤
組
の
み
ん
な
と
ご
指
導
く
だ

さ
っ
た
松
田
先
生
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
高
校
生
活
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。
赤
組
に
な
れ
た
こ
と
本
当
に
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

白
組

応
援

み
ん
な
で
勝
ち
取
っ
た
白
星

三
生

長
谷
川

美
菜

「
作
業
開
始
ー
！
」
本
番
が
始
ま
っ
た
と
思
っ

た
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
あ
っ
と

い
う
間
に
六
分
四
八
秒
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
タ
イ
ム
も
声
も
文
句
な
し
で
、
一
発
目

に
し
た
ら
な
か
な
か
の
出
来
で
、
後
は
他
の
色
の

応
援
を
見
て
い
ま
し
た
。
見
て
い
る
間
も
ず
っ
と

緊
張
し
て
い
ま
し
た
。

白
組
応
援
は
取
り
か
か
り
が
他
の
色
よ
り
遅
れ

て
い
て
、
始
め
は
正
直
焦
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る

程
度
決
ま
っ
て
か
ら
で
も
、
少
し
ず
つ
修
正
し
た

り
つ
け
足
し
た
り
し
な
が
ら
本
番
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

納
得
す
る
も
の
が
で
き
な
い
で
い
ま
し
た
。
六
分

以
上
い
か
な
か
っ
た
り
、
移
動
が
う
ま
く
で
き
な

か
っ
た
り
し
て
、
毎
日
Ｓ
Ｔ
の
後
も
練
習
を
し
ま

し
た
。

閉
会
式
が
始
ま
っ
て
、
い
よ
い
よ
結
果
発
表
。

こ
の
時
、
団
員
み
ん
な
「
優
勝
し
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
間
が
す
ご
く
長
く
感

じ
ま
し
た
。
「
優
勝
…
白
組
」
と
い
わ
れ
た
時
は
、

お
も
い
っ
き
り
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

瞬
間
、
今
ま
で
毎
日
頑
張
っ
て
練
習
し
た
か
い
が

あ
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
怒
っ
て
ば
か
り
で
、

い
つ
も
大
き
な
声
で
怒
鳴
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
し
、

振
り
や
言
葉
も
よ
く
間
違
え
て
い
る
よ
う
な
団
長

で
し
た
。
み
ん
な
、
い
つ
も
ご
め
ん
ね
。
で
も
、

「
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？
」「
こ
う
し
た
ら
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
？
」
と
い
ろ
い
ろ
言
っ
て
き
て
く
れ
て
、

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

白
組
応
援
団
、
三
生
の
み
ん
な
。
お
疲
れ
さ
ま
。

い
つ
も
い
つ
も
助
け
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と
う
。

み
ん
な
の
お
か
げ
で
、
自
信
持
っ
て
本
番
に
の
ぞ

め
ま
し
た
。
二
工
・
一
流
の
み
ん
な
、
こ
ん
な
頼

り
な
い
団
長
に
つ
い
て
き
て
く
れ
て
、
あ
り
が
と

う
。
み
ん
な
が
一
生
懸
命
覚
え
よ
う
と
し
て
く
れ

た
か
ら
、
頑
張
っ
て
教
え
よ
う
と
い
う
気
に
な
れ

ま
し
た
。
み
ん
な
で
「
白
星
」
取
れ
て
、
よ
か
っ

た
で
す
。

白
組
応
援
団
は
最
強
最
高
！

来
年
も
ま
た
、
い
い
結
果
出
せ
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
ね
。

テーマ

黄
組

KPS覇黄
～我が一色に一片の悔い無し！～

白
組
白クローズ
～祭りじゃ�白黒はっきりつけようぜ�～

青
組 海 人

赤
組

RED WALL
～紅流星軍～

午

前

の

部

１ 玉入れ

２ ミラクル競争

３ 台風の目

４ 色別リレー

５ 綱引き（予選）

６ 騎馬戦

７ 大旗リレー

８ 綱取り（混合）

９ 師弟リレー

１０応援合戦

午

後

の

部

１１集団演技

１２１００ｍ走

１３ビーチフラッグ

１４

１５

綱引き（決勝）

総力リレー

１位 ２位

総 合 赤 青

応 援 青 赤

集団演技 赤 白

壁 画 赤 黄

み こ し 黄 赤

衣 装 青 赤

競 技 赤 青

テーマ

黄
組

き あい

黄 愛

赤
組 仏恥義理炎神 555

白
組
WORKS
White Oath Real King Secure

青
組
SUMURAI BLUE
～天下無双～

午

前

の

部

１ ミラクル競争

２ 積みあげリレー

３ 色別リレー

４ UP DOWNリレー

５ 仮装競争

６ 綱引き（予選）

７ スウェーデンリレー

８ 綱取り（女子）

９ 恥知らずリレー

１０応援合戦

午

後

の

部

１１集団演技

１２１１人１２脚競争

１３１００ｍ走

１４

１５

ビーチフラッグ

綱引き（決勝）

１６総力リレー

１位 ２位

総 合 白 青

応 援 白 青

集団演技 白 青

壁 画 黄 青

み こ し 白 青

衣 装 青 白

競 技 白 赤

２００９年 第５７回

２０１０年 第５８回

―１３３―



白
組

組
長

ほ
わ
い
と
☆
ス
ト
ー
リ
ー三

工

西
谷

光
史

今
年
三
連
覇
を
目
指
し
て
、
組
全
体
の
指
揮
を

組
長
と
し
て
準
備
か
ら
本
番
ま
で
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

「
組
長
と
し
て
自
分
が
し
て
い
け
る
こ
と
は
な

ん
だ
ろ
う
」
そ
う
思
い
、
初
め
は
考
え
こ
み
ま
し

た
。
結
果
、
自
分
は
言
葉
で
動
か
す
よ
り
、
自
ら

行
動
し
、
や
る
こ
と
を
示
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま

し
た
。
初
め
て
白
組
全
体
が
集
ま
っ
た
結
団
式
で

は
、
強
く
自
分
の
思
い
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。三

年
生
は
最
後
の
体
育
祭
。
部
門
の
中
に
は
早

く
か
ら
始
め
て
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ

れ
ば
、
言
い
争
い
が
絶
え
ず
上
手
く
や
っ
て
い
け

る
か
ど
う
か
心
配
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
練
習
に
一
、
二
年
が
加
わ
り
さ
ら
に
勢
い

が
つ
く
白
組
全
体
。
組
長
と
し
て
全
体
を
見
ま
わ

る
際
、
楽
し
く
活
気
づ
い
て
る
姿
を
多
く
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
番
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
詰
め
て

作
品
づ
く
り
、
練
習
に
取
り
組
ん
だ
白
組
は
ど
こ

よ
り
も
一
番
輝
い
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
本
番
。
白
組
の
綱
引
き
す
ご
く
感
動
し

ま
し
た
。
全
員
で
一
回
一
回
気
合
い
を
入
れ
て
る

姿
、
周
り
で
声
を
枯
ら
し
な
が
ら
も
必
死
に
応
援

し
て
い
る
姿
。
最
高
で
し
た
。
結
果
的
に
は
総
合

準
優
勝
。
組
長
と
し
て
三
連
覇
を
逃
し
た
悔
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
最
後
に
ふ
さ
わ
し
い
心
に

残
る
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。
一
流
・
二
生
の
み

ん
な
あ
り
が
と
う
。

黄
組

組
長

挑
戦
す
る
大
切
さ

三
生

上
坂

七
海

私
は
中
学
校
の
時
委
員
会
の
委
員
に
な
っ
た
り
、

文
化
祭
の
劇
に
出
た
り
と
、
人
前
に
出
た
り
、
最

高
学
年
と
し
て
一
・
二
年
生
を
ま
と
め
て
い
く
仕

事
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

高
校
に
入
っ
て
、
初
め
て
学
校
祭
な
ど
の
行
事

が
あ
り
、
体
育
祭
で
各
色
の
組
長
が
自
分
の
色
を

盛
り
上
げ
な
が
ら
も
、
周
り
の
状
況
を
見
て
み
ん

な
に
指
示
し
て
い
る
姿
を
見
て
と
っ
て
も
魅
力
を

感
じ
、
か
っ
こ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
私

は
、
特
別
性
格
が
明
る
い
わ
け
で
も
な
い
し
ク
ラ

ス
の
中
で
も
中
心
的
な
存
在
で
は
な
い
し
、
み
ん

な
を
ま
と
め
る
力
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

憧
れ
て
い
る
だ
け
で
し
た
。
高
三
に
な
っ
て
自
分

た
ち
で
学
校
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
く
番
に
な
り
、

憧
れ
て
ば
か
り
じ
ゃ
だ
め
だ
と
思
い
、
思
い
き
っ

て
組
長
に
立
候
補
し
ま
し
た
。
組
長
に
な
っ
て
、

や
っ
ぱ
り
人
を
ま
と
め
る
の
は
難
し
く
て
、
友
達

と
は
言
い
合
い
し
た
り
、
き
ち
ん
と
指
示
が
出
せ

な
く
て
組
長
な
ん
て
で
き
な
い
と
思
っ
た
事
も
あ

っ
た
け
れ
ど
、
本
番
で
は
黄
組
み
ん
な
で
楽
し
く

盛
り
上
げ
ら
れ
た
し
、
総
合
優
勝
は
で
き
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
達
成
感
が
あ
っ
て
思
い
出
に
残
る
体

育
祭
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
初
め
て
の
事
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と

は
と
っ
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
失
敗
を
恐
れ
ず
、
色
々
な
事
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
で
す
。

テーマ

黄
組
麒 麟
～The hold of Crown～

白
組
ほわいと☆すとーりー
～白の王国～

青
組 蒼志想愛

赤
組

VIVA PASI�N
～灼熱の大地を翔る～

午

前

の

部

１ ミラクル競争

２ 玉入れ

３ 色別リレー

４ UP DOWNリレー

５ 増力リレー

６ 綱引き（予選）

７ 乗り物競争

８ 綱取り（女子）

９ 積み上げボールリレー

１０応援合戦

午

後

の

部

１１集団演技

１２背中渡り

１３１００ｍ走

１４

１５

ビーチフラッグ

綱引き（決勝）

１６総力リレー

１位 ２位

総 合 赤 白

応 援 赤 白

集団演技 白 赤

壁 画 赤 青

み こ し 青 白

衣 装 赤 青

競 技 黄 白

テーマ

赤
組

Red scorpion
～砂漠の王～

青
組
我竜天睛
～我竜となりて天を昇る～

黄
組
黄華魂
～青春に翔舞を賭けろ～

白
組 W' canvas

午

前

の

部

１１００ｍ走

２ UP DOWNリレー

３ 色別リレー

４ 背中渡り

５ 増力リレー

６ 綱引き（予選）

７ ミラクル競争

８ 綱取り（女子）

９ 飛べ！つけ！転がせ！リレー

１０応援合戦

午

後

の

部

１１集団演技

１２大繩跳び

１３スウェーデンリレー

１４

１５

ビーチフラッグ

綱引き（決勝）

１６総力リレー

１位 ２位

総 合 青 白

応 援 青 白

集団演技 黄 白

壁 画 白 赤

み こ し 赤 青

衣 装 黄 青

競 技 青 白

２０１１年 第５９回

２０１２年 第６０回

―１３４―



四

農

文

祭

農
文
祭
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
と
し
て
文
化
部
の
発
表
・
生
徒
企
画
・
自
由
ス
テ
ー

ジ
・
の
ど
自
慢
大
会
・
職
員
劇
が
行
わ
れ
て
い
る
。
展
示
で
は
第
二
体
育
館
で
の

学
科
展
示
、
文
化
部
・
委
員
会
の
展
示
、
二
年
生
の
修
学
旅
行
展
、
そ
し
て
ク
ラ

ス
対
抗
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
と
壁
新
聞
の
他
、
ふ
れ
あ
い
農
園
の
展
示
や
国
際
交

流
展
な
ど
も
行
わ
れ
る
。
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
年
の
テ

ー
マ
に
沿
っ
た
巨
大
な
モ
ザ
イ
ク
画
を
制
作
し
、
屋
上
か
ら
吊
す
の
だ
が
こ
れ
も

圧
巻
だ
。
さ
ら
に
農
林
高
校
ら
し
い
催
し
物
も
多
彩
だ
。
一
年
ク
ラ
ス
企
画
に
豚

汁
配
布
、
も
ち
つ
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
そ
ば
打
ち
、
そ
し
て
い
つ
も
以
上
に
大
規

模
な
農
産
物
即
売
、
そ
れ
に
各
部
活
動
の
模
擬
店
、
生
活
科
学
科
の
模
擬
店
な
ど

食
べ
物
が
ず
ら
っ
と
並
ぶ
。
盲
学
校
が
即
売
を
行
う
と
き
も
あ
る
。
も
と
も
と
収

穫
を
感
謝
し
て
行
わ
れ
る
文
化
祭
な
の
で
、
地
域
の
人
達
も
多
く
集
ま
り
大
変
に

ぎ
や
か
な
お
祭
り
と
な
る
。
一
方
で
毎
年
生
物
慰
霊
祭
も
行
わ
れ
、
生
物
の
供
養

が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
て
も
い
る
。
我
々
が
生
き
る
た
め
に
他
の
命
を
頂
い

て
い
る
こ
と
の
確
認
の
機
会
と
も
な
っ
て
い
る
の
だ
。

過
去
一
〇
年
間
を
振
り
返
る
。

平
成
一
六
年
度
テ
ー
マ
は
「N

E
W

L
E
G
E
N
D

」。ア
メ
リ
カ
で
活
躍
し
だ
し
た

イ
チ
ロ
ー
の
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
「
イ
チ
ロ
ー
」
は
今
で
も

語
り
草
に
な
る
ほ
ど
の
迫
力
で
あ
っ
た
。
舞
台
発
表
で
は
新
た
に
三
年
企
画
が
行

わ
れ
、
ビ
デ
オ
制
作
を
中
心
と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
そ
の
他
自
由
ス
テ

ー
ジ
で
行
わ
れ
た
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
の
ア
フ
レ
コ
も
人
気
で
あ
っ
た
。
現
在
プ
ロ

で
活
躍
し
て
い
る
大
倉
君
が
生
徒
会
企
画
で
太
鼓
を
演
奏
し
た
の
も
こ
の
年
で
あ

る
。
模
擬
店
に
は
部
活
動
の
他
に
、
三
物
が
独
自
で
綿
菓
子
等
を
販
売
し
、
例
年

以
上
の
賑
わ
い
と
な
っ
た
。

平
成
一
七
年
度
は
万
博
「
愛
・
地
球
博
」
が
あ
っ
た
年
で
、
「
愛
・
農
林
祭
」

白
組

壁
画

Ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ

Ｆ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｓ
ｙ

三
生

田
中

瑞
樹

一
年
生
の
時
、
悔
し
い
思
い
を
し
て
か
ら
、
ず

っ
と
目
指
し
て
い
た
優
勝
。
や
っ
と
叶
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
皆
が
頑
張
っ
て
く
れ
た

か
ら
で
あ
り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
は
ほ
と
ん
ど
経
験
し
た
事
が
な
く
、

上
手
く
ま
と
め
ら
れ
る
か
不
安
で
し
た
。
更
に
今

年
の
一
、
二
年
生
は
全
員
男
子
。
今
ま
で
の
壁
画

の
男
子
と
い
え
ば
、
サ
ボ
り
ば
か
り
で
働
い
て
く

れ
な
い
事
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
も
し
か
し
た
ら

三
年
生
だ
け
の
作
業
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
腹

を
く
く
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
男
子
は
す
ご

く
働
い
て
く
れ
て
助
か
り
ま
し
た
。
た
だ
、
私
が

上
手
に
仕
切
る
事
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
単
純

作
業
や
力
仕
事
ば
か
り
に
な
っ
て
す
み
ま
せ
ん
。

三
年
の
皆
は
、
私
の
わ
が
ま
ま
を
聞
い
て
く
れ
て
、

嫌
が
る
事
な
く
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

主
に
細
か
い
塗
り
を
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、

文
句
の
一
つ
も
な
く
作
業
を
し
て
く
れ
て
感
謝
し

て
い
ま
す
。

雨
が
ひ
ど
く
、
作
業
も
進
ま
な
い
こ
と
も
多
か

っ
た
の
で
、
ど
う
な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
完
成
で
き
た
の
は
皆
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ

で
す
。
最
後
の
体
育
祭
で
良
い
思
い
出
が
作
れ
ま

し
た
。
本
当
に
色
々
と
ご
め
ん
な
さ
い
。
そ
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

テーマ

青
組
侍
～蒼き火の鳥の如く～

赤
組

しゃくねつはなび

灼熱華美
～親方雅斗に集え～

白
組

It's a White World
～暴れろ！１０８人の
プリンス プリンセス～

黄
組
黄羅星
～Pop Star～

午

前

の

部

１１００ｍ走

２ 台風の目

３ 色別リレー

４ しっぽとり

５ 大旗リレー

６ 綱引き（予選）

７ ミラクル競争

８ 綱取り（女子）

９１０人１１脚

１０応援合戦

午

後

の

部

１１集団演技

１２大繩跳び

１３スウェーデンリレー

１４

１５

ビーチフラッグ

綱引き（決勝）

１６総力リレー

１位 ２位

総 合 白 赤

応 援 白 青

集団演技 白 青

壁 画 白 赤

み こ し 白 青

衣 装 白 黄

競 技 白 赤

２０１３年 第６０回
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を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
は
万
博
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
、
西
田
校

長
と
林
教
頭
の
顔
を
模
し
た
「
の
り
ゾ
ー
と
俊
キ
ッ
コ
ロ
」。こ
の
年
印
象
的
だ
っ

た
の
は
執
行
部
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
二
五
分
に
も
及
ぶ
長
編
で
脚

本
も
衣
装
も
本
格
的
で
、
キ
ャ
ス
ト
が
見
事
に
歌
い
き
っ
た
。
テ
ー
マ
に
ち
な
ん

で
、
福
井
農
林
で
愛
が
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
好
評
を
博
し
た
。

こ
の
年
も
盲
学
校
の
演
奏
が
あ
っ
た
が
、
ピ
ア
ノ
と
サ
ッ
ク
ス
の
レ
ベ
ル
の
高
さ

に
一
同
拍
手
喝
采
で
あ
っ
た
。

平
成
一
八
年
度
は
「
農
文
祭
だ
ヨ
！
全
員
集
合2006

」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
は
「
ザ
・
ド
リ
ー
ム
ス
タ
ー
ズ
」。の
ど
自
慢
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

留
学
生
が
特
別
出
演
し
た
。
Ａ
Ａ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
恒
例
の
生
活
科

学
科
が
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
と
ク
レ
ー
プ
の
販
売
を
し
た
の
に
加
え
、
三
物
の
作
物
専

攻
が
サ
ツ
マ
イ
モ
料
理
を
販
売
し
貢
献
し
た
。
三
年
生
の
ク
ラ
ス
企
画
が
ビ
デ
オ

制
作
で
定
着
し
三
年
以
上
経
っ
た
た
め
、
全
体
の
レ
ベ
ル
が
上
が
り
全
校
で
楽
し

め
る
作
品
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
年
も
、
執
行
部
の
劇
か
ら
始
ま
り
、
替
え
歌
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

平
成
一
九
年
度
は
「H

E
R
O

〜
新
た
な
る
伝
説
が
う
ま
れ
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
。
歴
史
上
のH

E
R
O

と
い
う
こ
と
で
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
時
の
ナ
ポ

レ
オ
ン
が
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
。
例
年
一
学
期
に
行
わ
れ
る
芸

術
鑑
賞
が
農
文
祭
に
行
わ
れ
、
「
中
国
芸
術
文
化
公
演
」
を
鑑
賞
し
た
。
雑
伎
中

心
で
あ
っ
た
が
、
京
劇
や
中
国
語
講
座
な
ど
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
年
の
生
徒
会
長

は
、
テ
ー
マ
の
如
く
大
活
躍
で
、
雑
伎
に
も
参
加
、
演
劇
部
の
演
劇
や
の
ど
じ
ま

ん
、
自
由
ス
テ
ー
ジ
な
ど
出
ら
れ
る
も
の
に
は
全
て
出
演
、
八
面
六
臂
の
活
躍
で

あ
っ
た
。
な
お
、
学
年
会
の
意
向
も
あ
り
ク
ラ
ス
企
画
の
審
査
は
こ
の
年
が
最
後

と
な
っ
た
。

平
成
二
〇
年
度
「
い
い
ん
ダ
ヨ
�
グ
リ
ー
ン
ダ
ヨ
�N

O
R
eeeeeeeeeeeeN

だ
よ
�
」。グ
リ
ー
ン
の
ア
ル
バ
ム
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
模
し
、
志
村
け
ん
を
描
い
た
ビ

ッ
グ
ア
ー
ト
で
あ
っ
た
。
第
一
体
育
館
が
工
事
の
た
め
使
え
な
く
な
り
、
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
を
借
り
て
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行
っ
た
。
そ
の
た
め
生
徒

会
企
画
は
、
第
二
体
育
館
に
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
を
設
営
し
、
そ
ば
や
も
ち
を
求
め
る

人
が
集
ま
り
ご
っ
た
返
す
中
で
行
っ
た
。
ま
た
校
内
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
入
賞
者
に
は
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
一
日
乗
り
放
題
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
武
道
館
で
映
画
鑑
賞
、
三
年
ク
ラ
ス
企
画
は
校
内
ラ

ジ
オ
放
送
な
ど
、
例
年
に
な
い
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。
生
徒
会
企

画
の
ビ
デ
オ
が
凝
っ
た
作
り
で
面
白
か
っ
た
と
い
う
声
も
残
っ
て
い
る
。

平
成
二
一
年
度
「
緑
黄
色
野
菜
〜
緑
か
ら
あ
た
え
ら
れ
し
幸
〜
」、そ
れ
に
ち
な

ん
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
や
さ
い
の
よ
う
せ
い
」
が
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
。
こ
の
年
ぐ
ら
い
か

ら
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が
細
か
い
作
業
を
厭
わ
な
い
凝
っ
た
作
り
の
も
の
が
多
く

な
り
、
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
見
ら
れ
た
。
自
由
ス
テ
ー
ジ
で
は
生
徒
会
長
が

中
心
と
な
っ
て
例
年
に
な
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。
ま
た
こ
の
年
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
太
鼓
演
奏
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
事
前
に
練
習
を
重
ね
て
生
徒
の
前
で
披

露
さ
れ
た
。

平
成
二
二
年
度
「
必
笑
喜
顔
〜
す
べ
て
の
人
へ
〜
」、ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
は
モ
ナ
リ

ザ
に
、
こ
の
年
最
後
に
な
る
浅
野
清
美
校
長
の
顔
を
当
て
は
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

会
心
の
出
来
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
天
気
予
報
に
反
し
て
前
日
突
如
大
荒
れ
の
天

気
と
な
り
、
一
旦
屋
上
か
ら
つ
り
下
げ
た
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
を
撤
去
し
、
雑
巾
で
拭

き
ド
ラ
イ
ヤ
ー
で
乾
か
し
、
剥
が
れ
た
と
こ
ろ
を
補
修
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
自

由
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
久
し
ぶ
り
に
バ
ン
ド
演
奏
が
あ
っ
た
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

ま
た
の
ど
自
慢
で
は
、
一
年
生
が
入
賞
し
拍
手
喝
采
を
浴
び
て
い
た
。
こ
の
年
か

ら
、
の
ど
自
慢
を
初
め
あ
ち
こ
ち
で
Ａ
Ｋ
Ｂ
ブ
ー
ム
が
始
ま
っ
た
。

平
成
二
三
年
度
は
、
二
二
年
度
末
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
「
最

輝
〜
日
本
再
起
の
た
め
の
祭
祈
〜
」
と
銘
打
っ
た
。
ビ
ッ
グ
ア
ー
ト
は
度
重
な
る

災
害
か
ら
復
興
を
遂
げ
て
き
た
福
井
の
象
徴
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
不
死
鳥
）」。実

―１３６―



行
委
員
会
で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
グ
ッ
ズ
の
制
作
販
売
、
全
校
生
徒
か
ら
集
め
た
品

で
の
バ
ザ
ー
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
部
活
動
模
擬
店
の
売
上
げ
の
一
部
、
生
活
科
学

科
の
模
擬
店
の
売
上
げ
、
図
書
部
古
本
市
の
売
上
げ
、
無
料
配
布
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
そ
ば

う
ち
の
場
所
で
の
募
金
な
ど
も
義
援
金
と
し
た
。
環
境
工
学
科
の
学
科
展
示
も
、

高
台
移
転
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
ジ
オ
ラ
マ
製
作
な
ど
学
校
全
体
で
震
災
に
向
き

合
っ
た
農
文
祭
で
あ
っ
た
。

平
成
二
四
年
度
は
、
第
四
教
棟
耐
震
工
事
の
関
係
で
例
年
と
は
配
置
の
違
う
形

で
行
わ
れ
た
。
模
擬
店
等
で
は
不
都
合
も
あ
っ
た
が
、
駐
車
場
に
関
し
て
言
え
ば

近
隣
に
借
り
受
け
た
お
か
げ
で
、
敷
地
内
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
テ

ー
マ
は
「V

IV
A

大
地
�
〜
咲
く
咲
くsm

ile
2012

〜
」
で
あ
り
、
ビ
ッ
グ
ア
ー

ト
は
各
ク
ラ
ス
に
掲
示
し
て
あ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
写
真
を
加
工
し
、
ひ
ま
わ
り
畑

で
生
徒
達
が
ジ
ャ
ン
プ
す
る
絵
で
あ
っ
た
。
生
徒
会
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
で
模
擬
店
を
行
い
、
福
農
産
の
紫
芋
と
卵
を
使
っ
た
ベ
ビ
ー
カ
ス
テ

ラ
の
販
売
を
し
た
。

平
成
二
五
年
度
は
、
一
二
〇
周
年
の
関
係
で
、
一
日
目
は
式
典
と
記
念
演
奏
、

二
日
目
は
例
年
通
り
の
農
文
祭
、
と
い
う
よ
う
な
日
程
と
な
っ
た
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
招
致
の
盛
り
上
が
り
も
あ
っ
た
の
で
テ
ー
マ
は
「
一
二
〇
周
年
目
の
お
・

も
・
て
・
な
・
し
〜
は
じ
け
ろ
！
じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ
な
農
文
祭
�
」
と
な
り
、
ビ
ッ

グ
ア
ー
ト
は
一
大
ブ
ー
ム
と
な
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」
と
招
致

委
員
の
滝
川
ク
リ
ス
テ
ル
の
コ
ラ
ボ
と
な
っ
た
。
実
行
委
員
会
で
は
、
三
年
目
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
言
う
こ
と
で
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
の
模
擬
店
と
バ
ザ
ー
両
方
に
取

り
組
ん
だ
。
ま
た
一
二
〇
周
年
を
記
念
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制
作
に
も
取
り
組
み
、

「
の
ーR
in

♪
」
グ
ッ
ズ
や
立
体
化
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
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邦 楽 部

吹 奏 楽 部

演 劇 部

郷土芸能部

Ｊ Ｒ Ｃ

平成１６年度（２００４）

・Amazing grace
・On happy day

・Moanin'
・Take five
・ラストクリスマス
・In the Mood

誰も知らない物語

・民謡メドレー
・宜候

手話コーラスヒットメドレー

平成１７年度（２００５）

黒田節による幻想曲

・Pirates of the Caribbean
・ディズニーメドレ
・Sing,Sing,Sing

不思議な冒険

・大地の祭り
・悠久の大地

手話コーラスヒットメドレー

平成１８年度（２００６）

さくら～ニューバージョン～

・アルセナール
・銀河と迷路
・ピンクレディーメドレー
・Funky! Ityorai

我らバレンタイン撲滅運
動隊

・こきりこ節
・秩父屋台囃子
・宜候 ・大地の風

手話コーラス
・モノクロ
・ＮＡＯ
・指輪

邦 楽 部

吹 奏 楽 部

演 劇 部

郷土芸能部

Ｊ Ｒ Ｃ

合唱同好会

平成１９年度（２００７）

・海の彼方に

・Fring Tigers
・松田聖子メドレー
・バンザイ

コンビニストアアドベンチャー

・大地の祭り
・武人
・宜候

・永遠とともに
・もう君以外愛せない
・First Love

平成２０年度（２００８）

・未来花Ⅱ

・可愛いアイシャ
・そばかす
・Let's Swing

帰宅部～ただ自分の家に
帰る部…の意にあらず～

・大地の祭り
・秩父屋台囃子
・悠久の大地 ・宜候

平成２１年度（２００９）

・箏と十七弦による三重奏曲

・The Best House
・天体観測
・EXILEメドレー
・Mickey

はじめてのおつかい

・秩父屋台囃子
・大地の祭り
・宜候

The Longest Time

邦 楽 部

吹 奏 楽 部

演 劇 部

郷土芸能部

合唱同好会

平成２２年度（２０１０）

炎

・会いたかった
・HOWEVER
・いきものがかりメドレー
・ヘビーローテーション

コンビニエンス
アドベンチャー

・あかつき～夜明け
・笑顔にあいたい
・悠久の大地

・風になる
・桜の栞
・BestFriend

平成２３年度（２０１１）

虹色の風

・アクエリオン
・急上 show!!
・AKBメドレー
・告白

煙草の後始末

・大地の祭り
・秩父屋台囃子
・大地再び
・宜候

・fragile
・Joyful Joyful

平成２４年度（２０１２）

螺鈿

・ルパン三世のテーマ
・天体観測
・女々しくて

大きなかぶ

・悠久の大地
・屋台囃子
・大地再び

平成２５年度（２０１３）

炎

・ミラクル
・ハネウマライダー
・迷宮ラブソング
・ Joy

演劇部、集 Go！

・宜候
・恐竜行進曲
・大地再び

文 化 部 発 表 演 目 一 覧
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五

田

植

祭

我
が
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る
「
田
植
祭
」
は
毎
年
六
月
の
第
二
週
に
開
催
さ
れ
て

い
る
。
基
本
的
に
は
一
日
で
行
わ
れ
る
が
、
前
後
し
て
行
わ
れ
る
芸
術
鑑
賞
と
組
み

合
わ
さ
れ
、
準
備
を
入
れ
る
と
二
日
間
に
渡
る
年
も
あ
る
。
午
前
中
は
、
郷
土
芸
能

部
・
邦
楽
部
・
吹
奏
楽
部
の
文
化
部
発
表
と
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
る
。
合

唱
は
高
校
総
体
が
終
わ
っ
た
後
、
一
週
間
集
中
し
各
ク
ラ
ス
で
仕
上
げ
る
。
そ
の
期

間
は
文
化
委
員
や
指
揮
者
・
伴
奏
者
を
中
心
に
練
習
が
行
わ
れ
、
朝
早
く
か
ら
放
課

後
ま
で
、
学
校
中
に
歌
声
が
響
い
て
い
る
。
本
校
の
合
唱
は
、
合
唱
曲
だ
け
で
な
く

歌
謡
曲
を
合
唱
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
が
多
く
、
生
徒
達
が
楽
し
そ
う
に
の
び
の

び
と
歌
う
姿
が
印
象
的
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
そ
の
時
々
の
音
楽
科
の
先
生
が
ア
レ
ン

ジ
を
し
て
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
作
っ
て
く
だ
さ
る
の
み
な
ら
ず
、
各
パ
ー
ト
毎
に
歌
っ
た

カ
セ
ッ
ト
や
Ｃ
Ｄ
を
全
ク
ラ
ス
分
製
作
す
る
と
い
う
懇
切
丁
寧
な
支
援
、
熱
心
な
指

導
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
行
事
削
減
の
流
れ
の
中
で
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
の
な
く
な
る
学
校
が
多
い
中
、
全
学
年
が
一
生
懸
命
取
り
組
む
本
校
の
在

り
方
は
三
年
間
の
成
長
と
い
う
点
で
も
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
行
事
で
あ
る
。

午
後
は
二
、
三
年
生
対
象
と
し
て
、
所
属
す
る
学
科
で
の
実
験
・
実
習
の
成
果
を

見
極
め
る
機
会
と
し
て
農
業
鑑
定
競
技
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
後
行
わ
れ
る
農
業
ク
ラ

ブ
の
県
大
会
・
全
国
大
会
の
予
選
も
兼
ね
た
も
の
で
、
第
二
体
育
館
で
一
斉
に
課
題

に
取
り
組
む
生
徒
達
の
姿
は
非
常
に
壮
観
で
あ
る
。
ま
た
一
年
生
は
入
学
後
間
も
な

い
時
期
で
あ
り
、
学
校
・
学
科
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
よ
り
有
意
義
な
学
校
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
校
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
平
成
二
一
年

浅
野
清
美
校
長
先
生
の
田
植
祭
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
巻
頭
よ
り
引
用
）

五
月
の
連
休
明
け
に
一
年
生
全
員
が
裸
足
で
水
田
に
入
り
、
手
植
え
で
の
田
植
え

と
い
う
農
業
高
校
な
ら
で
は
の
行
事
が
今
年
も
無
事
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
田
植
え

を
通
し
て
、
一
年
生
に
と
っ
て
は
福
井
農
林
高
校
の
生
徒
と
し
て
の
自
覚
が
芽
生
え

始
め
る
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
貴
重
な
体
験
学
習
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
、
上
級
生
の
植
え
た
水
田
も
含
め
、
学
校
周
辺
の
苗
が
生
育
し
、
緑
の
絨
毯

が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
よ
う
に
美
し
い
風
景
で
す
。
野
菜
も
実
を
付
け
色
づ
き
は
じ
め

て
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ト
に
陳
列
さ
れ
る
の
も
間
近
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
季
節
は
自
然
の
恵
み
と
生
き
物
を
育
て
る
喜
び
が
実
感
で
き
る
心
躍
る
時
期

で
す
。
そ
し
て
、
ほ
っ
と
一
息
入
れ
て
農
作
業
の
手
を
休
め
、
明
日
へ
の
作
業
に
備

え
る
と
き
で
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
目
的
で
行
わ
れ
る
の
が
「
田
植
祭
」
で
す
。

「
祭
」
の
始
ま
り
は
収
穫
の
村
祭
り
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
が
多
く
、
日
本
は
も
と

も
と
農
家
の
人
が
多
い
こ
と
か
ら
田
畑
の
収
穫
を
祝
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
祭
り

に
は
豊
作
・
大
漁
、
無
病
息
災
な
ど
の
目
的
が
あ
り
、
全
国
で
六
万
三
千
ほ
ど
の
祭

り
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
祭
」
は
豊
か
さ
の
願
望
で
あ
り
、
日
本
は
世
界

の
中
で
も
最
も
祭
り
の
多
い
国
だ
そ
う
で
、誇
れ
る
日
本
の
伝
統
文
化
だ
と
思
い
ま
す
。

豊
か
な
国
日
本
で
あ
り
な
が
ら
、
豊
か
さ
の
有
り
難
み
が
薄
く
な
り
、
忙
し
く
、

移
り
変
わ
り
の
速
い
今
の
時
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
本
校
の
「
田
植
祭
」
の
よ
う
な

行
事
は
大
変
貴
重
で
あ
り
ま
す
。
「
田
植
祭
」
の
一
日
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
意
味

を
感
じ
な
が
ら
、
大
い
に
楽
し
み
明
日
へ
の
活
力
に
し
ま
し
ょ
う
。

本
校
の
校
長
先
生
方
は
折
に
触
れ
、
こ
の
よ
う
に
農
作
業
の
意
味
・
農
業
の
大
切

さ
を
生
徒
達
に
伝
え
て
い
る
。
日
本
文
化
の
根
底
に
農
業
を
基
盤
と
し
た
歳
時
記
が

根
付
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
生
徒
達
に
実
感
さ
せ
、
農
業
だ
け
で
な
く
、
日
本
人

と
し
て
祖
先
を
敬
い
伝
統
を
尊
重
す
る
精
神
も
育
て
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
今
後
と

も
、
そ
の
よ
う
な
教
育
的
意
図
を
忘
れ
ず
継
続
し
て
い
き
た
い
行
事
で
あ
る
。

以
下
、
過
去
一
〇
年
分
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
表
紙
・
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

並
び
に
結
果
、
そ
し
て
農
業
鑑
定
競
技
の
結
果
を
掲
載
す
る
。
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農業鑑定競技の部平成１６年度
最優秀賞

稲田 陽子（３物）

白崎 健悟（２物）

尾崎 香織（３流）

東野 光児（３工）

河合 利巳（３工）

天谷 真衣（３生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成１６年
ク ラ ス

３年生物生産科

３年環境工学科

３年生産流通科

３年生産流通科

３年生活科学科

曲 名

YELL～エール～

プロポーズ

チェリー

南部 智恵

竹澤 美季

最 優 秀 賞

奨 励 賞

最優秀指揮者賞

ウォークラリーの部平成１６年度

１位…大久保・五十嵐・大山口・河合

１位…安野・稲木・反保・中崎

１位…中村・川嶋・前田

１位…土田・後藤・鍋屋・柳

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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農業鑑定競技の部平成１７年度
優 秀 賞

上島 大地（３物）
河野 孝治（３物）
中川 みか（３物）
丸山 修治（３物）
杉森 亜弥（３物）
前川 美晴（２物）
坂井 絵美（３流）
大倉 達則（３流）
塚原 悠希（３流）
高橋 美鈴（３流）
岡下 真子（３流）
西尾 浩貴（３工）
黒川 裕一（３工）
田野多将年（２工）
宮越 啓輔（３工）
中村 勇太（３工）
福岡 英之（２工）
林 佑香（３生）
山崎 愛未（３生）
小野 圭代（３生）
須見紀美江（３生）
羽生 広美（３生）

最優秀賞

土田 礼子（２物）

五十嵐悠一（３物）

酒井 香奈（３流）

野村 真吾（３工）

瀧波 勇人（３工）

鈴木いつみ（３生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成１７年
ク ラ ス

３年環境工学科

３年生活科学科

３年生物生産科

３年生活科学科

曲 名

ここにしか咲かない花

Hail Holy Queen

島唄

林 佑香

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

最優秀指揮者賞

ウォークラリーの部平成１７年度

１位…前川・砂村・鱸

１位…茶谷・雨山・渡辺・河瑞

１位…川瀬・酒井・平井・松本

１位…山下・木村・堀田

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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農業鑑定競技の部平成１８年度
優 秀 賞

柳清 りえ（２物）
北島 貴寛（３物）
山岸 潤平（２物）
五十嵐勇紀（３物）
嶋本 佳剛（３物）
本田 りか（３物）
堅田 友希（２流）
義岡 夢実（３流）
岩佐 夏紀（３流）
西村沙也佳（３流）
山下 圭吾（２流）
八原 淳（２工）
松井 良作（２工）
茶谷 敏希（２工）
牧野 史裕（３工）
西端 宏明（３工）
増田 祐二（２工）
大森 真琴（３生）
中嶋 美晴（３生）
長谷川理咲（３生）
安達 由記（２生）
石掛 陽光（３生）

最優秀賞

土田 礼子（３物）

前川 美晴（３物）

荻原亜梨沙（２流）

高波 和貴（３工）

福岡 英之（３工）

野尻 麻衣（３生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成１８年
ク ラ ス

３年生活科学科

３年環境工学科

２年環境工学科

１年生物生産科

３年生活科学科

曲 名

Joyful, Joyful Oh happy day

ツッパリハイスクールロックンロール

ゆけゆけ飛雄馬

Stand by me

大森 真琴

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

最優秀指揮者賞

ウォークラリーの部平成１８年度

１位…竹内・江戸・天井・堀

１位…波賀野・渡辺・南

１位…増田・吉田・村居・酒井

１位…吉田・林・藤野・松下

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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農業鑑定競技の部平成１９年度
優 秀 賞

� 久美子（３物）
柳清 りえ（３物）
渡邊 麻衣（２物）
市波彩沙姫（２物）
天井 寛樹（２物）
田邊 京（２物）
田島 瞳（３流）
上田 美穂（２流）
堅田 友希（３流）
大阪さつき（３流）
西川 真美（３流）
八原 淳（３工）
松井 良作（３工）
加藤 勇輝（３工）
島田 卓也（３工）
荒井 雄介（３工）
小林 孝嘉（２工）
村居 彩（２生）
鍛田 汐里（２生）
橋本 真佑（３生）
松本 唯（３生）
酒井 里奈（２生）

最優秀賞

清水 雄大（２物）

藤本 知央（２物）

荻原亜梨沙（３流）

茶谷 敏希（３工）

萩原龍太郎（２工）

鈴木 琴美（３生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成１９年
ク ラ ス

３年生産流通科

３年環境工学科

３年生活科学科

３年生物生産科

３年生産流通科

曲 名

Love Love Love

海その愛

A WHOLE NEW WORLD

We are the world

甘利 麻衣

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

生徒会特別賞

最優秀指揮者賞

ウォークラリーの部平成１９年度

１位…荒川・加藤・齋藤・西端

１位…東・近藤・中村

１位…吉田・増永・内ノ宮

１位…丸山・黒田・梅田

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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農業鑑定競技の部平成２０年度
優 秀 賞

平澤 朋子（３物）
飯田小百合（２物）
渡邊 麻衣（３物）
藤本 知央（３物）
田邊 京（２物）
飛彈 一雅（３物）
天井 寛樹（３物）
嶋津 弘美（３流）
丸山由美子（２流）
松下 雄介（３流）
稲葉 礼奈（３流）
後藤 麻友（３流）
野路 紗希（３流）
若杉 郁美（３流）
本多 孝輔（２工）
若杉 彦貴（３工）
西 光治（２工）
小林 孝嘉（３工）
松井 美樹（３工）
名子 優太（３工）
渡辺 鷹士（３工）
村居 彩（３生）
勝 愛梨（２生）
鍛田 汐里（３生）
酒井 里奈（３生）
藤井恵理佳（３生）

最優秀賞

清水 雄大（３物）

市波彩沙姫（３物）

上田 美穂（３流）

岩谷康次郎（３工）

萩原龍太郎（３工）

前川あいこ（２生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成２０年
ク ラ ス

３年生物生産科

３年環境工学科

３年生活科学科

３年環境工学科

２年生活科学科

曲 名

アニソンメドレー

フニクリフニクラ

YAH YAH YAH

フニクリフニクラ

秦 優貴

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

生徒会特別賞

最優秀指揮者賞

ウォークラリーの部平成２０年度

１位…形山・安居

１位…小畑・谷口・長谷川・村井

１位…松山・熊谷・藤井・川崎

１位…北嶋・澤田・山田・大川

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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農業鑑定競技の部平成２１年度
優 秀 賞

青山 周平（２物）
山� 充史（２物）
山口 拓也（３物）
荒川稀未子（３物）
若杉 祐亮（２物）
田村匡史郎（２物）
横山あゆみ（２流）
安野絵梨奈（３流）
錦古里柚美（２流）
大川 知華（２流）
荒井 慶太（３流）
本多 孝輔（３工）
西 光治（３工）
酒井 和宏（２工）
森 博隆（３工）
野坂 佳秀（３工）
津野 佑規（２工）
石川 祥子（３生）
藤井 麻緒（３生）
秦 優貴（３生）
藤川 奈巳（３生）
長谷川美菜（２生）

最優秀賞

飯田小百合（３物）

渡辺詩穂子（３物）

丸山由美子（３流）

中村 亘兵（３工）

長 大輔（３工）

前川あいこ（３生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成２１年
ク ラ ス

３年生活科学科

３年生産流通科

３年生物生産科

３年生活科学科

３年生活科学科

曲 名

愛をこめて花束を

Story

ジブリメドレー

愛をこめて花束を

秦 優貴

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

生徒会特別賞

最優秀指揮者賞

ウォークラリーの部平成２１年度

１位…西山・斎藤・寺西

１位…増成・宮本

１位…飯田・河野・吉村

１位…寺西・山岸・宮川

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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農業鑑定競技の部平成２２年度
優 秀 賞

山� 充史（３物）
加藤 未来（３物）
城戸 千鶴（２物）
仲井 駿（２物）
山中愛海子（２物）
宇佐見郁代（３物）
横山あゆみ（３流）
松本 真実（２流）
大川 知華（３流）
加藤 愛理（２流）
小寺 千尋（２流）
酒井 和宏（３工）
礒田 郁也（３工）
村井 聡（３工）
西谷 光史（２工）
角谷 将輝（３工）
津野 佑規（３工）
小餠谷 萌（３生）
長谷川美菜（３生）
藤井 千意（３生）
木村 明衣（３生）
古村巴瑠奈（２生）

最優秀賞

寺西 春樺（２物）

若杉 祐亮（３物）

山岸 梨奈（２流）

谷口 隆紀（３工）

高原 誠（３工）

坪川 真弓（３生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成２２年
ク ラ ス

３年生産流通科

３年生活科学科

３年生物生産科

３年環境工学科

３年生物生産科

３年生産流通科

曲 名

I will fllow him

未来へ

Butterfly（デジモン）

会いたかった

形山 遼

藤塚 円

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

生徒会特別賞

最優秀指揮者賞

ウォークラリーの部平成２２年度

１位…河合・島田幸・島田佳・城下

１位…今村・野村・木下・松本龍

１位…山田・大村・上坂・山口

１位…島田・下野・佐竹

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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農業鑑定競技の部平成２３年度
優 秀 賞

横山佳菜子（２物）
吉田 佳純（２物）
稲葉 佳明（３物）
兼井 健好（２物）
河合慎之介（２物）
�橋 咲貴（３物）
加藤 愛理（３流）
山� 梨奈（３流）
寺西 瑛菜（３流）
齋藤 春菜（３流）
加藤 瑞穂（３流）
川中 太智（３工）
定兼 正晴（３工）
中谷 綾（２工）
西谷 光史（３工）
土井 利浩（３工）
�木 智章（３工）
飯田 陽花（３生）
横田 絢香（２生）
�井 梨沙（３生）
山口 美憂（２生）
�橋 奈々（３生）

最優秀賞

寺西 春樺（３物）

仲井 駿（３物）

小寺 千尋（３流）

清水 隆大（３工）

田邉 浩祐（３工）

黒濟 優花（３生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成２３年
ク ラ ス

３年生産流通科

３年環境工学科

３年生活科学科

３年環境工学科

３年生物生産科

１年生活科学科

曲 名

道

ずっと二人で

未来予想図Ⅱ

ずっと二人で

谷垣 拓実

竹内 朋佳

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

生徒会特別賞

優秀指揮者賞

優秀伴奏者賞

ウォークラリーの部平成２３年度

１位…岩谷・谷屋・臼谷・仲村

１位…平田・澤口・鳥山・菅原

１位…中島・橋本・冨田

１位…西本・大村・清水・大日方

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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農業鑑定競技の部平成２４年度
優 秀 賞

吉田 佳純（３物）
春木 鴻佑（３物）
飯田 直倫（２物）
八田 怜也（３物）
吉田 大河（２物）
後藤悠規子（３物）
田邊 知子（３流）
河村 咲希（３流）
松田 汐理（３流）
吉田 莉菜（３流）
山本 春希（２流）
道廣 隆雅（２工）
竹内 佑充（３工）
飯塚 勇樹（３工）
小林 祐太（３工）
今村 皇太（３工）
松本 大輔（３工）
毛利なつみ（３生）
横田 絢香（３生）
秋山 陽香（３生）
赤尾なつみ（２生）
山田 紗希（２生）

最優秀賞

横山佳菜子（３物）

河合慎之介（３物）

佐竹 将幸（３流）

本田 遼（３工）

山本 尚史（３工）

大村明日香（３生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成２４年
ク ラ ス

３年生産流通科

３年環境工学科

２年生活科学科

３年環境工学科

３年生物生産科

２年生活科学科

３年生活科学科

曲 名

ルージュの伝言

永遠にともに

花の名

永遠にともに

竹内麻里奈

天野 玲花

�口ひかる

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

生徒会特別賞

最優秀指揮者賞

最優秀伴奏者賞

ウォークラリーの部平成２４年度

１位…荒井・江戸・小谷・北嶋

１位…高橋・加藤太・諏訪・玉谷

１位…山本・漆崎・齊藤・西野

１位…島田・星野・八田・吉田

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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農業鑑定競技の部平成２５年度
優 秀 賞

仲村 直幸（３物）
竹澤 昂史（３物）
武澤 将吾（３物）
山口 雅人（３物）
吉田 大河（３物）
谷屋美奈子（３物）
八田 寧音（２流）
山本 春希（３流）
行司 祐貴（３流）
結川美咲季（３流）
高村かすみ（２流）
岩佐 竜輔（３工）
上野 拓海（３工）
中村 圭佑（３工）
小林 洸介（３工）
荒川 佳士（３工）
清水 雅人（３工）
高見 麻世（２生）
山田 紗希（３生）
漆崎 美果（２生）
天野 玲花（３生）
森下 璃子（３生）

最優秀賞

北嶋 新（２物）

臼谷 侑菜（３物）

岩見 美子（３流）

野坂丈一郎（３工）

鳥山 崇（３工）

黒澤 七瀬（３生）

コース

農 業

園 芸 Ａ

園 芸 Ｂ

林 業

農 業 土 木

生 活 科 学

合唱コンクール平成２５年
ク ラ ス

３年生活科学科

２年環境工学科

３年生産流通科

２年生産流通科

２年環境工学科

３年生物生産科

３年生活科学科

曲 名

COSMOS

あの鐘を鳴らすのはあなた

涙のキッス

果てない空

あの鐘を鳴らすのはあなた

西村 優希

竹内 朋佳

最 優 秀 賞

優 秀 賞

奨 励 賞

生徒会特別賞

優秀指揮者賞

優秀伴奏者賞

ウォークラリーの部平成２５年度

１位…竹澤・中村・橋本・土田・八杉

１位…浅利・上野・江守・真保

１位…大井・尾崎・川越・清水

１位…白�・渕崎・大和

生物生産科

環境工学科

生活科学科

生産流通科
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六

強

歩

大

会

強
歩
大
会
は
開
校
記
念
行
事
と
し
て
、
昭
和
六
〇

年
か
ら
そ
れ
ま
で
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
代
わ
っ
て
実

施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成
二
五
年
で
二
九
回

を
数
え
、
休
憩
所
な
ど
の
依
頼
に
行
く
と
「
今
年
は

こ
こ
を
通
る
コ
ー
ス
で
す
か
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」と
い
わ
れ
る
ほ
ど
地
域
に
も
し
っ
か
り
と
根
付

い
て
い
る
。

大
会
の
目
的
は
「
歩
く
事
を
通
じ
て
、
自
然
に
親

し
み
、
大
き
く
伸
び
や
か
な
心
を
養
う
と
と
も
に
、

自
分
の
体
力
の
限
界
に
挑
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
尊
い

人
生
体
験
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
周
到
な
歩
行
計
画
に
も

と
づ
き
、
各
人
の
体
力
に
応
じ
た
歩
行
ペ
ー
ス
を
保
ち
、
制
限
時
間
内
に
全
行
程

を
歩
行
す
る
も
の
で
あ
る
。」と
し
、
実
施
意
義
を
「
自
己
の
体
力
の
限
界
に
挑
み
、

達
成
感
を
持
た
せ
る
」
こ
と
に
置
い
て
い
る
。

歩
行
コ
ー
ス
は
、
今
立
コ
ー
ス
、
勝
山
コ
ー
ス
、
金
津
コ
ー
ス
の
三
コ
ー
ス
に

固
定
し
、
三
年
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
し
て
い
る
。
コ
ー
ス
は
毎
回
①
学
校
ま

で
の
歩
行
距
離
が
三
〇
㎞
位
で
あ
る
こ
と
、
②
コ
ー
ス
上
に
危
険
箇
所
が
少
な
い

こ
と
、
③
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
広
場
が
確
保
で
き
る
こ
と
、
④
適
当
な
休
憩
場

所
が
確
保
で
き
る
こ
と
、
⑤
な
る
べ
く
史
跡
等
風
光
明
媚
な
箇
所
が
あ
る
こ
と
、

の
項
目
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
修
正
を
加
え
て
い
る
。

一
三
回
あ
た
り
か
ら
、
到
着
時
刻
が
遅
れ
る
生
徒
や
途
中
棄
権
者
が
増
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
歩
行
距
離
、
歩
行
時
間
、
生
徒
の
体
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か

ら
検
討
が
な
さ
れ
、
所
期
の
目
的
が
崩
れ
な
い
程
度
に
距
離
を
短
く
す
る
と
と
も

に
、
最
後
尾
を
歩
行
す
る
生
徒
に
対
し
、
教
員
も
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
指
導
す
る

改
善
策
を
と
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
し
て
、
第
一
八
回
大

会
で
は
そ
れ
ま
で
三
三
㎞
あ

っ
た
歩
行
距
離
を
二
七
㎞
に

縮
め
て
実
施
し
、
全
員
が
完

歩
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

し
か
し
、
二
二
回
大
会
で

は
教
職
員
の
き
め
細
や
か
な

指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再

び
女
子
に
歩
行
ス
ピ
ー
ド
の

遅
れ
と
歩
行
放
棄
者
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
再
度
運
営
方
法
を
検

討
し
、
二
三
回
大
会
か
ら
男

女
で
歩
行
距
離
に
差
を
設
け

る
た
め
に
ス
タ
ー
ト
地
点
を

変
え
る
こ
と
に
し
た
。

そ
れ
と
併
せ
て
、
二
四
回
大
会
か
ら
は
以
前
か
ら
あ
っ
た
「
完
歩
賞
」
を
「
制

限
時
刻
の
一
七
時
ま
で
に
、
参
加
者
全
員
が
ゴ
ー
ル
で
き
た
ク
ラ
ス
に
完
歩
賞
を

与
え
る
。」と
規
定
を
明
文
化
し
ク
ラ
ス
に
掲
示
し
た
。
さ
ら
に
二
五
回
大
会
か
ら

は
新
た
に
「
当
日
欠
席
し
た
者
、
リ
タ
イ
ア
し
た
者
、
タ
イ
ム
オ
ー
バ
ー
し
た
者

の
合
計
が
五
名
以
内
な
ら
準
完
歩
賞
を
与
え
る
。」と
「
準
完
歩
賞
」
を
設
け
る
な

ど
、
完
歩
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
の
高
揚
を
図
る
工
夫
を
し
た
。

近
年
、
多
く
の
生
徒
が
自
己
の
限
界
に
挑
む
経
験
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
か
ら

こ
そ
、
こ
の
行
事
は
意
義
あ
る
も
の
だ
と
信
じ
て
い
る
。

強歩大会のスタート地点と歩行距離（平成１６年度～２４年度）
（�）

回
数

実施
年度 コース

男子 女子

スタート地点 歩行距離 スタート地点 歩行距離

２０ 平成１６年 勝山 長尾山総合公園 ３０

２１ 平成１７年 金津 金津創作の森 ２７

２２ 平成１８年 今立 越前和紙の里 ２９

２３ 平成１９年 勝山 長尾山総合公園 ３０ ロードパーキング恐竜街道 ２７

２４ 平成２０年 金津 金津創作の森 ２７ 熊坂農村環境改善センター ２３

２５ 平成２１年 今立 越前和紙の里 ２９ �江東陽中学校 ２５

２６ 平成２２年 勝山 長尾山総合公園 ３０ ロードパーキング恐竜街道 ２７

２７ 平成２３年 金津 金津創作の森 ２７ 熊坂農村環境改善センター ２３

２８ 平成２４年 今立 越前和紙の里 ２９ �江東陽中学校 ２５

２９ 平成２５年 勝山 長尾山総合公園 ３０ ロードパーキング恐竜街道 ２７
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一

各
種
委
員
会
活
動

生
徒
協
議
会

本
会
は
、
執
行
部
と
ク
ラ
ス
の
代
表
・
副
代
表
で
構
成
さ
れ
る
三
二
名
の
協
議

会
で
あ
る
。
月
例
の
常
任
委
員
会
の
開
催
日
と
同
じ
日
に
生
徒
協
議
会
が
定
例
で

も
た
れ
て
い
る
。
本
会
議
で
は
執
行
部
か
ら
の
各
種
連
絡
事
項
を
各
ク
ラ
ス
に
伝

達
す
る
機
能
や
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
回
収
・
集
計
の
機
能
、
募
金
活
動

な
ど
の
運
営
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。
一
方
で
各
ク
ラ
ス
が
抱
え
る
問
題
点
を
改
善

す
べ
き
方
策
を
考
え
る
場
と
も
な
っ
て
お
り
、
あ
い
さ
つ
や
服
装
指
導
な
ど
と
い

っ
た
風
紀
面
の
活
動
や
考
査
前
の
雰
囲
気
作
り
な
ど
、
時
機
に
応
じ
た
目
標
を
立

て
全
校
揚
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
平
成
二
三
年
に
は
、
東
日
本
大
震
災
を

受
け
て
農
文
祭
で
は
バ
ザ
ー
用
品
の
回
収
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
製
作
に

も
あ
た
り
、
三
学
期
に
は
ベ
ル
マ
ー
ク
の
回
収
で
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

出
来
た
。

Ｈ
Ｒ
委
員
会

毎
週
火
曜
日
の
一
限
目
に
実
施
さ
れ
る
Ｈ
Ｒ
の
計
画
・
企
画
・
実
施
を
行
う
。

学
校
全
体
で
の
講
演
会
や
学
年
会
行
事
等
が
入
っ
て
く
る
た
め
、
ク
ラ
ス
単
位
で

の
活
動
時
間
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
実
施
時
は
委
員
を
中
心
に
、
あ

る
い
は
担
任
の
補
助
役
と
し
て
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
平
成
二
二
年
に
は
「
安
全

文
化
に
つ
い
て
」、平
成
二
三
年
に
は
三
月
の
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
「
防
災
に

つ
い
て
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
全
ク
ラ
ス
で
議
論
を
交
わ
す
機
会
を

設
け
た
。

風
紀
委
員
会

本
校
の
風
紀
が
厳
正
に
保
た
れ
る
事
を
目
的
に
、
年
三
回
、
全
職
員
・
風
紀
委

員
が
生
徒
玄
関
に
立
ち
挨
拶
指
導
・
容
儀
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
、
年
七
回
授
業

開
始
前
に
服
装
検
査
を
行
っ
た
。

管
理
委
員
会

管
理
委
員
会
は
、
教
室
内
の
校
具
等
の
管
理
・
営
繕
と
冬
季
の
ス
ト
ー
ブ
の
管

理
が
主
な
業
務
に
な
っ
て
い
る
。
机
や
椅
子
、
壁
等
に
落
書
き
し
な
い
よ
う
に
啓

発
し
た
り
、
照
明
ス
イ
ッ
チ
が
壊
さ
れ
な
い
よ
う
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
り
す

る
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
冬
季
は
ク
ラ
ス
代
表
と
と
も
に
ス
ト
ー
ブ

の
点
火
・
消
火
を
担
当
し
、
教
室
の
防
火
防
災
に
努
め
て
い
る
。

選
挙
管
理
委
員
会

前
期
・
後
期
の
生
徒
会
役
員
選
挙
に
関
す
る
事
務
的
な
仕
事
を
行
う
。
選
挙
の

告
知
、
立
候
補
者
届
出
の
受
付
、
立
候
補
者
の
広
報
、
立
候
補
者
へ
の
説
明
会
、

立
ち
会
い
演
説
会
の
準
備
・
運
営
、
投
開
票
、
結
果
の
発
表
を
行
う
。
選
挙
管
理

委
員
は
通
年
と
し
て
い
る
。

文
化
委
員
会

田
植
祭
に
行
わ
れ
る
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
準
備
・
運
営
に
当
た
っ
て
い
る
。
ま

た
、
芸
術
鑑
賞
で
は
ク
ラ
ス
毎
の
着
席
場
所
の
指
定
と
そ
の
連
絡
を
行
っ
て
い
る
。

農
文
祭
で
は
、
正
門
を
入
っ
て
正
面
に
張
り
出
さ
れ
る
モ
ザ
イ
ク
壁
画
「
ビ
ッ
グ

ア
ー
ト
」
の
最
終
的
な
仕
上
げ
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
や
壁
新
聞
の
材
料
調
達
や
作
成
の
準
備
を
手
伝
っ
て
い
る
。

第
二
節

生

徒

会

活

動
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図
書
委
員
会

図
書
当
番
が
毎
日
交
替
で
、
本
の
返
却
業
務
や
書
架
の
整
理
を
行
っ
て
い
る
。

月
一
回
の
図
書
委
員
会
で
は
、
そ
の
月
の
活
動
計
画
の
討
議
の
他
に
、
返
却
切
れ

図
書
の
催
促
も
行
う
。
さ
ら
に
全
校
生
徒
の
読
書
の
推
進
の
た
め
、
読
書
会
の
実

施
や
一
斉
読
書
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
平
成
二
四
年
か
ら
は
、
定
期
的
に
図
書
新

聞
の
発
行
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
八
年
よ
り
図
書
委
員
会
主
催
の
古
本

市
を
農
文
祭
で
行
っ
て
い
た
が
、
当
日
は
他
の
役
割
が
重
な
っ
て
販
売
に
携
わ
れ

な
い
生
徒
が
増
え
た
た
め
、
二
四
年
か
ら
休
止
し
て
い
る
。

保
健
委
員
会

年
度
初
め
に
、
ま
ず
身
体
計
測
の
準
備
・
補
助
な
ど
を
行
い
、
そ
の
後
月
ご
と

に
保
健
目
標
を
立
て
、
保
健
だ
よ
り
や
ク
ラ
ス
連
絡
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
な
ど
で
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
二
回
の
環
境
整
備
・
内
大
掃
除
の
準
備
や
後

片
付
け
、
廊
下
や
教
室
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
、
農
文
祭
で
の
ゴ
ミ
分
別
・
収
集
な
ど

の
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
生
徒
会
主
催
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
保
健
委

員
会
と
し
て
自
主
参
加
を
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会

一
年
間
の
主
な
活
動
は
、
六
月
に
実
施
さ
れ
る
田
植
祭
と
農
文
祭
の
準
備
運
営

で
あ
る
。
田
植
祭
で
は
、
一
年
生
は
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
、
二
、
三
年
生
は
農
業

鑑
定
競
技
を
行
う
の
で
、
会
場
設
営
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
文
祭
で
は

餅
つ
き
と
そ
の
無
料
配
布
を
行
い
、
目
玉
行
事
と
し
て
地
域
の
皆
様
に
も
愛
さ
れ

る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
農
業
委
員
会
の
任
期
は
一
年
と
他
の
委
員
よ
り
長
く
、

農
業
委
員
会
の
委
員
長
は
福
井
農
林
高
等
学
校
の
農
業
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
も
兼
ね

る
た
め
、
今
後
そ
の
立
場
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

体
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
テ
ス
ト
の
記
録
係
や
一
、二
学
期
末
に
行
わ
れ
る
球
技
大
会
の
準
備
・

運
営
を
担
当
し
て
い
る
。

ま
た
、
体
育
祭
で
は
、
三
年
体
育
委
員
が
実
行
委
員
に
加
わ
り
、
競
技
種
目
の

考
案
・
選
定
に
協
力
し
た
り
、
当
日
の
運
営
・
進
行
に
携
わ
っ
た
り
し
て
い
る
。

二

部
活
動
・
同
好
会
活
動

郷
土
芸
能
部

郷
土
芸
能
部
は
第
二
七
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
福
井
大
会
（
Ｈ
一
五
）

に
お
い
て
部
活
動
立
ち
上
げ
か
ら
わ
ず
か
二
年
で
優
秀
賞
を
受
賞
。
そ
の
後
第
三

一
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
島
根
大
会
（
Ｈ
一
九
）
で
は
勝
山
高
校
と
の
合

同
チ
ー
ム
で
最
優
秀
賞
の
日
本
一
に
輝
い
た
。
ま
た
自
治
体
主
催
の
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
も
こ
の
一
〇
年
の
間
次
々
と
好
成
績

を
あ
げ
、
高
い
技
術
力
を
持
つ
チ
ー
ム
に
成
長
し
た
。
地
域
の
公
演
依
頼
も
増
え
、

現
在
は
年
間
三
〇
回
を
超
え
る
公
演
が
あ
る
。
そ
し
て
平
成
二
二
年
に
は
文
化
向

上
へ
の
貢
献
と
発
展
に
業
績
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
福
井
市
文
化
奨
励
賞
に
輝
い

た
。
こ
の
一
〇
年
の
活
動
実
践
の
工
夫
や
特
徴
を
記
載
す
る
。

初
心
者
が
ほ
と
ん
ど
と
い
う
の
が
郷
土
芸
能
部
員
の
特
徴
で
あ
る
が
、
新
入
生

は
入
学
式
の
歓
迎
演
奏
を
見
て
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
郷
土
芸
能
部
に
入

部
し
て
く
る
。
新
入
部
員
は
基
本
の
「
天
ツ
ク
」
と
い
う
ベ
ー
ス
の
リ
ズ
ム
を
打

つ
練
習
か
ら
始
ま
る
。
素
人
集
団
を
高
い
技
術
を
持
つ
ま
で
に
仕
上
げ
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
た
め
、
放
課
後
三
時
間
の
練
習
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
部
員

数
は
平
成
一
七
年
が
最
大
で
五
二
名
。
平
成
二
五
年
現
在
は
三
七
名
で
あ
り
、
女

子
部
員
の
方
が
や
や
多
い
。

部
の
目
的
は
全
国
総
文
で
の
優
勝
に
向
け
て
活
動
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
加
え
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て
地
域
の
文
化
公
演
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

国
際
交
流
に
も
力
を
入
れ
、
和
太
鼓
を
通
し
日
本

の
文
化
や
福
井
の
芸
能
を
海
外
に
広
め
異
文
化
理

解
を
進
め
る
活
動
も
行
っ
て
き
た
。

練
習
場
は
創
部
当
初
よ
り
第
一
体
育
館
を
使
用
。

筋
ト
レ
、
走
り
込
み
、
腹
筋
、
腕
立
て
伏
せ
な
ど

基
礎
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
が
あ
り
、
第
一
体
育

館
は
最
適
な
練
習
場
と
い
え
る
が
、
防
音
設
備
の

な
い
体
育
館
の
た
め
近
隣
住
民
か
ら
の
騒
音
問
題

が
た
び
た
び
発
生
し
て
き
た
。
苦
情
対
策
と
し
て

窓
を
閉
め
切
る
こ
と
、
太
鼓
に
毛
布
を
掛
け
る
こ
と
で
対
処
し
て
き
た
。

楽
器
は
大
太
鼓
・
長
胴
太
鼓
・
桶
胴
太
鼓
・
締
太
鼓
・
団
扇
太
鼓
な
ど
様
々
な

種
類
の
太
鼓
を
揃
え
て
き
た
。
県
高
文
連
・
歴
代
の
校
長
先
生
、
農
友
会
か
ら
の

寄
付
で
頂
い
た
も
の
な
ど
約
二
七
台
を
所
有
し
て
い
る
。
太
鼓
皮
は
牛
や
馬
の
皮

で
あ
る
が
毎
年
張
り
替
え
費
用
に
三
〇
万
円
以
上
か
か
る
。
生
徒
会
費
用
・
地
域

公
演
で
頂
く
活
動
支
援
金
を
そ
れ
に
充
当
し
て
い
る
。

地
元
『
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
座
明
神
』
の
座
長
上
坂
優
氏
に
技
術
指
導
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
の
作
曲
を
依
頼
し
、
部
活
動
発
足
以
来

一
一
年
間
指
導
を
継
続
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
は
本
来
プ
ロ
に
作
曲
依

頼
す
る
と
高
額
な
作
曲
料
を
支
払
わ
ね
ば
な

ら
な
い
が
、
上
坂
氏
に
は
こ
れ
ま
で
学
校
と

の
信
頼
関
係
の
も
と
無
償
で
曲
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
上
坂
氏
の
曲
だ
け
を
郷

土
芸
能
部
の
演
目
と
す
る
こ
と
、
他
の
流
派

に
楽
譜
が
流
れ
な
い
よ
う
注
意
を
払
う
こ
と

な
ど
を
守
り
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
。
特
に
『
悠
久
の
大
地
』・『
宜
候
』・『
大

地
再
び
』
は
全
国
大
会
の
エ
ン
ト
リ
ー
曲
と
し
て
郷
土
芸
能
部
を
代
表
す
る
曲
と

な
っ
た
。

全
国
大
会
は
こ
れ
ま
で
福
岡
・
福
井
・
徳
島
・
京
都
・
島
根
・
群
馬
・
三
重
・

富
山
大
会
と
出
場
し
、
二
度
の
入
賞
を
果
た
し
た
。

海
外
遠
征
は
韓
国
公
演
（
Ｈ
一
七

ユ
ネ
ス
コ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
際
民
間
文
化
芸
術
交

流
協
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｖ
）
推
薦
）
・
韓
国
公
演
（
Ｈ
一
九
文
化
庁
派
遣
）・
台
湾
公
演

（
Ｈ
二
二

Ｉ
Ｏ
Ｖ
推
薦
）・
イ
ン
ド
公
演
（
Ｈ
二
四

Ｉ
Ｏ
Ｖ
推
薦
）
を
行
っ

て
き
た
。
毎
回
の
海
外
公
演
で
は
、
日
本
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
生
徒
は

不
安
な
気
持
ち
を
抱
え
て
臨
む
の
だ
が
、
ど
の
国
で
も
お
客
さ
ん
の
熱
狂
的
な
声

援
や
拍
手
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
日
本
文
化

の
、
そ
し
て
和
太
鼓
の

素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識

し
て
き
た
。
そ
し
て
異

文
化
に
触
れ
る
こ
と
で

生
徒
た
ち
の
表
現
力
に

も
深
み
と
広
が
り
を
醸

成
し
て
こ
れ
た
。

自
治
体
主
催
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ

Ｏ
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
第

一
二
回
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
大
会
（
Ｈ
一

七
）、
第
一
三
回
大
会

（
Ｈ
一
八
）、
第
一
六
回
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大
会
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
甲
子
園
（
Ｈ
二
二
）、第
一
七
回
大
会
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
甲
子
園

（
Ｈ
二
三
）
の
計
四
回
、
最
優
秀
賞
で
あ
る
福
井
県
知
事
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

県
勢
の
活
躍
を
県
民
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
機
会
で
も
あ
り
、
生
徒
に
と
っ
て
は

賞
を
頂
く
こ
と
で
や
っ
て
き
た
事
を
信
じ
て
い
け
る
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
大
切
な

機
会
で
も
あ
る
。
自
分
へ
の
自
信
に
つ
な
が
り
、
こ
れ
が
後
輩
へ
の
指
導
力
の
育

成
に
も
発
展
し
て
い
っ
た
。
平
成
二
五
年
に
は
富
士
山
太
鼓
ま
つ
り
太
鼓
甲
子
園

に
て
優
秀
賞
を
受
賞
で
き
た
。

ま
た
定
期
演
奏
会
は
平
成
一
六
年
に
第
一
回
定
期
演
奏
会
が
福
井
県
民
会
館
で

行
わ
れ
、
以
降
第
九
回
定
期
演
奏
会
（
Ｈ
二
五
）
ま
で
福
井
県
民
会
館
、
ハ
ー
ト

ピ
ア
春
江
、
�
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
ふ
く
い
、
ア
オ
ッ
サ

の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
実
施
し
て
き
た
。
第
一
回
定
期
演
奏
会
に
は
四
曲
だ
っ
た

持
ち
曲
も
現
在
は
八
曲
と
な
っ
た
。
ま
た
ス
テ
ー
ジ
演
出
に
も
趣
向
を
凝
ら
し
、

ス
ク
リ
ー
ン
上
映
や
三
年
生
に
よ
る
卒
業
の
挨
拶
も
あ
り
、
観
客
も
涙
す
る
感
動

的
な
演
奏
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。
定
期
演
奏
会
で
は
複
数
曲
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ

と
や
日
本
の
民
謡
に
も
取
り
組
む
こ
と
で
演
奏
の
幅
を
広
げ
て
き
た
。

技
術
を
高
め
て
い
く
活
動
に
加
え
、
心
の
育
成
に
重
点
を
置
く
組
織
運
営
の
工

夫
も
色
々
と
行
っ
て
き
た
。
部
内
は
先
輩
が
後
輩
を

指
導
す
る
体
制
を
軸
に
、
挨
拶
・
礼
儀
・
服
装
・
時

間
厳
守
な
ど
自
分
た
ち
が
部
内
規
律
を
作
成
し
、
そ

れ
を
遵
守
す
る
。
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
技
術
の

伝
達
、
組
織
に
対
す
る
帰
属
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て

い
る
。
加
え
て
平
成
二
一
年
か
ら
は
早
朝
の
校
舎
内

清
掃
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
「
校
舎
を
綺
麗
に
そ
し

て
自
身
の
心
を
綺
麗
に
」
を
合
い
言
葉
に
心
を
磨
く

よ
う
に
掃
除
す
る
事
を
心
が
け
て
い
る
。

地
域
貢
献
活
動
と
し
て
行
う
公
演
は
、
地
域
の

方
々
の
温
か
い
声
援
を
頂
き
、
生
徒
た
ち
の
演
奏

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
心
の
成
長
に
大
き
く
つ
な

が
っ
て
い
る
。
「
喜
ん
で
く
れ
て
う
れ
し
い
。
感

動
し
て
も
ら
え
て
や
っ
て
良
か
っ
た
。
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
聞
い
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど
優
し

い
心
、
人
を
思
い
や
る
心
、
次
も
頑
張
ろ
う
と
い

う
心
、
良
い
心
が
次
々
と
芽
生
え
て
い
る
。

ま
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
和
太
鼓
演
奏
、
地
域
子
ど
も
会
の

太
鼓
講
習
会
、
特
別
支
援
学
校
と
の
交
流
、
中
学

生
へ
の
和
太
鼓
指
導
、
『
福
農
な
ら
で
は
講
座
』

で
の
和
太
鼓
指
導
も
実
施
し
て
き
た
。
人
か
ら
教

わ
る
立
場
か
ら
人
に
教
え
る
立
場
へ
と
立
場
を
変
え
る
活
動
に
は
様
々
な
気
づ
き

が
あ
る
。
的
確
に
教
え
る
こ
と
は
自
分
の
技
術
の
確
か
さ
を
築
く
こ
と
に
も
な
る
。

思
い
や
り
の
心
を
育
て
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
よ
う
で
あ
る
。
今
後
も
継
続
し
て

行
い
た
い
活
動
の
一
つ
だ
。

県
高
文
連
行
事
へ
の
参
加
と
し
て
は
福
井
県
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
。

演
奏
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
大
会
を
運
営
す
る
機
会
と
し
て
、
毎
年
司
会
進
行

係
、
舞
台
係
、
会
場
係
、
照
明
係
、
受
付
係
な
ど
の
業
務
を
生
徒
に
実
践
さ
せ
て

い
る
。
進
行
計
画
の
立
案
、
太
鼓
の
配
置
の
段
取
り
や
出
演
者
の
動
か
し
方
、
司

会
の
工
夫
な
ど
生
徒
自
ら
が
学
ぶ
良
い
経
験
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
校
は
勝
山
高

校
と
二
校
だ
け
だ
っ
た
の
が
平
成
一
五
年
以
降
は
嶺
北
特
別
支
援
学
校
、
北
陸
高

校
、
高
志
高
校
が
共
同
開
催
す
る
事
で
大
き
な
刺
激
も
受
け
て
き
た
。

平
成
二
三
年
に
は
郷
土
芸
能
部
卒
業
生
が
一
〇
〇
名
を
超
え
た
こ
と
を
記
念
し
、

農
文
祭
、
定
期
演
奏
会
の
他
に
一
一
月
五
日
に
は
東
日
本
大
震
災
支
援
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
記
念
演
奏
を
行
っ
た
。
ま
た
そ
の
後
の
展
開
と
し
て
、

卒
業
生
が
部
活
動
を
本
格
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
よ
う
な
組
織
作
り
が
で
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き
な
い
か
と
考
え
、
卒
業
生
の
受
け
皿
と
な
るJ-B

A
N
'S

と
い
う
チ
ー
ム
を
平

成
二
四
年
五
月
に
結
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
現
在
毎
週
火
曜
日
夜
七
時
か
ら
九

時
体
育
館
で
練
習
を
実
施
し
て
い
る
。J-B

A
N
'S

が
本
部
活
動
の
生
徒
の
憧
れ
と

な
り
、
将
来
の
指
導
者
と
な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
顧
問

岡
田

玉
緒

記
）

美

術

部

本
校
の
生
徒
会
誌
「
蒼
林
」
の
表
紙
は
美
術

部
の
作
品
を
載
せ
て
い
る
。
創
意
工
夫
し
て
仕

上
げ
た
部
員
の
作
品
の
中
か
ら
部
長
を
中
心
と

し
た
部
員
の
合
意
で
決
め
て
い
る
。

活
動
は
、
週
一
回
（
木
曜
日
）
放
課
後
が
作

品
制
作
の
場
に
な
っ
て
お
り
、
部
員
は
順
番
に

活
動
日
誌
を
つ
け
て
い
る
。
部
員
数
は
過
去
の

ほ
と
ん
ど
が
一
〇
人
以
内
で
あ
っ
た
が
、
平
成

二
四
年
度
は
一
四
人
と
大
勢
に
な
り
、
活
気
が

出
て
き
た
。

発
表
の
場
は
、
農
文
祭
と
県
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
が
あ
る
。
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
の
出

品
は
数
年
ぶ
り
に
な
る
が
、
他
校
に
劣
ら
ず
レ
イ

ア
ウ
ト
で
き
た
。
部
長
の
木
下
舜
揮
君
は
「
後
輩

も
刺
激
に
な
る
。
い
い
経
験
に
な
っ
た
。」と
満
足

し
て
い
た
。
今
後
は
個
人
の
技
術
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
共
同
作
品
や
大
作
な
ど
の
制
作
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
。
農
文
祭
で
は
、
展
示
会
場
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
程
の
作
品
を
展
示
で
き
た
。

今
後
は
、
美
術
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
生
徒
に
限
ら
ず
、
デ
ザ
イ
ン
系
や
生
活

情
報
系
へ
の
進
学
希
望
者
な
ど
が
入
部
し
、
自
己
の
感
性
を
磨
き
、
特
技
の
向
上

や
将
来
の
進
路
に
結
び
つ
く
よ
う
な
活
動
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
顧
問

酒
井

康
旨

記
）

茶
華
道
部

現
在
茶
華
道
部
は
、
週
一
、
二
回
練
習
日
を
設
け
、
表
千
家
講
師
野
阪
千
栄
子

先
生
、
山
田
壽
子
先
生
の
お
二
人
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
。
日
頃
の
活
動
は
、

近
年
と
同
じ
く
茶
道
の
稽
古
中
心
で
行
っ
て
お
り
、
華
道
（
池
坊
）
は
田
植
祭
、

農
文
祭
で
生
花
展
示
す
る
こ
と
で
、
わ
ず
か
な
回
数
だ
が
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

平
成
二
四
年
は
部
員
九
名
で
活
動
し
て
い
る
。

対
外
的
な
活
動
と
し
て
は
、
七
月
の
「
表
千
家
学
校
茶
道
茶
会
」
が
あ
る
。
こ

の
茶
会
は
今
年
で
九
回
目
を
迎
え
て
い
る
。
平
成
二
三
年
は
当
番
校
と
し
て
国
際

交
流
会
館
和
室
に
て
呈
茶
を
三
席
行
っ
た
。
全
員
が
浴
衣
を
着
用
し
て
、
お
点
前
、

半
東
、
お
運
び
を
し
た
。
当
番
で
な
い
年
は
立
礼
席
で
の
お
点
前
と
お
運
び
に
参

加
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

学
内
で
は
一
一
月
農
文
祭
に
茶
会
を
行
っ
て
い
る
。
茶
菓
子
を
手
作
り
し
た
り
、

抹
茶
の
飲
み
方
パ
ネ
ル
を
作
成
し
た
り
と
生
徒
は
意
欲
的
に
茶
席
の
準
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

日
本
文
化
で
あ
る
茶
道
や
華
道
を
通
し
て
、
人
に
礼
を
つ
く
し
、
大
切
に
も
の

を
あ
つ
か
う
心
身
を
養
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

（
顧
問

大
嶋

佳
子

記
）

部活動活動風景

県総文参加
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文

芸

部

文
芸
部
は
、
毎
年
二
〇
名
前
後
の
部
員
が
お
り
、
女
子
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

部
活
動
日
の
活
動
が
主
で
、
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
創
作
活
動
を
行
っ
た
り
し
て

い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
部
活
動
の
時
間
に
は
互
い
に
相
談
を
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
家
に
帰
り
一
人
で
じ
っ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
徒
が
多
い
。
春

夏
秋
冬
と
季
刊
誌
を
製
作
し
、
部
員
同
士
の
交
流
を
行
っ
た
り
、
他
校
と
交
換
し

た
り
し
て
い
る
。
農
文
祭
で
は
、
そ
の
部
誌
や
イ
ラ
ス
ト
の
販
売
も
行
い
、
平
成

二
三
年
に
は
そ
の
収
益
を
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

近
年
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
の
が
好
き
な
生
徒
が
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

文
芸
部
的
要
素
を
強
化
す
る
た
め
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
す
る
作
品
を
作
っ

た
り
、
部
内
句
会
を
開
い
た
り
も
し
て
い
る
。
校
内
の
読
書
会
や
読
み
聞
か
せ
講

習
会
に
も
参
加
さ
せ
、
本
来
の
文
芸
領
域
の
楽
し
さ
を
味
合
わ
せ
る
活
動
を
更
に

考
え
て
い
き
た
い
。

（
顧
問

中
山

恵
里
子

記
）

書

道

部

平
成
九
年
度
か
ら
田
中
澄
和
講
師
が
顧
問
と
な
り
、
現
在
（
平
成
二
五
年
）

に
至
る
。
田
中
先
生
が
顧
問
に
な
っ
て
か
ら
、
年
一
〇
回
程
度
の
「
部
活
動
日
」

だ
け
で
な
く
、
毎
週
木
曜
日
に
活
動
す
る
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
た
。

平
成
一
五
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
男
子
部
員
も
四
割
近
く
お
り
、
出
品
目
標
を
決

め
て
そ
の
目
標
に
向
け
て
毎
週
練
習
し
、
出
品
数
が
増
え
る
に
つ
れ
部
員
は
ま
じ

め
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

平
成
一
五
年
、
一
六
年
は
、
部
員
数
が
九
名
、
四
名
と
少
な
く
な
っ
た
が
、
そ

の
後
、
再
び
二
〇
人
前
後
に
部
員
が
増
え
（
た
だ
、
男
子
部
員
の
数
は
少
な
く
な

り
、
近
年
は
女
子
部
員
だ
け
で
あ
る
）、笑
い
が
絶
え
な
い
明
る
い
雰
囲
気
で
活
動

し
て
い
る
。

近
年
の
出
品
は
、
県
書
道
展
・
県
総
合
美
術
展
・
県
書
道
教
育
研
究
会
高
校
作

品
展
・
県
か
き
ぞ
め
競
書
大
会
・
県
高
校
総
合
文
化
祭
な
ど
で
あ
り
、
特
選
・
入

選
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
。
平
成
二
四
年
度
に
は
、
近
畿
総
合
文
化
祭
に
出
品
し
た
。

ま
た
、
農
文
祭
で
は
部
員
全
員
が
作
品
を
展
示
す
る
た
め
活
動
し
て
い
る
。
さ
ら

に
は
、
硬
筆
検
定
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

部
員
は
、
田
中
先
生
を
と
て
も
慕
っ
て
お
り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
部
活
動
が

出
来
て
い
る
。
県
総
合
美
術
展
に
出
品
す
る
と
他
校
の
作
品
に
圧
倒
さ
れ
る
と
き

も
あ
り
、
和
や
か
な
中
に
も
作
品
の
質
の
向
上
目
指
し
て
引
き
続
き
活
動
し
て
い

き
た
い
。

（
顧
問

鈴
木

孝
典

記
）

邦

楽

部

邦
楽
部
は
、
永
田
雅
秀
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
本
校
の
顧
問
と
共
に
、
箏
を

中
心
と
し
た
和
楽
器
の
演
奏
技
術
向
上
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
部
で
あ
る
。

邦
楽
部
の
年
間
を
通
し
て
の
活
動
は
、
校
内
で
は
、
入
学
式
で
の
歓
迎
演
奏
、

田
植
祭
で
の
演
奏
、
農
文
祭
で
の
演
奏
で
あ
る
。
対
外
的
に
は
、
福
井
県
高
等
学
校

文
化
連
盟
主
催
の
春
季
演
奏
会
お
よ
び
、
福
井
県
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日
本
音
楽

部
門
に
参
加
し
て
い
る
。
コ
ン
ク
ー
ル
形
式
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
金
賞
を
受

賞
す
る
と
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
へ
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
一
〇

年
間
に
は
ま
だ
そ
の
機
会
は
得
て
い
な
い
。
近
畿
総
合
文
化
祭
へ
は
、
県
内
の
高
校

が
公
平
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
他
に
は
、
高
齢
者
施
設
へ
慰
問
演
奏

や
、
夏
季
休
業
中
の
本
校
農
友
会
館
「
大
地
」
で
の
集
中
練
習
等
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
二
三
年
度
に
は
、新
規
に
一
七
弦
箏
の
備
品
が
入
り
、よ
り
環
境
が
整
っ
た
。

こ
の
一
○
年
間
の
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
発
表
曲
お
よ
び
県
外
大
会
の
参

加
状
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
一
六
年

「
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
」

平
成
一
七
年

「
黒
田
節
に
よ
る
幻
想
曲
」

平
成
一
八
年

「
さ
く
ら
〜
ニ
ュ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
〜
」
銀
賞
受
賞
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第
二
五
回
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
福
井
大
会

出
場

平
成
一
九
年

「
海
の
彼
方
に
」

平
成
二
〇
年

「
未
来
花
Ⅱ
」

平
成
二
一
年

「
箏
と
一
七
弦
に
よ
る
三
重
奏
曲
」

平
成
二
二
年

「
炎
」

平
成
二
三
年

「
虹
色
の
風
」

平
成
二
四
年

「
螺
鈿
」
銀
賞
受
賞

平
成
二
五
年

「
炎
」

（
顧
問

長
谷
川

智
子

記
）

吹
奏
楽
部

平
成
一
五
年
か
ら
の
部
員
数
は
一
〇
名
前
後
と
小
規
模
な
が
ら
、農
文
祭
の
他
、体

育
祭
・
壮
行
会
な
ど
の
式
典
演
奏
、
学
校
行
事
を
中
心
に
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

平
成
一
六
年
以
降
は
、
卒
業
式
の
入
退
場
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時

に
校
外
の
演
奏
会
参
加
の
機
会
に
も
恵
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
平
成
一
八
年
度
に

は
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
福
井
東
地
区
合
同
バ
ン
ド
と
し
て
参
加
し
た
。

日
頃
の
少
人
数
で
の
活
動
で
は
味
わ
え
な
い
貴
重
な
演
奏
体
験
が
出
来
た
。
平
成

一
九
年
に
は
、
福
井
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
。
平
成
二
〇
年
に

は
、
高
文
連
主
催
の
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
演
。
同
年
福
井
県
吹
奏
楽
連
盟

創
立
五
〇
周
年
を
記
念
し
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
行
わ
れ
た
「
三
、
〇
〇
〇
人
の
コ

ン
サ
ー
ト
」
に
出
演
。
福
井
県
内
か
ら
集
ま
っ
た
小
・
中
・
高
校
生
と
大
学
・
一

般
団
体
、
三
、
四
〇
〇
人
に
よ
る
吹
奏
楽
団
の
演
奏
は
迫
力
満
点
で
あ
っ
た
。
平

成
二
一
年
は
、
野
球
部
の
応
援
や
部
員
の
出
身
中
学
で
も
あ
る
松
岡
中
学
校
文
化

祭
に
友
情
出
演
を
し
た
。
平
成
二
二
年
に
は
「
木
管
五
重
奏
団
」
を
結
成
し
福
井

地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
。
平
成
二
三
年
に
は
、
滋
賀
県
彦
根
市
で

行
わ
れ
た
近
畿
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
、
福
井
東
地
区
の
羽
水
高
校
・
高
志
高

校
と
合
同
で
参
加
し
た
。
同
じ
福
井
東
地
区
バ
ン
ド
で
恒
例
の
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
も
参
加
し
た
（
ス
ク
ー
テ
ィ
ン
・
オ
ン
ザ
・
ハ
ー
ド
ロ
ッ
ク
／
デ
ィ
ー
プ

・
パ
ー
プ
ル
・
メ
ド
レ
ー
）。五
〇
人
を
超
え
る
大
規
模
バ
ン
ド
で
の
演
奏
体
験
は
、

何
物
に
も
替
え
が
た
い
醍
醐
味
で
あ
っ
た
。
同
年
、
「
混
合
編
成
五
重
奏
団
」
を

組
み
、
福
井
地
区
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
（
カ
ル
メ
ン
組
曲
）。

部
員
数
を
問
題
に
抱
え
な
が
ら
も
、
少
し
ず
つ
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。
き

ち
ん
と
し
た
演
奏
を
し
た
い
と
い
う
部
員
一
人
ひ
と
り
の
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
て
、

成
り
立
っ
て
い
る
現
在
の
吹
奏
楽
部
。
響
き
の
あ
る
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
感
を
重
視
し

た
サ
ウ
ン
ド
を
目
指
し
た
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。（

顧
問

稗
田

浩
子

記
）

演

劇

部

演
劇
部
は
、
平
成
一
六
年
か
ら
は
五
名
か
ら
一
七
名
の
部
員
で
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
主
な
活
動
と
し
て
、
福
井
県
高
校
演
劇
祭
、
農
文
祭
、
弥
生
祭
で
の
上
演

が
あ
る
。
平
成
二
一
年
よ
り
、
防
犯
意
識
を
高
め
る
啓
発
活
動
の
一
環
で
あ
る
福

井
治
安
ア
カ
デ
ミ
ー
演
劇
祭
に
も
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
、
上
演
の
機
会
が
増
え

た
。
ま
た
、
春
季
、
秋
季
に
は
県
下
の
高
校
演
劇
部
が
一
同
に
会
し
行
う
合
同
研

修
会
に
も
参
加
し
、
技
術
を
磨
い
て
い
る
。
平
成
一
六
年
、
第
五
八
回
福
井
県
高

校
演
劇
祭
に
て
、「
世
界
の
終
わ
り
の
物
語
」（
作
、
や
ま
も
と
け
い
ぞ
う
氏
）
で

舞
台
美
術
賞
受
賞
、
平
成
一
八
年
、
第
六
〇
回
福
井
県
高
校
演
劇
祭
に
て
「
ク
ロ

ス
ロ
ー
ド
」（
作
、
石
原
哲
也
氏
）
を
上
演
し
銀
賞
、
平
成
二
三
年
度
第
六
五
回
福

井
県
高
校
演
劇
祭
に
て
「
明
日
咲
く
た
ね
」（
作
、
楽
静
氏
）
の
上
演
で
、
特
別
賞

（
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
）
を
受
賞
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
二
年
、
平
成
二
三
年
に
は

福
井
県
防
犯
協
会
、
福
井
県
職
域
防
犯
連
絡
協
議
会
主
催
の
福
井
治
安
ア
カ
デ
ミ

ー
演
劇
祭
に
お
い
て
、「
明
日
も
雨
降
り
」（
作
、
鈴
江
敏
郎
氏
）「
タ
バ
コ
の
後
始

末
」
の
一
五
分
劇
を
上
演
し
、
優
良
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
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近
年
、
ア
ニ
メ
の
人
気
か
ら
、
声
優
に
興
味
を
持
ち
演
劇
部
に
入
部
す
る
生
徒

も
お
り
、
か
つ
て
は
女
子
部
員
の
み
で
あ
っ
た
演
劇
部
で
男
子
生
徒
の
入
部
増
加

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
嬉
し
い
こ
と
で
あ
る
。
最
初
は
セ
リ
フ
読
み
の
み

に
関
心
が
強
い
生
徒
た
ち
も
、
日
々
の
練
習
や
上
演
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
身
体

表
現
で
も
あ
り
、
間
合
い
の
妙
で
あ
る
演
劇
に
徐
々
に
魅
了
さ
れ
て
い
く
よ
う
だ
。

四
季
を
感
じ
な
が
ら
青
空
に
届
け
と
ば
か
り
に
行
う
大
地
前
で
の
発
声
練
習
や
、

相
手
を
感
じ
、
自
分
を
常
に
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
状
態
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

台
詞
の
掛
け
合
い
な
ど
は
、
生
徒
の
心
身
の
解
放
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
あ
る
生
徒
は
「
上
演
前
の
緊
張
感
が
た
ま
ら
な
い
」
と
口
に
し
て

い
た
。
ど
の
部
活
で
も
そ
う
だ
が
、
演
劇
も
ま
た
、
相
当
の
集
中
と
、
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
が
か
か
る
。
そ
の
中
で
、
上
演
を
楽
し
も
う
と
い
う
生
徒
の
こ
の
一
言
は
実

に
頼
も
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
回
、
一
回
の
上
演
で
、
生
徒
が
作
品
と
向
き
合

い
、
仲
間
と
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿
は
実
に
誇
ら
し
い
。
ま

た
、
練
習
の
中
で
、
一
つ
の
紙
面
上
の
戯
曲
が
、
生
徒
た
ち
に
よ
っ
て
立
体
的
に

な
っ
て
い
く
瞬
間
、
音
響
や
照
明
、
舞
台
セ
ッ
ト
が
重
な
り
、
劇
が
重
層
的
に
な

っ
て
い
く
瞬
間
は
何
よ
り
わ
く
わ
く
す
る
時
で
あ
る
。
こ
の
、
劇
を
作
り
上
げ
て

い
く
過
程
と
、
観
客
と
の
間
に
生
ま
れ
る
一
体
感
が
演
劇
好
き
の
生
徒
の
大
き
な

成
長
に
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
信
じ
た
い
。
尚
、
本
番
が
近
く
な
る
と
練
習
は

大
地
を
お
借
り
し
て
い
る
。
劇
場
の
広
さ
を
考
え
る
と
、
大
地
で
の
練
習
は
大
変

あ
り
が
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
平
成
一
七
〜
二
三
年
度
顧
問

伊
藤

貴
子

記
）

放

送

部

平
成
一
四
年
か
ら
県
内
の
大
会
に
再
び
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
放
送
部
で

あ
る
が
、
一
五
年
に
は
全
国
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
福
井
県
予
選
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
の
部
に
「
い
っ
ぺ
ん
乗
っ
て
み
、
ス
マ
イ
ル
バ
ス
」
と
い
う
作
品
で
努
力

賞
を
受
賞
し
た
。
翌
一
六
年
に
は
同
大
会
同
部
門
で
「
非
常
事
態
発
生
！

〜
も

し
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
〜
」
と
い
う
作
品
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
話
題
の

タ
イ
ム
リ
ー
性
や
出
演
生
徒
の
独
特
の
語
り
も
あ
っ
て
印
象
深
い
作
品
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
部
員
不
在
の
状
態
が
続
き
、
顧
問
が
関
心
あ
り
そ
う
な
生
徒
に
声
か

け
を
し
た
が
、
大
会
参
加
は
出
来
ず
、
学
校
行
事
や
集
会
時
の
放
送
設
備
準
備
等

の
裏
方
的
な
活
動
を
続
け
る
だ
け
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
二
二
年
に
な
っ
て
新
入
生
三
名
が
入
部
し
、
三
名
と
も
未
経
験
者
で

あ
っ
た
が
、
久
々
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
技
術
講
習
会
や
、
テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
制
作
技
術

講
習
会
に
参
加
す
る
な
ど
意
欲
的
に
活
動
し
、
そ
の
年
の
福
井
県
高
校
放
送
コ
ン

テ
ス
ト
新
人
大
会
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門
に
も
、
「
消
え
た
伝
統
野
菜
―
新
保

ナ
ス
の
復
活
に
挑
む
ー
」
と
い
う
作
品
を
出
品
し
、
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。
本
校

生
徒
と
小
学
生
や
地
域
の
方
た
ち
が
協
力
し
て
福
井
県
農
事
試
験
場
に
わ
ず
か
に

保
存
さ
れ
て
い
た
種
を
栽
培
し
て
、
数
十
年
ぶ
り
に
新
保
ナ
ス
を
復
活
さ
せ
た
活

動
の
記
録
を
た
ど
っ
た
作
品
で
あ
る
が
、
記
録
も
少
な
く
、
技
術
の
未
熟
さ
も
あ

っ
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
焼
く
こ
と
が
出
来
ず
、
パ
ソ
コ
ン
の
ま
ま
で
出
品
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。

今
後
も
農
林
の
活
動
を
制
作
し
て
い
こ
う
と
計
画
し
て
い
た
が
、
部
員
が
一
名

と
な
り
、
対
外
活
動
が
困
難
と
な
っ
て
、
二
三
年
か
ら
は
ま
た
学
校
行
事
や
集
会

時
の
放
送
設
備
準
備
等
の
裏
方
的
な
活
動
を
続
け
る
と
と
も
に
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル
で
の
「
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
」
の
制
作
も
行
っ
て
い
る
。

（
顧
問

岩
尾

弘
康

記
）
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Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部
で
は
例
年
二
〇
名
前
後
の
加
入
が
あ
り
、
「
ひ
と
の
た
め
に
何
か
を

し
て
差
し
上
げ
よ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
。
部
員
の
意
識
は
様
々
で
、

か
つ
、
部
員
は
女
子
の
み
だ
が
何
か
を
や
ろ
う
と
い
う
と
き
に
は
協
力
し
合
い
、

和
気
あ
い
あ
い
と
女
子
パ
ワ
ー
で
乗
り
切
っ
て
い
る
。

こ
の
一
〇
年
間
の
最
初
の
数
年
間
は
農
文
祭
で
手
話
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
て
い

た
が
、
最
近
で
は
そ
の
代
わ
り
に
手
作
り
の
シ
ュ
シ
ュ
、
巾
着
、
箸
袋
な
ど
を
販

売
し
、
売
り
上
げ
を
寄
付
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
材
料
に
は
家
か
ら
持
ち
寄

っ
た
端
切
れ
な
ど
を
再
利
用
し
、
な
る
べ
く
お
金
を
か
け
ず
作
る
よ
う
心
が
け
て

い
る
。
募
金
先
と
し
て
は
そ
の
年
の
状
況
を
考
え
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
あ
し
な
が
育
英
会
、

東
日
本
大
震
災
へ
の
募
金
に
協
力
し
た
。
何
を
作
る
か
、
ど
う
い
っ
た
所
に
募
金

す
る
か
、
生
徒
達
が
慎
重
に
考
え
決
定
し
て
い
る
。

校
外
活
動
と
し
て
は
盲
学
校
と
の
協
力
の
機
会
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
特
に
ま

ど
か
祭
り
（
盲
学
校
寄
宿
舎
夏
祭
り
）
に
は
ず
っ
と
参
加
・
協
力
を
し
て
い
る
。

当
初
は
「
来
て
そ
の
場
に
い
て
く
れ
る
だ
け
で
い
い
」
と
い
う
程
度
の
参
加
だ
っ

た
が
、
だ
ん
だ
ん
売
り
場
の
お
手
伝
い
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
盲
学
校

の
生
徒
達
に
直
接
触
れ
合
う
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
体
育
祭
に
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
近
隣
の
老
人
施
設
の
夏
祭
り
に
も
呼
ん
で
い
た
だ
き
、
屋
台
販
売
な
ど
の

お
手
伝
い
を
し
た
。生
徒
達
は
積
極
的
に
お
手
伝
い
を
し
、た
い
へ
ん
感
謝
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
こ
れ
ま
で
校
内
で
の
ゴ
ミ
拾
い
、
国
際
交
流
の
お
手
伝
い
、

福
井
市
（
啓
蒙
地
区
）
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
、
福
井
地
区
特
別
支
援
学
校
学
習

会
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
交
流
広
場
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も
校
内
・
校
外
問
わ
ず
、
な
る
べ
く
多
く
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
顧
問

野
田

恵
美

記
）

合
唱
同
好
会

平
成
一
五
年
、
第
二
七
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
福
井
県
大
会
に
向
け
、

合
唱
部
の
な
い
学
校
に
も
「
福
井
県
合
同
合
唱
団
」
へ
の
募
集
が
あ
り
、
同
好
会

を
結
成
し
た
。

平
成
二
一
年
に
は
、
運
動
部
を
引
退
し
た
三
年
生
を
中
心
に
男
子
七
名
の
ア
カ

ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
を
結
成
し
「
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
合
唱
部
門
」
に
出
演
し
た
。

現
在
は
、
農
文
祭
発
表
な
ど
学
校
行
事
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
。

（
顧
問

稗
田

浩
子

記
）

生
物
生
産
部

生
物
生
産
部
の
前
身
は
、
作
物
機
械
部
と
園
芸
科
学
部
で
あ
り
、
平
成
一
七
年

ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
作
物
機
械
部
で
は
作
物
や
農
業
機
械
の

分
野
に
関
す
る
活
動
を
、
園
芸
科
学
部
で
は
園
芸
の
分
野
に
関
す
る
活
動
を
行
っ

て
い
た
。
平
成
一
八
年
か
ら
は
、
作
物
生
産
に
関
す
る
活
動
を
行
う
生
物
生
産
部

と
、
植
物
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
特
化
し
た
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
部
に
再
編
成

さ
れ
た
。
生
物
生
産
部
で
は
、
生
産
部
門
で
あ
る
作
物
、
野
菜
、
草
花
、
果
樹
な

ど
の
農
産
物
生
産
に
関
す
る
活
動
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
活
動
は
、
本
校

の
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
の
一
部
で
野
菜
や
作
物
の
栽
培
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
編

成
当
初
は
部
員
も
少
な
く
、
ほ
そ
ぼ
そ
と
活
動
し
て
き
た
が
、
平
成
二
三
年
度
か

ら
は
多
く
の
新
入
部
員
と
と
も
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
生
物
生
産
科
以
外
の
生

徒
も
所
属
し
て
い
る
。
毎
年
収
穫
時
期
に
は
取
れ
た
て
の
農
産
物
を
食
し
、
自
ら

栽
培
し
た
農
産
物
の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
部
名
及
び
顧
問
を
記
し
、
一
〇
年
間
の
ま
と
め
と
す
る
。

平
成
一
五
年
度

作
物
機
械
部

（
笹
口
・
中
山
・
野
路
）

園
芸
科
学
部

（
山
下
・
前
田
・
高
畠
）

平
成
一
六
年
度

作
物
機
械
部

（
笹
口
・
前
田
・
野
路
）
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園
芸
科
学
部

（
山
下
・
蓮
浦
・
高
畠
）

平
成
一
七
年
度

作
物
機
械
部

（
細
川
・
前
田
・
野
路
）

園
芸
科
学
部

（
山
下
・
蓮
浦
・
多
田
）

平
成
一
八
年
度

生
物
生
産
部

（
山
下
・
前
田
）

平
成
一
九
年
度

生
物
生
産
部

（
山
下
・
夛
田
・
前
田
）

平
成
二
〇
年
度

生
物
生
産
部

（
山
下
・
夛
田
・
前
田
）

平
成
二
一
年
度

生
物
生
産
部

（
山
下
・
近
間
）

平
成
二
二
年
度

生
物
生
産
部

（
山
下
・
近
間
）

平
成
二
三
年
度

生
物
生
産
部

（
山
下
・
近
間
）

平
成
二
四
年
度

生
物
生
産
部

（
渡
邊
・
近
間
）

（
顧
問

渡
邊

則
子

記
）

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
部

平
成
一
五
年
四
月
よ
り
バ
イ
テ
ク
部
と
な
り
、
園
芸
科
学
部
一
年
生
二
名
、
二

年
生
三
名
、
三
年
生
二
名
、
顧
問
の
先
生
が
山
下
友
幸
先
生
と
高
畠
洋
征
先
生
に

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
一
八
年
四
月
よ
り
蓮
浦
義
之
先
生
と
多
田

一
晴
先
生
の
も
と
現
在
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
部
に
な
り
、
平
成
二
〇
年
よ
り
顧

問
嶋
田
、
齋
藤
訓
弘
先
生
が
担
当
し
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
部
は
、
バ
イ
テ
ク
部
よ
り

引
き
継
が
れ
た
農
業
系
の
部
活
動
で
あ
る
。
植
物

培
養
技
術
を
基
本
と
し
て
草
花
や
野
菜
の
植
物
培

養
を
行
っ
て
き
た
。
平
成
一
八
年
よ
り
、
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
部
で
は
、
目
指
せ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

の
研
究
教
材
で
あ
る
伝
統
野
菜
「
新
保
ナ
ス
」
保

存
栽
培
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
い
る
。
こ
の
テ
ー

マ
で
は
、
現
在
の
新
保
ナ
ス
の
発
芽
栽
培
実
験
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
地
元
の
特
産

で
あ
る
新
保
ナ
ス
の
栽
培
・
採
取
と
取
り
組
ん
で
き
た
。
毎
年
、
採
種
し
、
栽
培

を
行
い
、
形
質
の
変
化
の
調
査
を
行
い
、
種
（
種
子
）
の
保
存
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
放
射
線
や
紫
外
線
を
利
用
を
す
る
こ
と
に
よ
る
新
保
ナ
ス
の
形
質
転
換

が
で
き
な
い
か
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
た
。
現
在
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
部
で
は
、

従
来
ど
お
り
の
無
菌
操
作
に
よ
る
植
物
培
養
基
本
技
術
の
習
得
と
茎
頂
培
養
や
プ

ロ
ト
プ
ラ
ス
ト
実
験
等
を
学
習
し
て
い
る
。
今
後
も
地
元
の
特
産
で
あ
る
「
新
保

ナ
ス
」
を
教
材
と
し
て
保
存
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

（
顧
問

嶋
田

宏
行

記
）

環
境
緑
化
部

「
校
内
の
緑
地
は
私
た
ち
が
管
理
す
る
」

平
成
二
五
年
環
境
緑
化
部
は
三
工
五
名
の
環
境
緑
化
コ
ー
ス
の
生
徒
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
。
本
校
に
は
大
き
く
五
つ
の
緑
地
が
あ
り
、
校
門
の
左
右
を
中
心

と
し
た
緑
地
。
苔
と
池
を
中
心
と
し
た
和
風
庭
園
、
枯
山
水
の
周
囲
に
芝
を
配
し

た
現
代
和
風
庭
園
、
池
と
藤
棚
を
備
え
た
洋
風
庭
園
。
さ
ら
に
農
友
会
館「
大
地
」

に
面
し
、
円
形
に
ブ
ロ
ッ
ク
を
は
め
込
ん
だ
庭
園
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
庭
園
を
季
節
に
応
じ
、
刈
り
込
み
や
剪
定
作
業
を
行
う
。
夏
に
は
芝

を
短
く
刈
り
込
み
白
砂
に
よ
る
涼
感
を
感
じ
さ
せ
、
秋
に
は
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
に

代
表
さ
れ
る
紅
葉
で
目
を
楽
し
ま
せ
、
初
冬
に
か
け
て
は
銀
色
の
雪
に
調
和
と
立

体
感
を
演
出
す
る
雪
囲
い
を
施
す
。
ま
た
、
害
虫
の
出
る
季
節
に
は
適
切
な
処
置

を
行
う
。
庭
園
管
理
は
一
年
を
通
じ
、
作
業
が
切
れ
る
こ
と
が
な
い
。
美
し
さ
を

極
め
よ
う
と
思
え
ば
き
り
が
な
く
、
広
い
敷
地
を
く
ま
な
く
、
一
定
の
質
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
実
に
難
し
く
楽
し
い
。
三
年
間
こ
の
部
活
動
に
在
籍
し
た
生
徒

は
、
あ
ま
り
自
分
自
身
の
自
覚
が
な
い
ま
ま
に
管
理
技
術
が
上
達
し
て
い
く
。
白

砂
の
線
を
ト
ン
ボ
で
描
く
作
業
、
現
代
和
風
庭
園
は
渡
り
廊
下
か
ら
作
業
中
も
注
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目
を
集
め
る
場
所
に
あ
り
、
作
業
中
に
覗
い
て
行
か
れ
る
来
客
の
方
、
声
を
掛
け

て
く
れ
る
先
生
方
も
多
く
、
最
初
は
難
し
い
作
業
を
敬
遠
し
て
い
た
生
徒
も
多
か

っ
た
が
、
学
年
が
上
が
る
ご
と
に
「
こ
の
線
を
描
け
る
こ
と
は
名
誉
な
こ
と
」
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
今
回
は
誰
々
の
作
品
と
言
い
合
い
な
が
ら
懸
命
に
線
を
引
い
て

い
く
。
そ
の
横
顔
は
ま
さ
し
く
造
園
技
能
士
の
卵
で
あ
り
、
今
後
の
成
長
が
楽
し

み
に
な
る
瞬
間
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
も
、
渡
り
廊
下
を
歩
く
と
き
庭
園
を
横
目

に
見
な
が
ら
管
理
者
し
か
気
づ
か
な
い
目
線
で
、
思
わ
ず
に
や
け
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
多
く
の
庭
園
を
守
る
の
が
我
ら
「
緑
化
部
」
の
使
命
で
あ
る
の
だ
が
、

ひ
と
つ
寂
し
い
こ
と
が
あ
る
。
数
年
後
に
開
か
れ
る
福
井
国
体
に
伴
う
道
路
拡
張

工
事
の
た
め
校
門
の
両
脇
に
あ
る
創
立
六
〇
周
年
の
記
念
樹
と
し
て
植
え
ら
れ
た

メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
三
本
全
て
が
伐
ら
れ
て
し
ま
う
事
で
あ
る
。
環
境
緑
化
部
の
生
徒

は
課
題
研
究
の
授
業
で
庭
園
の
平
面
図
を
作
成
し
、
本
校
の
緑
地
の
様
子
を
残
そ

う
と
努
力
し
て
い
る
。

（
顧
問

釼
内

倫
夫

記
）

生
活
科
学
部

生
活
科
学
部
は
、
平
成
七
年
か
ら
食
物
部
と
被
服
部
を
統
合
し
た
部
で
あ
る

が
、
こ
こ
一
〇
年
間
は
お
も
に
食
物
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

平
成
一
六
年
は
料
理
、
菓
子
な
ど
を
作
り
、
部
員
の
調
理
技
術
の
向
上
を
図
っ

た
。
ま
た
、
梅
干
し
を
利
用
し
た
「
梅
み
そ
」
で
で
き
る
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
研

究
し
た
。

平
成
一
七
年
も
一
六
年
同
様
、
料
理
や
菓
子
作
り
を
行
っ
た
。

平
成
一
八
年
か
ら
は
、
菓
子
作
り
に
絞
っ
た
活
動
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
そ
の

成
果
を
発
表
し
よ
う
と
農
文
祭
に
「
お
菓
子
の
家
」
を
製
作
し
た
。
壁
は
ク
ッ
キ

ー
、
窓
は
べ
っ
こ
う
飴
、
屋
根
は
ク
ッ
キ
ー
に
チ
ョ
コ
で
模
様
を
つ
け
、
で
き
あ

が
っ
た
家
の
中
か
ら
は
光
が
も
れ
る
よ
う
に
豆
電
球
を
入
れ
た
。

世
の
ス
イ
ー
ツ
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
平
成
一
九
年
、
二
〇
年
も
菓
子
の
手
作
り

に
専
念
し
た
。
米
粉
が
話
題
に
な
っ
た
の
で
米
粉
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
も
研
究
し

た
。平

成
二
一
年
か
ら
は
、
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
す
る
た
め
に

研
究
を
重
ね
た
。
カ
レ
ー
甲
子
園
、
ス
イ
ー
ツ
甲
子
園
な
ど
に
応
募
し
た
が
入
賞

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

平
成
二
二
年
も
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
た
。
そ
の
中
で
第
一
回
福
井
ス
イ

ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
書
類
審
査
に
通
り
、
決
勝
大
会
で
二
位
を

獲
得
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
二
生
家
根
仁
美
、
黒
濟
優
花
、
吉
川
莉
沙
の
三
名
。
作

品
は
、
「
オ
レ
ン
ジ
な
す
ゥ
ィ
ー
ツ
」
と
い
う
バ
バ
ロ
ア
ケ
ー
キ
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
砂
糖
煮
に
し
た
新
保
ナ
ス
を
チ
ー
ズ
バ
バ
ロ
ア
の
中
に
入
れ
、
側
面
を
ス
ポ

ン
ジ
ケ
ー
キ
で
飾
り
、
表
面
を
ナ
ス
の
皮
か
ら
取
っ
た
紫
色
の
ゼ
リ
ー
で
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
し
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
三
年
も
福
井
ス
イ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
チ
ー
ム
名

「
里
芋
ガ
ー
ル
ズ
」
が
決
勝
大
会
で
優
勝
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
二
生
藤
田
せ
い

ら
、
秋
山
陽
香
、
大
坂
沙
也
香
の
三
名
。
作
品
は
「
さ
と
い
も
シ
ョ
コ
ラ
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
」
で
、
大
野
産
の
里
芋
を
使
っ
た
コ
コ
ア
入
り
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
あ
る
。

そ
れ
に
赤
ズ
イ
キ
の
ジ
ャ
ム
を
添
え
た
。
審
査
員
の
パ
テ
ィ
シ
エ
か
ら
高
い
評
価

を
受
け
、
改
良
を
重
ね
れ
ば
商
品
化
も
可
能
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
商
品
化
で

き
な
い
も
の
か
と
地
域
の
ケ
ー
キ
店
に
長
谷
川
智
子
教
諭
が
打
診
し
た
と
こ
ろ
、

里
芋
の
粘
り
が
量
産
化
し
に
く
い
と
言
わ
れ
断
念
し
た
。

平
成
二
四
年
も
福
井
ス
イ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
応
募
し
、
チ
ー
ム
名
「
ぱ
っ
つ

ん
ガ
ー
ル
ズ
」
が
決
勝
大
会
で
優
勝
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、
一
生
藤
澤
涼
子
、
清

水
彩
花
、
佃
奈
々
の
三
名
。
入
賞
作
品
は
、
福
井
県
産
の
米
粉
、
ほ
う
れ
ん
草
、

越
の
ル
ビ
ー
、
坊
ち
ゃ
ん
カ
ボ
チ
ャ
を
使
用
し
た
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
で
あ
る
。
緑
、

黄
、
赤
と
色
が
カ
ラ
フ
ル
な
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
よ
う
で
、
見
事
優
勝
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
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平
成
二
五
年
も
福
井
ス
イ
ー
ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
、
三
連
覇
を
果
た
し
た
。
チ
ー
ム
名
は
「
農
林
っ
子
」
で
、
メ
ン
バ
ー

は
二
生
高
見
麻
世
、
清
水
彩
花
、
佃
奈
々
の
三
名
で
あ
る
。
テ
ー
マ
は
福
井
の
観

光
名
所
を
表
現
す
る
こ
と
。
そ
こ
で
、
清
水
が
越
前
海
岸
に
い
る
祖
母
を
よ
く
訪

れ
て
い
た
の
で
、
皆
で
越
前
海
岸
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ス
イ
ー
ツ
を
考
案
し
た
。
ロ

ー
ル
ケ
ー
キ
の
表
面
に
ク
ラ
ン
チ
を
塗
り
、
そ
れ
を
立
て
る
こ
と
で
越
前
海
岸
の

ご
つ
ご
つ
し
た
岩
を
表
現
し
た
。
ま
た
、
水
仙
の
花
を
坊
ち
ゃ
ん
か
ぼ
ち
ゃ
と
さ

つ
ま
い
も
で
表
現
し
、
水
仙
の
葉
を
か
ぼ
ち
ゃ
の
皮
で
表
現
し
た
。
ロ
ー
ル
ケ
ー

キ
を
立
て
る
と
い
う
斬
新
さ
が
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。

（
顧
問

稲
葉

美
代
子

記
）

生
産
流
通
部

生
産
流
通
部
は
、
平
成
一
四
年
に
生
産
流
通
科
の
専
門
性
を
深
め
る
部
活
動
の

展
開
を
目
的
に
、
前
身
の
流
通
経
済
部
を
改
編
し
て
設
置
さ
れ
た
。

こ
こ
一
〇
年
の
部
活
動
は
、
平
成
一
五
年
の
創
立
一
一
〇
周
年
に
合
わ
せ
て
完

成
し
た
「
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ブ
園
」
を
素
材
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。
生
産
流
通

科
や
生
活
科
学
科
の
生
徒
は
教
科
「
草
花
」「
生
物
活
用
」
な
ど
で
ハ
ー
ブ
の
こ
と

に
つ
い
て
学
習
す
る
が
、
そ
の
実
践
圃
場
を
、
時
の
ハ
ー
ブ
ブ
ー
ム
に
あ
わ
せ
て

一
般
開
放
し
た
の
が
「
ふ
れ
あ
い
ハ
ー
ブ
園
」
で
あ
る
。

部
員
は
生
産
流
通
科
の
女
子
生
徒
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
少
な
い
時
は

部
員
数
二
名
の
と
き
も
あ
っ
た
が
、
毎
年
お
よ
そ
十
数
名
が
登
録
し
て
地
道
に
活

動
し
て
い
る
。
ハ
ー
ブ
園
が
で
き
た
初
期
の
頃
は
、
地
元
小
学
生
を
対
象
に
ハ
ー

ブ
を
使
っ
た
体
験
学
習
な
ど
の
交
流
活
動
も
行
わ
れ
た
が
、
最
近
は
ハ
ー
ブ
園
の

栽
培
管
理
や
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
菓
子
作
り
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
、
ポ
プ
リ
の
作
成
な

ど
が
主
に
な
っ
て
い
る
。
生
徒
た
ち
は
、
ハ
ー
ブ
の
播
種
、
定
植
、
除
草
、
剪
定

な
ど
一
年
を
通
し
た
管
理
か
ら
ハ
ー
ブ
の
魅
力
を
知
り
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
や
ポ
プ

リ
づ
く
り
な
ど
で
自
分
に
あ
っ
た
ハ
ー
ブ
の
楽
し
み
方
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

今
後
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
内
向
き
に
終
わ
っ
て
い
る
活
動
を
、
ハ
ー
ブ
だ

け
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
草
花
な
ど
も
含
め
た
地
域
と
の
交
流
な
ど
、
外
向
き
な
活
動

が
出
来
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

（
顧
問

時
田

篤

記
）

農
業
情
報
処
理
部

こ
の
一
〇
年
間
の
情
報
技
術
の
進
展
は
著
し
く
、
Ｏ
Ｓ
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
らvista

そ
し
て
７
、
８
と
高
速
化
、
マ
ル
チ
タ
ス
ク
化
が
進
ん
で
き
た
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
用
の
回
線
も
高
速
大
容
量
の
光
通
信
に
変
わ
り
、
世

界
中
の
現
在
の
様
子
が
目
の
前
の
現
実
の
よ
う
に
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

本
校
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
室
だ
け
で
な
く
教
室
に
情
報
コ
ン
セ
ン
ト
が
設
け
ら
れ
て
、

様
々
な
授
業
に
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

農
業
情
報
処
理
部
は
毎
年
二
〇
数
名
の
部
員
が
所
属
し
て
、
タ
イ
ピ
ン
グ
の
ほ

か
ワ
ー
プ
ロ
や
表
計
算
な
ど
高
資
格
取
得
を
目
指
し
た
り
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ

ブ
全
国
大
会
農
業
情
報
処
理
競
技
で
の
入
賞
を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
た
。
毎
年

の
よ
う
に
部
員
の
中
か
ら
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
の
参
加
を
し
、
多
数
の
入
賞

者
を
輩
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、
費
用
面
や
競
技
内
容
の
面
で
平
成
二
二
年
北
海

道
大
会
を
最
後
に
実
施
競
技
か
ら
外
さ
れ
て
行
わ
れ
て
い
な
い
。
平
成
二
五
年
の

全
国
大
会
首
都
圏
大
会
で
は
、
多
く
の
都
道
府
県
連
盟
か
ら
実
施
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
や
、
情
報
大
学
の
協
力
も
得
ら
れ
た
こ
と
で
、
公
開
競
技
と
し
て
の
実

施
が
可
能
と
な
っ
た
。
久
し
ぶ
り
の
全
国
大
会
へ
の
参
加
、
入
賞
を
是
非
目
指
す

と
と
も
に
、
今
後
も
部
活
動
の
目
標
と
し
て
全
国
大
会
の
競
技
種
目
と
な
る
こ
と

を
希
望
し
て
い
る
。

（
顧
問

齋
藤

浩
一

記
）
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環
境
土
木
部

環
境
土
木
部
と
し
て
の
過
去
一
〇
年
間
の
活
動
を
振
り
返
る
。

こ
の
一
〇
年
間
の
活
動
の
中
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
第
八
回
日
本
水
大
賞
で
、

「
大
賞
」
を
受
賞
し
た
こ
と
で
あ
る
。
前
顧
問
の
笠
羽
教
諭
の
も
と
、
平
成
一
四

年
か
ら
一
七
年
ま
で
の
農
業
水
路
へ
の
設
置
を
目
的
と
し
た
水
田
魚
道
の
開
発
活

動
が
評
価
さ
れ
、
足
羽
川
堰
堤
土
地
改
良
区
と
と
も
に
合
同
受
賞
し
た
。
平
成
一

八
年
に
は
水
大
賞
の
授
賞
式
が
あ
り
、
秋
篠
宮
殿
下
が
参
加
さ
れ
る
中
で
、
堂
々

と
成
果
発
表
を
行
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
活
動
内
容
を
平
成
一
九
年
に
大
野
で
開
催

さ
れ
た
、
「
湧
水
保
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
ｉ
ｎ
越
前
お
お
の
」
の
中
で
特
別

発
表
を
行
っ
た
り
、
平
成
二
〇
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
の
水
辺
保
全

フ
ォ
ー
ラ
ム
全
国
大
会
ｉ
ｎ
か
め
お
か
」
に
招
待
さ
れ
事
例
発
表
を
行
っ
た
り
と
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
た
。

研
究
活
動
と
し
て
は
、
水
田
魚
道
の
研
究
を
中
心
と
し
た
活
動
と
平
成
一
六
年

に
環
境
工
学
科
と
し
て
校
内
に
造
成
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
と

管
理
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
二
四
年
か
ら
は
、
松
田
教
諭
の
指
導
の
も
と
、
タ
イ

リ
ク
バ
ラ
タ
ナ
ゴ
の
異
性
選
択
の
実
験
や
、
魚
類
の
耳
石
を
利
用
し
た
回
遊
履
歴

の
解
明
な
ど
、
新
し
い
視
点
で
の
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

農
業
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
は
、
毎
年
、
平
板
測
量
競
技
に
参
加
し
て
い
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
に
も
、
平
成
一
九
年
に
は
「
農
業
水
路
へ
の
設
置
を
目
的
と
し

た
水
田
魚
道
の
開
発
」、平
成
二
五
年
に
は
「
魚
類
の
耳
石
を
利
用
し
た
生
活
環
境

の
解
明
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
出
場
し
、
平
成
一
九
年
に
は
北
信
越
大
会
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。

今
後
も
、
専
門
分
野
の
内
容
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
活
動
を
生
徒
と
と
も
に
行

っ
て
い
き
た
い
。

（
顧
問

吉
田

幸
人

記
）

野

球

部

平
成
一
六
年
度

主
将：

長
谷
涼
也

前
年
秋
に
福
井
商
業
を
倒
し
、
敦
賀
気
比
と
も
接
戦
を
演
じ
た
チ
ー
ム
は
、
春

季
県
大
会
ベ
ス
ト
八
に
入
り
夏
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
た
。
し
か
し
、
大
会
前
に
県

内
屈
指
の
左
腕
エ
ー
ス
田
中
が
故
障
。
そ
の
穴
を
埋
め
よ
う
と
チ
ー
ム
一
丸
と
な

っ
て
戦
っ
た
。
中
学
時
代
控
え
投
手
だ
っ
た
木
下
が
、
当
時
の
主
戦
に
投
げ
勝
っ

た
姿
が
印
象
深
い
。

年度 全国大会 参加者（県代表２名）

平成１４年 京都大会
井上浩見

高嶋恵美

平成１５年 秋田大会 蔵 里枝

平成１６年 神奈川大会
小鍛治典子

西村香織

平成１７年 岐阜大会
稲葉勝士（優秀賞）

村上真理

平成１８年 愛媛大会
稲葉勝士（優秀賞）

竹内絵里

平成１９年 広島大会 堂山友里

平成２０年 佐賀大会
吉田耕平（優秀賞）

堂山友里

平成２１年 茨城大会
佐竹真未子

安川 恵

平成２２年 北海道大会
丹羽陽香（優秀賞）

橋本あかり（優秀賞）

平成２３年 未実施

平成２４年 未実施

農業クラブ全国大会農業情報処理競技
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平
成
一
七
年
度

主
将：

森

哲
治

春
季
県
大
会
は
一
・
二
回
戦
と
も
に
投
打
が
噛
み
合
い
コ
ー
ル
ド
勝
ち
で
ベ
ス

ト
八
入
り
。
主
戦
小
西
は
二
回
戦
五
回
参
考
な
が
ら
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ピ
ッ
チ
ン
グ

を
見
せ
た
。
六
月
に
は
米
国
ハ
ワ
イ
州
高
校
選
抜
チ
ー
ム
を
迎
え
て
日
米
親
善
高

校
野
球
大
会
が
県
営
球
場
で
行
わ
れ
た
。
県
選
抜
の
一
員
と
し
て
森
が
選
ば
れ
、

捕
手
と
し
て
勝
利
に
貢
献
し
た
。

平
成
一
八
年
度

主
将：
小
林
伸
次

前
チ
ー
ム
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
活
躍
し
た
選
手
が
多
く
、
強
力
打
線
で
勝
負
し

た
。
投
手
陣
は
コ
ツ
コ
ツ
と
努
力
を
重
ね
る
選
手
が
多
く
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
し

な
が
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
励
ん
だ
。
打
線
の
核
で
あ
っ
た
主
砲
小
林
は
、
金
沢
星

稜
大
学
進
学
後
も
打
力
を
買
わ
れ
二
年
次
か
ら
指
名
打
者
と
し
て
活
躍
。
全
日
本

大
学
野
球
選
手
権
に
出
場
し
、
東
京
ド
ー
ム
の
打
席
に
も
立
ち
、
福
井
農
林
野
球

部
の
歴
史
に
大
き
な
一
歩
を
残
し
て
く
れ
た
。

平
成
一
九
年
度

主
将：

長
谷
龍
也

抜
群
の
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ー
を
発
揮
し
た
長
谷
が
個
性
派
集
団
を
ま
と
め
上
げ
、

選
手
権
福
井
大
会
で
は
ベ
ス
ト
八
に
入
っ
た
。
初
戦
、
延
長
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
。
二

回
戦
、
樋
爪
が
放
っ
た
右
越
え
Ｈ
Ｒ
。
準
々
決
勝
、
敦
賀
気
比
投
手
陣
か
ら
執
念

の
ヒ
ッ
ト
を
放
っ
た
長
谷
。
ど
れ
も
鮮
明
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

秋
季
県
大
会
で
は
、
部
員
一
六
人
な
が
ら
ベ
ス
ト
四
に
進
出
。
特
に
、
準
々
決

勝
足
羽
戦
で
は
、
八
回
表
六
点
差
か
ら
の
大
逆
転
で
二
三
年
ぶ
り
の
北
信
越
切
符

を
掴
み
取
っ
た
。
地
元
開
催
と
な
っ
た
北
信
越
大
会
で
は
、
初
戦
に
長
野
県
優
勝

校
の
丸
子
修
学
館
と
対
戦
。
六
点
を
先
行
さ
れ
る
苦
し
い
展
開
だ
っ
た
が
、
持
ち

味
の
粘
り
で
終
盤
二
点
差
ま
で
猛
追
し
た
。
結
果
初
戦
敗
退
と
な
っ
た
が
、
相
手

は
こ
の
大
会
で
北
信
越
王
者
と
な
り
、
翌
年
の
選
抜
大
会
に
出
場
し
た
の
で
大
健

闘
と
い
え
る
。
大
会
後
は
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
が
評
価
さ
れ
、
二
一
世
紀

枠
候
補
校
（
福
井
県
推
薦
校
）
に
選
出
さ
れ
た
。
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
選
考
か
ら
は

漏
れ
た
が
、
甲
子
園
出
場
に
近
付
く
大
き
な
一
歩
と
な
っ
た
。

平
成
二
〇
年
度

主
将：

西
野
雄
稀

シ
ー
ド
校
と
し
て
出
場
し
た
春
季
県
大
会
は
初
戦
で
延
長
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
。
選

手
権
福
井
大
会
で
も
初
戦
敗
退
。主
戦
形
山
の
故
障
に
加
え
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押

し
潰
さ
れ
た
形
で
本
来
の
プ
レ
ー
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
高
校
野
球
ら
し

い
一
生
懸
命
さ
を
見
せ
て
く
れ
た
三
年
生
は
、結
果
以
上
に
大
き
な
財
産
を
残
し
て

く
れ
た
。
卒
業
記
念
と
し
て
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
、
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
言
葉
「
凡
事
徹
底
」
は
、ま
さ
に
こ
の
時
の
チ
ー
ム
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。

平
成
二
一
年
度

主
将：

三
ッ
山
貴
大

前
チ
ー
ム
か
ら
活
躍
し
た
森
―
三
ッ
山
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
中
心
の
若
い
チ
ー
ム
。

春
季
県
大
会
後
に
事
件
は
起
こ
り
、
主
戦
を
含
む
三
年
生
三
名
が
練
習
参
加
を
禁

じ
ら
れ
た
。
六
月
に
よ
う
や
く
復
帰
し
、
チ
ー
ム
は
結
束
力
を
高
め
て
夏
の
大
会

に
挑
ん
だ
。
初
戦
、
雨
中
の
打
撃
戦
は
降
雨
ノ
ー
ゲ
ー
ム
と
な
り
、
翌
日
の
再
試

合
で
敗
れ
た
。
三
年
生
が
僅
か
四
名
と
厳
し
い
状
況
で
も
、
北
信
越
を
戦
っ
た
経

験
と
プ
ラ
イ
ド
で
チ
ー
ム
を
牽
引
し
て
く
れ
た
。

平
成
二
二
年
度

主
将：

梅
田

翔

故
障
で
プ
レ
ー
で
き
な
い
主
将
が
、人
一
倍
声
を
出
し
チ
ー
ム
を
鼓
舞
し
続
け
た
。

人
間
的
に
大
き
く
成
長
し
た
主
戦
竹
内
を
柱
に
、
夏
の
初
戦
北
陸
と
真
っ
向
勝
負
。

ス
ク
イ
ズ
を
決
め
ら
れ
ず
、
逆
に
ス
ク
イ
ズ
で
延
長
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
を
喫
し
た
。

秋
季
県
大
会
で
は
、主
戦
増
成
の
投
打
に
渡
る
活
躍
で
ベ
ス
ト
八
に
進
出
。準
々

決
勝
の
福
井
商
業
戦
も
後
半
一
点
差
ま
で
追
い
上
げ
た
が
、
犠
打
や
走
塁
で
の
ミ

ス
が
響
き
敗
れ
た
。

平
成
二
三
年
度

主
将：

稲
葉
真
悟

最
速
一
四
三
㎞
／
時
の
速
球
と
縦
の
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
武
器
に
県
内
屈
指
の
好
投

手
に
成
長
し
た
増
成
と
、
主
将
を
中
心
と
し
た
鉄
壁
の
守
備
陣
で
甲
子
園
出
場
を

目
指
し
た
。
し
か
し
、
春
夏
と
も
に
初
戦
で
散
り
、
勝
つ
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
切
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に
感
じ
た
。
増
成
は
、
阪
神
大
学
野
球
連
盟
に
所
属
す
る
天
理
大
学
で
野
球
を
続

け
て
い
る
。
平
成
二
五
年
に
は
、
小
林
に
続
き
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
に
出
場
。

神
宮
の
マ
ウ
ン
ド
を
経
験
で
き
た
こ
と
で
、今
後
更
な
る
進
化
を
遂
げ
る
で
あ
ろ
う
。

平
成
二
四
年
度

主
将：

高
橋
俊
哉

前
年
の
夏
、
新
チ
ー
ム
結
成
以
降
の
四
大
会
全
て
に
お
い
て
、
工
大
福
井
に
敗

れ
た
。
一
一
対
二
の
七
回
コ
ー
ル
ド
か
ら
始
ま
っ
た
チ
ー
ム
が
、
春
季
県
大
会
で

は
四
対
三
の
一
点
差
ま
で
追
い
上
げ
る
、
素
晴
ら
し
い
成
長
を
見
せ
て
く
れ
た
。

選
手
権
福
井
大
会
は
、
初
戦
サ
ヨ
ナ
ラ
負
け
。
武
器
の
機
動
力
が
こ
と
ご
と
く
失

敗
し
、
好
機
を
生
か
し
切
れ
ず
、
好
投
の
主
戦
角
谷
を
援
護
で
き
な
か
っ
た
。

平
成
二
五
年
度

主
将：

砂
谷
海
樹

選
手
権
福
井
大
会
で
は
二
三
年
振
り
の
四
強
進
出
を
果
た
し
た
。
大
会
前
の
練

習
試
合
は
大
敗
か
引
き
分
け
が
殆
ど
で
、
重
苦
し
い
雰
囲
気
の
ま
ま
大
会
を
迎
え

た
。
初
戦
、
七
回
裏
二
死
満
塁
。
主
砲
清
水
の
弾
丸
ラ
イ
ナ
ー
が
左
翼
頭
上
を
越

え
一
気
に
逆
転
勝
ち
。
二
回
戦
は
シ
ー
ド
校
相
手
に
主
戦
宇
随
が
好
投
し
、
最
後

は
吉
川
の
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ッ
ト
で
延
長
戦
に
蹴
り
を
付
け
た
。
準
々
決
勝
は
八
回
を

終
え
五
点
ビ
ハ
イ
ン
ド
。
し
か
し
、
九
回
裏
に
怒
濤
の
連
打
で
一
気
に
同
点
に
持

ち
込
み
延
長
戦
へ
突
入
。
最
後
は
河
野
が
左
翼
席
に
Ｈ
Ｒ
を
放
ち
激
闘
を
制
し
た
。

準
決
勝
の
福
井
商
業
戦
は
、
初
回
中
軸
の
三
連
打
で
先
制
す
る
も
、
守
備
の
乱
れ

か
ら
逆
転
を
許
し
最
後
ま
で
追
い
つ
く
こ
と
が
出
来
ず
決
勝
進
出
を
逃
し
た
。
今

回
の
躍
進
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
へ
の
思
い
に
加
え
、
父
母
会
か
ら
の
目
が
覚
め
る

よ
う
な
激
励
の
言
葉
、
農
球
会
か
ら
の
熱
い
声
援
、
学
校
挙
げ
て
の
大
応
援
な
ど
、

数
多
く
の
要
因
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
二
年
半
の
厳
し
い
練
習
を

乗
り
越
え
、
強
い
結
束
で
チ
ー
ム
を
牽
引
し
た
三
年
生
の
力
こ
そ
、
逆
転
の
連
続

で
勝
ち
上
が
れ
た
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

「
人
間
性
が
野
球
に
表
れ
る
。
ユ
ニ
ホ
ー
ム
の
着
脱
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
外
で

態
度
を
変
え
る
な
。
高
校
球
児
に
相
応
し
い
言
動
を
心
懸
け
、
皆
か
ら
愛
さ
れ
る
、

応
援
さ
れ
る
人
間
の
集
団
で
あ
れ
。」二
一
年
間
監
督
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
多

く
の
指
導
者
か
ら
学
ん
だ
高
校
野
球
像
で
あ
る
。
福
井
農
林
高
校
野
球
部
が
こ
の

言
葉
を
実
現
し
た
と
き
、
夢
の
扉
は
開
か
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

（
顧
問

島
田

克
久

記
）

サ
ッ
カ
ー
部

サ
ッ
カ
ー
部
は
今
年
で
創
部
六
〇
周
年
を
迎
え
、
過
去
に
は
輝
か
し
い
伝
統
を

築
い
て
下
さ
っ
た
先
輩
、
指
導
者
が
お
ら
れ
た
。
卒
業
後
も
、
多
く
の
卒
業
生
が

選
手
や
指
導
者
と
し
て
福
井
県
サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
上
げ
、
県
内
サ
ッ
カ
ー
の
活
性

化
と
普
及
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
こ
の
一
〇
年
間

山
崎
市
兵
衛
実
習
教
諭
は
部
長
と
し
て
変

わ
ら
ず
就
任
し
、
顧
問
と
し
て
次
の
方
が
歴
任
さ
れ
た
。

平
成
一
六
年
〜
二
〇
年
度
、

八
杉
秀
樹

教
諭
（
現

武
生
高
校
教
諭
）

平
成
二
一
年
度

高
崎
裕
武

教
諭
（
現

農
業
試
験
場
）

平
成
二
二
年
〜
二
四
年
度

寺
井
隆
人

教
諭

こ
の
一
〇
年
間
で
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
平
成
二
〇
年
よ
り
、
春
季
強
化
大
会
に

変
わ
っ
て
福
井
県
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
が
始
ま
っ
た
事
で
あ
る
。
平
成
二
一
年
よ
り
福

井
県
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
は
、
前
期
・
後
期
制
に
変
わ
り
、
通
年
通
し
て
リ
ー
グ
戦
で

サ
ッ
カ
ー
を
行
う
（
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
推
奨
）
事
が
福
井
県
の
高
校
サ
ッ
カ
ー

会
に
新
し
く
加
わ
っ
た
。
本
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
Ｆ
３
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
そ
の
年

は
、
Ｂ
グ
ル
ー
プ
２
位
に
付
け
て
い
る
。
平
成
二
二
年
は
、
県
民
体
育
祭
も
福
井

県
ユ
ー
ス
リ
ー
グ
と
し
て
扱
う
よ
う
に
な
り
試
合
数
も
増
加
し
た
。
本
校
は
Ｆ
３

リ
ー
グ
で
２
位
と
な
り
、
入
替
戦
に
も
勝
ち
Ｆ
２
リ
ー
グ
に
昇
格
し
た
。
平
成
二

三
年
は
、
Ｆ
２
リ
ー
グ
で
は
な
か
な
か
勝
て
ず
Ｆ
３
に
降
格
す
る
苦
い
経
験
も
し

て
い
る
。
現
在
は
、
Ｆ
３
リ
ー
グ
の
中
で
生
徒
た
ち
は
日
々
の
練
習
に
一
生
懸
命
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取
り
組
み
汗
を
流
し
て
い
る
。
近
年
部
員
の
減
少
で
、
助
人
を
借
り
て
新
人
戦
を

戦
う
な
ど
の
苦
し
い
思
い
を
し
て
い
る
が
、
地
道
な
練
習
が
実
り
初
戦
突
破
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

最
後
に
歴
代
続
い
て
い
る
部
の
方
針
を
列
記
す
る
。

一
、
日
々
の
練
習
を
通
し
て
、
強
い
体
と
健
全
な
精
神
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指

し
、
ま
た
勉
強
と
両
立
さ
せ
部
活
に
片
寄
ら
な
い
人
間
を
養
成
す
る
。

一
、
日
々
の
部
活
動
の
中
で
礼
儀
、
師
弟
関
係
、
上
下
関
係
、
物
を
愛
す
る
気

持
ち
を
学
ば
せ
る
。

一
、
各
大
会
、
練
習
試
合
な
ど
で
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
勝
負
強
い
人
間
を
醸

成
す
る
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
他
校
生
と
の
交
流
の
輪
を
広
げ
る
。

本
校
一
〇
〇
周
年
記
念
史
（
山
崎
市
兵
衛

記
）
よ
り
引
用

（
顧
問

寺
井

隆
人

記
）

相

撲

部

平
成
一
六
年
よ
り
、
私
の
恩
師
、
田
畑
輝
彦
教
諭
か
ら
相
撲
部
顧
問
を
引
き

継
い
だ
。

部
員
は
四
名
、
監
督
就
任
一
年
目
は
、
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
と
、
春
の
セ
ン
バ
ツ

へ
の
団
体
出
場
権
を
逃
が
し
た
。
二
年
目
は
、
有
望
な
新
入
生
二
名
を
獲
得
。
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
は
、
通
常
な
ら
団
体
戦
五
名
で
戦
う
所
を
本
校
は
四
名
で
出
場

し
た
。
何
と
か
接
戦
を
制
し
、
監
督
就
任
し
て
初
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め

た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
、
団
体
戦
は
健
闘
す
る
も
予
選
敗
退

だ
っ
た
。
監
督
就
任
三
年
目
、
新
入
生
は
ゼ
ロ
…
。
部
員
は
総
勢
で
も
三
名
と
厳

し
い
状
況
が
続
い
た
。
三
名
で
は
団
体
戦
は
ま
と
も
に
戦
え
な
い
。
そ
こ
で
、
柔

道
経
験
の
あ
る
三
年
生
を
二
名
借
り
て
予
選
か
ら
五
名
で
出
場
し
た
。
助
っ
人
の

活
躍
も
あ
り
、
何
と
か
県
予
選
三
連
覇
を
果
た
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
は
和
歌
山

県
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
に
続
き
ま
た
も
団
体
予
選
で
敗
退
と
な
っ
た
。
四
年
目
は

念
願
の
新
入
部
員
が
三
名
も
入
っ
た
。
こ
の
年
か
ら
安
定
し
て
成
績
が
残
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
や
は
り
総
部
員
数
が
多
け
れ
ば
、
そ
の
分
活
気
あ
る
稽
古
が
で
き
、

試
合
で
も
好
成
績
を
残
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
年
目
か
ら
平
成
二
四
年
ま
で
、

し
っ
か
り
と
連
覇
は
果
た
し
続
け
て
い
る
。
平
成
二
四
年
ま
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
は
八
連
覇
、
春
の
セ
ン
バ
ツ
予
選
は
七
連
覇
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
相
撲
部

Ｏ
Ｂ
の
先
輩
た
ち
や
県
相
撲
連
盟
役
員
の
皆
様
方
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

今
後
の
相
撲
部
が
さ
ら
に
全
国
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
毎
日
の
稽
古
に
精
進
し
て

い
こ
う
と
思
う
。

【
近
年
五
年
間
の
戦
績
】

平
成
二
〇
年
度

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

団
体
三
二
強

平
成
二
一
年
度

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

団
体
一
六
強

※
平
成
四
年
以
来
・
一
七
年
ぶ
り

平
成
二
二
年
度

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

個
人
八
強

上
中

諒
選
手

※
県
勢
三
八
年
ぶ
り

全
国
高
等
学
校
相
撲
金
沢
大
会

団
体
一
六
強

※
平
成
五
年
以
来
・
一
七
年
ぶ
り

平
成
二
三
年
度

全
国
高
等
学
校
相
撲
選
抜
大
会

団
体
三
二
強

※
平
成
一
〇
年
以
来
・
一
三
年
ぶ
り

平
成
二
四
年
度

イ
ン
タ
ー
ハ
イ

団
体
三
二
強

全
国
高
等
学
校
相
撲
金
沢
大
会

団
体
一
六
強

【
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
採
用
・
出
演
】

平
成
一
八
年

六
月
二
六
日

Ｆ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ

「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
福
井
」
〜
部
活
の
細
道

平
成
二
〇
年

三
月
二
九
日

福
井
テ
レ
ビ
「
チ
カ
ッ
ペ
」
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平
成
二
一
年

一
月
二
日

福
井
テ
レ
ビ
「
日
中
韓
三
国
共
同
制
作
番
組

ぐ
る
っ
と
ア
ジ
ア

誇
り
を
胸
に
！
国
技
の
世
界
」

九
月
七
日

福
井
テ
レ
ビ
「
い
〜
ざ
ぁ
え
え
Ｄ
ａ
ｙ
」

平
成
二
二
年

一
月
二
六
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
井
「
ほ
や
ほ
や
気
分
」

〜
５
０
５
０
ふ
く
い
の
た
ま
ご

二
月
一
八
日

Ｇ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ａ
「
笑
い
飯
の
笑
う
ス
ポ
ー
ツ
飯
」

九
月
二
四
日

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
井
「
ニ
ュ
ー
ス
ザ
ウ
ル
ス
ふ
く
い
」

（
顧
問

福
島

祐
樹

記
）

陸

上

部

「
時
間
厳
守
」「
練
習
集
中
」「
課
題
意
識
」

平
成
二
一
年
四
月
、
私
が
福
井
農
林
高
校
に
着
任
し
陸
上
部
顧
問
と
な
っ
た
時

に
掲
げ
た
練
習
約
束
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「
競
い
合
い
」「
支
え
合
い
」「
励
ま
し
合
う
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
部
員
達
は
毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

現
在
部
員
数
は
、三
年
生
七
名

二
年
生
七
名
、一
年
生
七
名

計
二
一
名
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
が
中
学
校
の
時
に
陸
上
経
験
者
で
は
な
い
が
、
陸
上
競
技
を
好
き
に
な

り
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
、
厳
し
い
練
習
を
み
ん
な
で
乗
り
越
え
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
自
己
新
記
録
は
も
ち
ろ
ん
、
北
信
越
大
会
・
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
出
場
を
目
指
し
て
毎
日
頑
張
っ
て
い
る
。

顧
問
は
小
竹
正
仁
教
諭
（
現
羽
水
高
）
が
長
年
福
井
農
林
校
陸
上
部
を
創
り
上

げ
支
え
て
き
て
く
だ
さ
り
、
多
く
の
北
信
越
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
選
手
を
輩
出

さ
れ
た
。
特
に
、
今
や
日
本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ハ
ー
ド
ラ
ー
の
村
尾
裕
紀
選
手

を
育
て
上
げ
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
平
成
二
一
年
の
一
年
間

は
一
緒
に
顧
問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
初
め
て
の
高
校
勤
務
だ
っ
た
私
は
、
多
く

の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
私
は
ま
だ
五
年
目
で
、
何
と
か
毎
年
北
信
越

大
会
出
場
選
手
は
育
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、
是
非
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
選
手
を
育
て
た

い
と
日
々
部
活
動
に
情
熱
を
燃
や
し
て
い
る
。

陸
上
競
技
は
個
人
競
技
で
は
あ
る
が
、
福
農
陸
上
部
と
し
て
の
チ
ー
ム
力
を
大

切
に
し
、
そ
の
中
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
選
手
が
育
っ
て
い
く
部
活
動
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
。
春
の
三
国
合
宿
、
夏
の
大
野
合
宿
は
恒
例
に
な
っ
て
お
り
、
体
力

・
技
術
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
福
農
陸
上
部
と
し
て
の
チ
ー
ム
づ
く
り
も

大
き
な
目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
陸
上
部
通
信
も
年
間
三
〇
号
前
後
発
刊
し
、
毎
月
の
予
定
や
大
会
出
場

連
絡
・
結
果
等
の
連
絡
や
意
欲
喚
起
の
た
め
の
格
言
（
？
）
等
も
掲
載
し
て
、
少

し
で
も
陸
上
競
技
を
好
き
に
な
り
、
陸
上
競
技
の
楽
し
さ
や
強
く
な
る
た
め
に
ど

う
あ
る
べ
き
か
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

部
活
動
中
は
、
技
術
指
導
は
も
と
よ
り
、
い
か
に
生
徒
達
に
や
る
気
を
持
た
せ

る
か
が
重
要
だ
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
、
夢
を
持
た
せ
、
目
標
を
作
り
、
課
題

を
意
識
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
積
極
的
に
声
を
か
け
て
い
る
。

私
自
身
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
陸
上
競
技
を
通
し
て
、
努
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
や
仲
間
の
大
切
さ
を
自
覚
し
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
必
死
で
汗
を
流
し
た
こ

と
が
、
将
来
、
き
っ
と
生
徒
達
自
身
の
宝
と
な
り
支
え
に
な
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
と
思
う
。

（
顧
問

長
谷
川

巧

記
）

テ
ニ
ス
部

テ
ニ
ス
部
は
、
平
成
五
年
に
女
子
テ
ニ
ス
部
か
ら
テ
ニ
ス
部
に
名
称
を
変
更
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
校
内
に
は
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
と
ク
レ
イ
コ
ー
ト
が
そ
れ
ぞ
れ

一
面
ず
つ
あ
る
が
、
ク
レ
イ
コ
ー
ト
は
日
当
た
り
が
悪
く
足
が
滑
り
や
す
い
の
で
、

普
段
の
練
習
は
専
ら
ハ
ー
ド
コ
ー
ト
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
木
曜
日
七
時
間
目

や
週
末
は
、
近
く
の
ち
ぐ
さ
公
園
や
中
藤
河
川
公
園
、
天
池
河
川
公
園
な
ど
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
に
行
き
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
中
心
の
練
習
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
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平
成
二
四
年
は
、
男
子
一
四
名
、
女
子
九
名
の
二
三
名
で
活
動
を
開
始
し
た
。

今
年
は
一
年
生
女
子
の
入
部
が
な
く
残
念
だ
っ
た
。
活
動
内
容
は
副
顧
問
の
松
田

先
生
の
長
年
の
テ
ニ
ス
指
導
経
験
か
ら
作
ら
れ
た
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
も
と
に
、
毎

日
暗
く
な
る
ま
で
コ
ー
ト
で
頑
張
っ
て
い
る
。
練
習
で
は
「
自
主
・
自
立
の
精

神
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
上
級
生
が
下
級
生
を
指
導
す
る
中
で
、
互
い
に
切
嵯
琢
磨
し
、

技
術
の
向
上
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
精
神
の
向
上
に
励
ん
で
い
る
。
な
お
、
男
女
が
仲

良
く
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
の
も
本
校
の
よ
き
伝
統
だ
と
思
う
。

試
合
は
、
五
月
、
八
月
、
九
月
に
高
体
連
主
催
で
開
催
さ
れ
た
春
季
総
体
、
県

民
ス
ポ
ー
ツ
祭
、
新
人
大
会
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
四
月
と
八
月
に
協
会
主
催
で

開
催
さ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
に
も
参
加
し
た
。
団
体
戦
で
は
、
男
女
と
も

初
戦
突
破
が
当
面
の
目
標
で
あ
る
。
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は
全
員
初
戦
突

破
を
目
標
に
掲
げ
、
男
女
と
も
に
健
闘
し
、
三
回
戦
、
四
回
戦
と
進
出
し
た
選
手

も
い
た
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
や
勝
利
へ
の
こ
だ
わ
り
な
ど
は
後
輩
へ

の
よ
い
手
本
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
先
輩
の
長
所
が
後
輩
へ
受
け
継
が
れ
て
福
井
農
林
高
校
テ
ニ
ス
部
の

よ
き
伝
統
が
こ
れ
か
ら
も
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

（
顧
問

橋
本

健
一

記
）

卓

球

部

卓
球
部
は
、
平
成
二
四
年
現
在
、
男
子
一
〇
名
、
女
子
五
名
で
活
動
し
て
い
る
。

平
成
二
三
年
に
女
子
が
入
部
し
、
平
成
一
七
年
以
降
男
子
の
み
の
大
会
出
場
だ
っ

た
が
、
男
女
揃
っ
て
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
部
員
数

は
、
学
年
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
多
数
入
部
す
る
学
年
が
あ
る
一
方
、
一
名

も
し
く
は
入
部
な
し
と
い
っ
た
学
年
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
卓

球
が
好
き
な
生
徒
が
、
粘
り
強
く
活
動
を
続
け
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
に
入

っ
て
か
ら
卓
球
を
始
め
る
生
徒
も
お
り
、
中
学
校
か
ら
の
経
験
の
あ
る
生
徒
が
中

心
と
な
り
、
生
徒
同
士
で
練
習
を
組
み
立
て
て
い
る
。

試
合
は
、
六
月
の
春
季
総
体
、
七
月
の
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
、
一
一
月
の
新
人
大

会
を
中
心
に
出
場
し
て
い
る
。
個
人
戦
の
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
三
回
戦
、
四
回
戦

と
進
出
す
る
生
徒
が
い
る
が
、
団
体
戦
で
の
当
面
の
目
標
は
初
戦
突
破
で
あ
る
。

ダ
ブ
ル
ス
を
苦
手
と
す
る
生
徒
が
多
く
、
今
後
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
生

徒
と
共
に
試
行
錯
誤
の
部
活
動
運
営
だ
が
、
経
験
者
を
中
心
に
よ
り
上
位
を
狙
え

る
実
力
を
つ
け
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。（
顧
問

塚
倉

知
美

記
）

剣

道

部

「
感
謝
と
思
い
や
り
を
忘
れ
ず
」

剣
道
部
は
平
成
二
四
年
現
在
、
男
子
七
名
で
活
動
し
て
い
る
。
私
が
顧
問
を
務

め
て
い
る
の
は
五
年
前
か
ら
だ
が
、
部
員
は
男
女
と
も
少
人
数
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が

や
っ
と
団
体
戦
が
組
め
る
状
況
で
あ
る
。
こ
ん
な
苦
し
い
状
況
だ
が
、
部
員
は
毎

日
明
る
く
元
気
に
活
動
し
て
い
る
。

剣
道
部
に
入
部
し
て
く
る
生
徒
は
、
中
学
校
時
代
の
経
験
者
が
多
い
が
、
何
名

か
は
高
校
か
ら
剣
道
を
始
め
る
生
徒
も
い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
全
体
練

習
後
、
経
験
者
が
居
残
り
で
教
え
て
く
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
顧
問
か
ら
指
示
し
た

わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
、
何
年
も
前
か
ら
続
い
て
い
る
。
こ
と
あ
る
ご
と
に
生
徒

に
話
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
剣
道
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
前
に
、

高
校
生
と
し
て
毎
日
登
校
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
よ
う
。
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て

こ
そ
今
の
自
分
が
い
る
こ
と
を
見
つ
め
直
し
感
謝
し
よ
う
。
部
活
と
は
ク
ラ
ス
、

学
年
を
超
え
て
集
ま
っ
た
同
じ
志
を
持
つ
人
間
の
集
ま
り
、
だ
か
ら
こ
そ
気
配
り

思
い
や
り
を
忘
れ
ず
に
毎
日
を
過
ご
そ
う
。」と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
言
葉
の
表
現

の
一
つ
が
、
技
術
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
部
員
を
教
え
る
気
持
ち
と
、
早
く
追
い

つ
か
な
け
れ
ば
と
頑
張
る
気
持
ち
と
の
双
方
の
思
い
や
り
だ
と
考
え
て
い
る
。
平

成
二
四
年
の
春
季
総
体
男
子
団
体
戦
で
は
抽
選
の
良
さ
も
あ
り
ベ
ス
ト
八
に
進
出
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し
た
。
私
自
身
も
ま
さ
か
と
思
っ
た
が
、
先
鋒
か
ら
大
将
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を

出
し
尽
く
し
た
結
果
だ
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
部
員
一
人
一
人
が
感
謝
と

思
い
や
り
を
忘
れ
ず
精
進
し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問

釼
内

倫
夫

記
）

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

私
は
平
成
一
八
年
四
月
に
福
井
農
林
高
校
に
着
任
し
、
男
子
バ
レ
ー
部
顧
問
と

な
っ
た
。

部
員
数
は
、
平
成
二
五
年
四
月
現
在
、
三
年
生
七
名

二
年
生
六
名
、
一
年
生

八
名

計
二
一
名
で
あ
る
。

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
こ
の
一
〇
年
間
、
近
藤
貞
則
教
諭
・
宇
城
敏
史
教

諭
が
正
顧
問
、
野
路
正
春
実
習
助
手
・
夛
田
慎
吾
実
習
助
手
が
副
顧
問
に
就
任
し

指
導
に
あ
た
っ
て
き
た
。

こ
の
一
〇
年
間
の
成
績
は
、
近
藤
貞
則
教
諭
が
監
督
を
務
め
た
平
成
一
五
年
春

季
総
体
で
準
優
勝
し
、
北
信
越
大
会
に
出
場
し
た
。
宇
城
敏
史
教
諭
が
監
督
を
務

め
た
平
成
二
〇
年
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
第
三
位
、
平
成
二
二
年
全
日
本
選
手
権
福
井

県
予
選
会
（
春
の
高
校
バ
レ
ー
）
第
三
位
、
同
年
新
人
大
会
第
三
位
（
北
信
越
新

人
大
会
出
場
）、平
成
二
三
年
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
第
三
位
、
全
日
本
選
手
権
福
井
県

予
選
会
（
春
の
高
校
バ
レ
ー
）
第
三
位
、
平
成
二
五
年
春
季
総
体
第
三
位
、
全
日

本
選
手
権
福
井
県
代
表
決
定
戦
進
出
、
新
人
大
会
準
優
勝
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
二
三
年
に
は
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
主
催
の
コ
ー
チ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
を

受
け
た
。
こ
の
コ
ー
チ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
各
都
道
府
県
で
全
国
大
会
出
場
を

目
指
し
て
い
る
学
校
に
、
元
全
日
本
選
手
等
の
優
秀
な
コ
ー
チ
を
派
遣
し
て
、
強

化
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
と
い
う
事
業
で
、
こ
の
年
が
コ
ー
チ
ン
グ
キ
ャ
ラ
バ
ン
最

後
の
年
で
あ
っ
た
。

元
全
日
本
で
、
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
監
督
（
現
在
は
ト
ヨ
タ
車
体
監
督
に
就
任
）
の

泉
川
正
幸
氏
（
宇
城
敏
史
と
は
大
学
の
同
級
）
が
コ
ー
チ
と
し
て
来
校
。
能
登
で

行
わ
れ
た
合
宿
と
、
本
校
で
の
練
習
で
指
導
を
受
け
、
選
手
と
し
て
、
チ
ー
ム
と

し
て
の
あ
り
方
等
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
こ
の
模
様
は
、
福
井
テ
レ

ビ
「
チ
カ
ッ
ペ
」
と
い
う
番
組
で
放
送
さ
れ
、
部
員
た
ち
に
と
っ
て
も
思
い
出
に

残
る
出
来
事
だ
っ
た
と
思
う
。

我
が
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
文
武
両
道
を
目
指
し
て
い
る
。
こ
の
七
年
間
で
、

日
本
体
育
大
学

東
京
農
業
大
学

県
立
大
学
、
福
井
大
学
へ
進
学
し
た
。
大
学

卒
業
後
、
体
育
教
員
を
目
指
し
採
用
試
験
を
受
け
て
い
る
部
員
も
い
る
。
ま
た
、

部
活
動
を
通
じ
て
、
仲
間
を
信
頼
す
る
、
仲
間
と
団
結
す
る
、
そ
し
て
何
事
に
も

闘
志
を
燃
や
す
姿
勢
を
養
い
、
社
会
に
出
て
通
用
す
る
人
材
を
育
て
て
い
き
た
い

と
思
う
。
ま
た
、
六
年
後
の
福
井
国
体
で
、
選
手
と
し
て
、
大
会
役
員
と
し
て
よ

り
多
く
の
卒
業
生
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
顧
問

宇
城

敏
史

記
）

レ
ス
リ
ン
グ
部

本
校
の
レ
ス
リ
ン
グ
部
は
、
平
成
一
〇
年
に
同
好
会
か
ら
出
発
し
て
、
翌
一

一
年
に
部
活
動
に
昇
格
し
、
一
四
年
目
を
迎
え
た
。
中
学
校
に
は
な
い
競
技
と
い

う
こ
と
で
、
み
ん
な
初
心
者
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
競
技
人
口
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
一
生
懸
命
練
習
に
励
め
ば
、
県
の
代
表
と
し
て
北
信
越
大
会
や
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
な
ど
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

創
部
四
年
目
に
は
団
体
戦
で
北
信
越
大
会
に
出
場
し
、
一
〇
年
目
の
平
成
二
〇

年
に
は
県
高
校
総
体
団
体
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
翌
年
も
県
高
校
総
体
で
優
勝
し
、
二
年
連
続
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
場
を
果
た
し
た
。
そ
の
後
も
、
個
人
戦
に
お
い
て
多
く
の
選
手
が
、
北
信
越
大

会
や
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
に
出
場
し
続
け
て
い
る
。

現
在
は
、
創
部
以
来
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
た
、
山
本
公
裕
教
諭
が
転
勤

と
な
り
、
後
を
引
き
継
い
だ
西
田
耕
一
朗
コ
ー
チ
に
指
導
を
仰
ぎ
、
練
習
に
励
ん
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で
い
る
。

本
年
度
は
福
井
国
体
に
向
け
て
強
化
推
進
校
の
指
定
を
受
け
た
。
大
変
名
誉
な

こ
と
だ
が
、
も
っ
か
部
員
不
足
が
一
番
の
課
題
で
あ
り
、
来
春
に
は
た
く
さ
ん
の

新
入
部
員
が
入
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

卒
業
後
も
大
学
で
活
躍
す
る
選
手
や
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
に
参
加
し
て
、
国
体

予
選
に
挑
ん
で
戦
う
卒
業
生
の
姿
に
、
後
輩
た
ち
は
励
ま
さ
れ
、
日
々
の
練
習
に

努
力
し
て
い
る
。
今
後
も
「
部
活
動
を
通
し
て
人
間
形
成
」
を
目
標
に
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
。

（
顧
問

田
原

康
治

記
）

女子バレーボール部
●福井農林高校女子バレーボール部のあゆみ（Ｈ１６～Ｈ２４）

（顧問 浅 井 裕美子記）

平
成
一
六
年
度

県高校バレーボール選手権大会兼中部日本６人制大会予選 ４月
予 選 ０－２ 対高志

２－０ 対丹南
１回戦 ０－２ 対高志

春季総体 ６月
予 選 ０－２ 対三国

２－０ 対丸岡
１回戦 ０－２ 対武生

県民体育大会 ８月 １回戦 ０－２ 対丸岡

新人大会 １１月
予 選 ０－２ 対金津

２－０ 対丹生
１回戦 ０－２ 対高志

平
成
一
七
年
度

県高校バレーボール選手権大会兼中部日本６人制大会予選 ４月

予 選 １－２ 対敦賀
２－０ 対若狭東

１回戦 ２－０ 対藤島
２回戦 ０－２ 対足羽

春季総体 ６月
予 選 ０－２ 対敦賀

２－０ 対丹生
１回戦 ０－２ 対武生商業

県民スポーツ祭 ８月 ２回戦 ０－２ 対藤島

新人大会 １１月 予 選 ０－２ 対若狭
０－２ 対藤島

平
成
一
八
年
度

県高校バレーボール選手権大会兼中部日本６人制大会予選 ４月 予 選 ０－２ 対三国
０－２ 対�江

春季総体 ６月 予 選 ０－２ 対三国
０－２ 対丹生

県民スポーツ祭 ８月 １回戦 棄権 対藤島
新人大会 １１月 不参加

平
成
一
九
年
度

県高校バレーボール選手権大会兼中部日本６人制大会予選 ４月 予 選 ０－２ 対丹生
０－２ 対大野東

春季総体 ６月 予 選 ０－２ 対大野
０－２ 対福井高専

県民スポーツ祭 ８月 １回戦 ２－０ 対丸岡
２回戦 ０－２ 対羽水

新人大会 １１月 予 選 ０－２ 対羽水
１－２ 対藤島

平
成
二
〇
年
度

県高校バレーボール選手権大会兼中部日本６人制大会予選 ４月 予 選 ０－２ 対大野
０－２ 対勝山南

春季総体 ６月 予 選 ０－２ 対大野東
０－２ 対金津

県民スポーツ祭 ８月 １回戦 ０－２ 対若狭

新人大会 １１月
予 選 ０－２ 対三国

２－０ 対大野東
１回戦 ０－２ 対丹南

平
成
二
一
年
度

県高校バレーボール選手権大会兼中部日本６人制大会予選 ４月 予 選 ２－０ 対藤島
１回戦 ０－２ 対武生

春季総体 ６月
予 選 ０－２ 対丹生

２－０ 対勝山南
１回戦 ０－２ 対福井

県民スポーツ祭 ８月 １回戦 ０－２ 対若狭東

新人大会 １１月 予 選 １－２ 対若狭東
０－２ 対足羽

平
成
二
二
年
度

県高校バレーボール選手権大会兼中部日本６人制大会予選 ４月 予 選 ０－２ 対大野
１－２ 対丸岡

春季総体 ６月 予 選 ２－１ 対丸岡
１回戦 ０－２ 対美方

県民スポーツ祭 ８月 １回戦 １－２ 対武生
全日本バレーボール高校選手権大会県予選会 １１月 １回戦 １－２ 対武生商業

新人大会 １月 予 選 １－２ 対敦賀気比
０－２ 対羽水

平
成
二
三
年
度

県高校バレーボール選手権大会兼中部日本６人制大会予選 ４月
予 選 ０－２ 対高志

２－０ 対勝山南
１回戦 １－２ 対若狭

春季総体 ６月
予 選 ０－２ 対敦賀

２－１ 対丸岡
１回戦 ０－２ 対武生商業

県民スポーツ祭 ８月 １回戦 ２－１ 対武生商業
２回戦 ０－２ 対福井

全日本バレーボール高校選手権大会県予選会 ９月 １回戦 １－２ 対敦賀気比

新人大会 １１月
予 選 ２－１ 対勝山
１回戦 ２－０ 対福井高専
２回戦 ０－２ 対敦賀

平
成
二
四
年
度

県高校バレーボール選手権大会兼中部日本６人制大会予選 ４月
予 選 ０－２ 対啓新

２－０ 対藤島
１回戦 ０－２ 対武生

春季総体 ６月 予 選 ２－０ 対藤島
１回戦 ０－２ 対丹生

県民スポーツ祭兼全日本バレーボール高校選手権大会県予選会 ９月 １回戦 ２－０ 対�江
２回戦 ０－２ 対仁愛女子

新人大会 １１月
予 選 ０－２ 対敦賀

２－０ 対�江
１回戦 ０－２ 対福井高専

―１７２―



各部顧問・生徒数一覧（平成６年～１５年）

文

化

平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年

文 芸 木藤 ４ 山形 １９ 山形・竹原 ２２ 山形・岩尾 ２７ 山形・岩尾・野田 ２１

演 劇 橋本宏・松下 ７ 橋本宏・松下 ７ 伊藤・末本・野田・時田 ５ 伊藤・末本 ５ 加藤・末本 ４

美 術 笹口・藤野 ２５ 藤野・笹口 ８ 長谷部・笹口 ５ 長谷部・笹口 ７ 笹口・酒井勇 １４

書 道 山下・田中 ４ 田中・山下 １３ 田中・西澤 ２３ 田中・西澤 １８ 西澤・田中 １６

吹 奏 楽 宇野・出口 １０ 宇野・出口 １７ 宇野・出口 １９ 宇野・堂埜 １４ 宇野・佐々木 １５

放 送 竹内眞 ４ 吉田・近藤 １ 吉田・八杉一 １ 吉田・野田 １ 吉田・蓮浦 ２

邦 楽 青山・茨山・永田 ７ 青山・長谷川智・西澤 １３ 青山・長谷川智 ６ 青山・長谷川智 ７ 長谷川智・竹原 ６

茶 華 道 平馬・野坂 １３ 平馬・野坂 １３ 平馬・野坂 ６ 平馬・野坂 ７ 平馬・酒井麻 １３

Ｊ Ｒ Ｃ 松川 ３３ 松川・下牧 ２２ 松川・下牧 ２６ 土谷・下牧 １１ 谷口・下牧・土谷 １９

郷土芸能 岡田・橋本靖・馬場 ５２ 岡田・橋本靖・馬場 ４５ 岡田・南（橋本靖）・馬場 ４１ 岡田・橋本靖・末本 ３２ 岡田・橋本靖・谷口 ３３

軽 音 楽 出口 ４ 出口 １ 出口 ２

合 唱 宇野 ０ 宇野 ２ 宇野 ０ 宇野 ０

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年

文 芸 岩尾・長谷川恵 １５ 塚倉・長谷川恵 １４ 中山恵・塚倉 ２０ 中山・塚倉 １９ 中山・塚倉 ２０

演 劇 加藤・大垣 １０ 伊藤・高橋 １１ 伊藤・下牧 １３ 菅井・下牧・池内 １７ 菅井・下牧・池内 １７

美 術 酒井・藤野 ８ 酒井・藤野 ９ 酒井・今井 ７ 酒井・湯川 ９ 酒井・亀井 １２

書 道 西澤・田中 １８ 西澤・田中 ２１ 小林・田中 １８ 鈴木・田中 １０ 鈴木・田中 １７

吹 奏 楽 宇野・佐々木 １８ 稗田・佐々木 ２０ 稗田・竹内志 ２１ 稗田・渡邊 １１ 稗田・渡邊則 １４

放 送 大垣・時田 ０ 岩尾・鈴木 ３ 岩尾・松田 ２ 岩尾・小林 １ 岩尾・小林 ３

邦 楽 長谷川智・竹原 ５ 長谷川智・大嶋 １４ 長谷川智・大嶋 ９ 長谷川智・佐々木 １１ 長谷川智・佐々木 ９

茶 華 道 平馬・川本 ９ 大嶋・川本 １１ 大嶋・中山由 ９ 大嶋・中山由 ９ 渡邉千・大嶋・吉田惠 １２

Ｊ Ｒ Ｃ 野田・下牧・土谷 ２２ 野田・下牧・土谷 ２１ 野田・土谷・伴 ２１ 野田・土谷・伴 ２０ 野田・古畑・伴 １３

郷土芸能 岡田・橋本靖・佐々木 ３６ 岡田・橋本・佐々木 ３６ 岡田・橋本・中山恵 ３０ 岡田・橋本・中山恵 ４１ 岡田・橋本 ３８

合 唱 宇野 ０

体

育

平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年

野 球 島田克・柳生 ３２ 島田克・岩尾・多田 ３３ 島田克・岩尾・多田 ３３ 島田克・岩尾・多田 ２７ 島田克・岩尾・多田 ２７

サッカー 八杉・山崎 ３４ 八杉秀・山崎 ２４ 八杉秀・山崎 ２３ 八杉秀・山崎 ２４ 八杉秀・山崎 ２６

相 撲 細川・福島 ４ 細川・福島・桂 ４ 細川・福島・桂 ３ 酒井・福島・桂 ５ 酒井康・福島・桂 ６

陸 上 小竹・中村 １９ 小竹・佐々木 ２１ 小竹・佐々木 １５ 小竹・佐々木 １２ 小竹・佐々木 １３

女子バレー 竹原・伊藤 ２０ 竹原・杉下 １３ 橋本健・竹原 ８ 大嶋・竹原 １５ 大嶋・竹原 １３

男子バレー 近藤・野路 ２６ 鈴木・野路 ２０ 宇城・野路 １０ 宇城・野路 １０ 宇城・夛田 １６

剣 道 松下・鍋島 １０ 松下・鍋島 ８ 八杉一・鍋島 ８ 橋本健・馬場 ９ 時田・釼内 ８

卓 球 田嶋・山口 １３ 田嶋・野田 １１ 田嶋・長谷川智 １６ 堂埜・長谷川智 １９ 田嶋・馬場 １８

女子ハンドボール 谷口・笠羽 ９ 谷口・長谷川智 ８ 谷口・（出口） １０

テ ニ ス 西澤・岩尾 ４０ 津田・野田・河原 ４６ 津田・野田・時田 ３６ 野田・時田 ５４ 橋本健・野田 ３１

レスリング 山本・吉田 １１ 山本・吉田 ７ 山本 １０ 田嶋・津田・辻 １４ 津田・西田・辻 ９

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年

野 球 島田克・岩尾・多田 ２７ 島田克・岩尾・多田 ３０ 島田克・小林 ３２ 島田・小林 ３０ 島田・小林 ２６

サッカー 高崎・山崎・牧田 １２ 寺井・山崎 １５ 寺井・山崎 ２２ 寺井・山崎 １７ 寺井・田原・中山・細川・夛田・山崎 １９

相 撲 橋本健・福島・桂 ８ 橋本健・福島・桂 ９ 八杉・福島・桂 ６ 八杉・福島 ５ 八杉・福島 ３

陸 上 長谷川巧・小竹 １６ 長谷川巧・齋藤訓 ２１ 長谷川巧・齋藤訓 ２０ 長谷川巧・齋藤訓 １６ 長谷川巧・齋藤訓 １７

女子バレー 大嶋・竹原 １６ 浅井・高崎 １２ 浅井・高崎 １２ 高崎・浅井 １６ 大嶋・浅井 １４

男子バレー 宇城・夛田 １７ 宇城・夛田慎 ２１ 宇城・夛田慎 ２１ 宇城・鈴木・夛田慎 ２１ 宇城・鈴木・夛田 ２２

剣 道 松田・釼内 １２ 細川・釼内 １０ 細川・釼内 ４ 細川・釼内 ８ 細川・釼内 １０

卓 球 田嶋・馬場 １４ 田嶋・馬場 ７ 塚倉・馬場 １７ 塚倉・馬場 １５ 塚倉・馬場 ２０

テ ニ ス 齋藤浩・長谷川恵・近間 ４１ 松田・長谷川恵・近間 ３１ 松田・橋本健・近間・佐々木 ２９ 橋本健・谷口・松田・大嶋・近間 ２３ 松田・谷口・渡邉千・近間 ２７

レスリング 吉田・西田・齋藤訓 １１ 吉田・時田・西田 １１ 田原・吉田・西田 ７ 田原・吉田・西田 ８ 吉田幸・西田 ３

数字は部員数
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三

各
部
の
活
躍

環
境
土
木
部

現
在
、
技
術
界
各
分
野
で
環
境
保
全
の
た
め

の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

環
境
工
学
科
で
も
、
林
業
、
造
園
、
農
業
土

木
の
各
分
野
に
お
い
て
地
球
環
境
保
全
の
た
め

の
実
践
的
な
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
環
境
学
習

は
「
農
業
と
環
境
」
や
「
総
合
実
習
」「
課
題
研

究
」
と
い
う
科
目
を
中
心
と
し
て
行
っ
て
い
る

が
、
更
に
発
展
的
な
学
習
と
し
て
課
題
研
究
や

部
活
動
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
）
な
ど
の
実
践

的
な
学
習
に
も
力
を
い
れ
て
い
る
。

本
校
環
境
土
木
部
の
地
道
で
発
想
豊
か
な
取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
て
、
第

八
回
日
本
水
大
賞
に
お
い
て
、
栄
え
あ
る
「
大
賞
」
の
受
賞
と
な
っ
た
。
日
本
水

大
賞
と
は
、
「
安
全
な
水
、
き
れ
い
な
水
、
お
い
し
い
水
に
あ
ふ
れ
る
二
一
世
紀

の
日
本
と
地
球
を
目
指
し
、
水
循
環
の
健
全
化
に
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ
る
活
動

を
し
た
団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
」
で
、
秋
篠
宮
文
仁
殿
下
を
名
誉
総
裁
と

す
る
栄
え
あ
る
賞
で
あ
る
。

今
回
は
足
羽
川
堰
堤
土
地
改
良
区
連
合
と
の
合
同
受
賞
と
な
っ
た
。
研
究
テ
ー

マ
と
受
賞
理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

大
賞
（
合
同
受
賞
）

「
農
業
水
路
へ
の
設
置
を
目
的
と
し
た

小
規
模
魚
道
の
開
発
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
」

福
井
県
立
福
井
農
林
高
等
学
校

環
境
土
木
部

農

業

平成１６年 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年
作物機械 笹口・前田・野路 ６ 細川・前田・野路 ８

園芸科学 蓮浦・山下・高畠 ４ 蓮浦・山下・多田 ６

生物生産 山下・前田・野路 ０ 山下・前田 ２ 山下・夛田 ６

バイオサイエンス 蓮浦・多田 １６ 蓮浦・辻 ２０ 蓮浦・辻 ２２

環境緑化 荒川・下牧 ３ 荒川・下牧 １１ 松下・下牧 １２ 松下・下牧 ８ 釼内・下牧 ４

環境土木 笠羽・山崎 ５ 笠羽・山崎 ６ 吉田・山崎 １４ 八杉一・山崎・吉田 １３ 八杉一・山崎・吉田 １２

生活科学 稲葉・池森 ２２ 稲葉・池森 ２７ 稲葉・池森 １８ 稲葉・池森 ３１ 稲葉・酒井麻 １９

生産流通 茨山・鍋島 ９ 笹口・鍋島 ２ 笹口・鍋島 ６ 笹口・佐々木 ０ 笹口・時田 １１

農業情報処理 長谷川 １９ 長谷川俊・佐々木 ３１ 上野・佐々木 ４０ 上野・馬場 ２０ 上野・馬場 １８

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年
生物生産 山下・夛田・近間 ２ 山下・近間 ９ 山下・近間 ２２ 渡邉・近間 ２２ 渡邉則・近間 ２９

バイオサイエンス 嶋田・齋藤訓 ２０ 嶋田・齋藤訓 １０ 嶋田・齋藤訓 ４ 嶋田・齋藤訓 ２ 嶋田・齋藤訓 ７

環境緑化 釼内・下牧 １２ 釼内・下牧 ６ 釼内・下牧 ６ 釼内・下牧 ８ 釼内・下牧 １２

環境土木 八杉・山崎・吉田・松田 ４ 八杉・吉田・山崎 ７ 吉田・八杉・山崎 ６ 吉田幸・八杉・松田・山崎 ６ 吉田幸・八杉・松田・山崎 ７

生活科学 稲葉・川本 ２２ 稲葉・川本 ２６ 稲葉・中山由 ２４ 稲葉・中山由 ２５ 稲葉・吉田惠 ２１

生産流通 時田・齋藤浩 ２４ 時田・齋藤浩・夛田慎 １６ 時田・夛田慎 １１ 時田・夛田慎 １１ 時田・夛田 ６

農業情報処理 上野・馬場 １１ 齋藤浩・馬場 １８ 齋藤浩・馬場 ２０ 齋藤浩・馬場 ２６ 齋藤浩・馬場 ２３
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「
農
業
水
路
に
生
き
も
の
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
地
域
づ
く
り
」

足
羽
川
堰
堤
土
地
改
良
区
連
合

受
賞
理
由

同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
互
い
に
連
携
し
た
協
働
活
動
で
あ
る
と
判
断
し
、
両
団

体
を
大
賞
と
決
定
し
ま
し
た
。
単
に
生
態
系
保
全
と
い
う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
営

農
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
て
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
評
価
で
き
ま
す
。
水
田
と
河

川
の
生
態
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
分
断
が
言
わ
れ
て
久
し
く
、
そ
れ
を
改
善
し
よ
う

と
い
う
試
み
が
よ
く
伝
わ
る
内
容
で
、
活
動
の
中
心
が
子
供
た
ち
と
の
連
携
を
と

り
な
が
ら
行
う
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
行
っ
て
い
る
環
境
改
善
が
将
来
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ビ
オ
ト
ー
プ
の
造
成
な
ど
の
部
分
的
な

対
策
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、
用
水
路
全
域
に
わ
た
る
分
布
調
査
を
お
こ
な
い
そ

の
結
果
を
環
境
条
件
と
合
わ
せ
て
分
析
で
き
て
い
る
点
な
ど
は
、
自
然
回
復
の
た

め
に
必
要
な
対
策
を
検
討
す
る
上
で
役
立
つ
活
動
が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
具
体
的
、
か
つ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
も
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
両
団
体
の
役

割
も
明
瞭
で
す
。本
賞
で
大
賞
を
受
賞
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

日
本
水
大
賞
の
受
賞
を
受
け
、
平
成
一
八
年
五
月
三
〇
日
に
表
彰
式
及
び
受
賞

活
動
発
表
会
に
参
加
し
た
。
現
在
の
環
境
土
木
部
員
に
よ
っ
て
、
先
輩
た
ち
の
取

り
組
ん
で
き
た
研
究
内
容
を
整
理
し
、
掲
載
原
稿
作
成
・
発
表
準
備
・
発
表
練
習

を
行
っ
て
参
加
し
た
。
会
場
は
、
東
京
の
国
際
連
合
大
学
ウ
・
タ
ン
ト
ホ
ー
ル
と

い
う
場
所
だ
っ
た
。
秋
篠
宮
殿
下
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
お
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
く
と
い
う
大
変
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
と
て
も
よ
い
刺
激
に
な
っ
た
と
思
う
。

取
り
組
ん
で
き
た
事
が
こ
の
よ
う
な
結
果
と
し
て
評
価
さ
れ
、
現
在
、
意
欲
的
に

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
顧
問

吉
田

幸
人

記
）
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郷
土
芸
能
部

台
湾
紀
行
〜
日
本
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
再
認
識
〜

平
成
二
二
年
八
月
一
日
〜
一
〇
日
、
郷
土
芸
能
部
部
員
一
九
名
と
顧
問
二
名
は
、

台
湾
で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
０
宜
蘭
国
際
童
玩
藝
術
節
に
参
加
し
た
。
こ
れ
は
宜

蘭
国
際
童
玩
藝
術
節
実
行
委
員
会
主
催
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
、
我
々
福
井
農
林

高
校
は
、
以
前
韓
国
公
演
で
お
世
話
に
な
っ
た
ユ
ネ
ス
コ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
国
際
民
間
文
化

芸
術
交
流
協
会（
Ｉ
Ｏ
Ｖ
）の
推
薦
を
受
け
、こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
招
待
さ
れ
た
。

日
本
の
他
に
は
ロ
シ
ア
、
メ
キ
シ
コ
、
ト
ル
コ
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
一
〇
ヶ
国

余
り
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム
が
招
待
さ
れ
、
宜
蘭
大
学
の
寮
に
同
宿
し
様
々
な
交
流
を

持
っ
た
。
公
演
は
宜
蘭
市
親
水
公
園
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
、
私
達
は
毎
日
午

後
四
時
か
ら
約
三
〇
分
間
、
和
太
鼓
と
日
本
民
謡
の
演
舞
を
行
っ
た
。
夕
刻
と
い

う
の
に
三
五
〜
三
八
度
と
い
う
猛
烈
な
暑
さ
だ
っ
た
が
、
水
を
テ
ー
マ
に
し
た
親

水
公
園
に
は
連
日
多
く
の
子
ど
も
連
れ
で

賑
わ
い
、
い
つ
も
私
達
の
太
鼓
の
音
が
鳴

り
始
め
る
と
観
客
席
は
満
員
と
な
っ
た
。

公
演
の
期
間
中
に
は
記
者
会
見
が
行
わ

れ
た
り
、
「
日
本
の
日
」「
ロ
シ
ア
の
日
」

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が
特
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
日
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
通
常
の

倍
の
持
ち
時
間
が
与
え
ら
れ
、
お
客
さ
ん

に
太
鼓
を
体
験
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
を

入
れ
た
り
、
日
本
の
お
菓
子
を
配
っ
た
り
、

折
り
紙
で
作
っ
た
コ
マ
や
く
す
玉
を
販
売

す
る
な
ど
楽
し
い
企
画
盛
り
た
く
さ
ん
の

公
演
日
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
毎
に
私
達
の
こ
と
が
新
聞
で
報
じ
ら
れ
、

福
井
農
林
高
校
郷
土
芸
能
部
の
活
動
や
演
奏

の
こ
と
や
日
本
文
化
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
た
。

宿
舎
で
は
、
「
日
本
食
の
日
」
と
い
っ
て

私
達
が
大
学
の
厨
房
に
入
っ
て
日
本
食
を
作

っ
て
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
・
各
国
の
チ
ー
ム
の

人
た
ち
に
紹
介
す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
あ

っ
た
。
私
達
は
そ
う
め
ん
、
巻
き
寿
司
、
味

噌
汁
を
作
っ
て
振
る
舞
っ
た
。
中
で
も
巻
き

寿
司
が
一
番
人
気
で
あ
っ
た
。
料
理
を
振
る

舞
っ
た
後
は
左
義
長
囃
子
を
体
験
し
て
も
ら

っ
た
。
各
国
の
人
々
は
太
鼓
に
群
が
り
喜
ん
で
太
鼓
を
叩
き
、
左
義
長
囃
子
独
特

の
「
浮
き
」
の
動
き
に
合
わ
せ
一
緒
に
踊
り
出
す
と
い
う
何
と
も
言
え
な
い
盛
り

上
が
り
ぶ
り
と
な
っ
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
の
成
果
は
実
質
八
回
の
公
演
を
成
功
さ
せ
た
こ
と

以
外
に
も
、
一
〇
ヶ
国
余
り
の
国
々
の
演
舞
を
見
る
こ
と
が
で
き
異
文
化
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
台
湾
の
食
文
化
、
生
活
文
化
、
価
値
観
の
違
い
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
予
想
以
上
に
外
国
の
方
々
に
日

本
食
や
日
本
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
事
で
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
日

本
文
化
に
誇
り
を
持
て
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
。
「
日
本
文
化
の
素
晴
ら

し
さ
の
再
認
識
が
で
き
た
旅
」
そ
れ
が
台
湾
公
演
で
あ
っ
た
。

（
顧
問

岡
田

玉
緒

記
）
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参
加
生
徒
一
九
名
の
感
想
よ
り
抜
粋

平
泉：

左
義
長
囃
子
の
演
奏
で
は
い
ろ
ん
な
人
が
参
加
し
て
日
本
の
文
化
を
知
っ

て
も
ら
え
た
。
折
り
紙
で
作
っ
た
く
す
玉
や
駒
も
た
く
さ
ん
売
れ
て
多
く

の
人
に
折
り
紙
の
文
化
も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

安
田：

ト
ル
コ
や
タ
イ
の
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。
三
味
線
に
興

味
を
持
っ
て
く
れ
た
人
も
い
て
大
成
功
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
花
笠
音
頭

で
お
客
さ
ん
が
立
っ
て
一
緒
に
踊
っ
て
く
れ
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

谷
口：

親
水
公
園
は
自
然
が
豊
か
で
と
て
も
居
心
地
が
良
い
。
空
港
で
の
荷
物
の

制
限
が
な
か
っ
た
ら
、
日
本
食
や
浴
衣
な
ど
「
日
本
」
ら
し
い
文
化
を
も

っ
と
持
っ
て
き
て
教
え
て
あ
げ
た
か
っ
た
。

富
田：

多
く
の
国
の
人
た
ち
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
た
。
伝
統
的
な
遊

び
や
作
り
物
、
日
本
の
古
く
か
ら
伝
わ
る
文
化
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

田
中：

親
水
公
園
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
で
感
動
。
あ
の
よ
う

な
拍
手
や
飛
び
交
う
歓
声
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

松
田：

民
謡
と
左
義
長
囃
子
な
ど
の
日
本
的
文
化
を
外
国
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

江
守：

食
事
は
あ
ま
り
口
に
合
わ
な
い
も
の
が
多
か
っ
た
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て

も
音
楽
だ
け
で
楽
し
め
る
の
だ
と
実
感
し
た
。

山
尾：

こ
の
よ
う
な
機
会
は
滅
多
に
な
い
の
で
台
湾
遠
征
に
協
力
し
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

藤
澤：

帰
り
際
「
太
鼓
好
き
」
と
日
本
語
で
言
っ
て
く
れ
た
人
が
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
聞
い
て
太
鼓
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
た
。

高
橋：

折
り
紙
で
作
っ
た
「
く
す
玉
」
や
「
駒
」
な
ど
を
パ
レ
ー
ド
を
交
え
て
紹

介
で
き
た
。「
寿
司
」「
味
噌
汁
」「
そ
う
め
ん
」
が
他
の
国
の
人
の
口
に

あ
う
か
と
て
も
不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ど
の
国
の
人
も
日
本
食
を
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
れ
た
し
、
列
が
で
き
る
ほ
ど
大
人
気
だ
っ
た
。

谷
垣：

民
族
舞
踊
と
い
う
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
で
も
ゆ
っ
た
り
し
て
優
雅
な
も
の
の
あ

れ
ば
激
し
い
ダ
ン
ス
も
あ
っ
て
飽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
谷：

「
笑
顔
に
会
い
た
い
」
で
は
お
客
さ
ん
と
一
緒
に
「
わ
っ
し
ょ
い
」
と
叫

ん
で
も
ら
っ
た
。
お
客
さ
ん
も
乗
っ
て
く
れ
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

成
瀬：

他
の
国
の
公
演
は
独
特
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
綺
麗
な
踊
り
を
す
る
国
が
ほ

と
ん
ど
。
私
達
の
演
奏
後
の
た
く
さ
ん
の
拍
手
や
歓
声
を
聞
い
て
台
湾
の

人
が
和
太
鼓
を
受
け
入
れ
て
く
れ
た
こ
と
を
実
感
で
き
た
。

飯
田：

一
〇
日
間
過
ご
し
た
学
生
寮
に
は
他
国
の
チ
ー
ム
も
一
緒
に
泊
ま
っ
た
。

時
々
開
か
れ
る
「
ト
ル
コ
の
日
」「
マ
レ
ー
シ
ア
の
日
」
な
ど
参
加
国
の
料

理
や
音
楽
で
も
て
な
す
日
が
あ
り
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

澤

：

台
湾
語
で
挨
拶
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
最
初
止
ま
っ
て
全
然
言
え
な
か
っ

た
が
台
湾
の
お
客
さ
ん
は
み
ん
な
「
が
ん
ば
れ
」
と
言
っ
て
励
ま
し
て
く

れ
た
。
み
ん
な
い
い
人
た
ち
ば
か
り
だ
っ
た
。

出
口：

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
太
鼓
を
叩
い
た
お
客
さ
ん
と
少
し
会
話
が
で
き
、
楽
し

く
教
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
く
す
玉
や
駒
売
り
で
は
台
湾
の
人
が
日
本
語

で
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
て
う
れ
し
そ
う
に
買
っ
て
く
れ
た
。

長
谷
川：

日
本
代
表
と
し
て
福
井
農
林
高
校
郷
土
芸
能
部
は
た
く
さ
ん
の
人
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
。
演
奏
は
い
つ
も
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
お
客
さ
ん
も
拍
手
や

手
拍
子
を
し
て
く
れ
て
演
奏
し
て
い
る
側
も
気
持
ち
が
上
が
り
ま
し
た
。

森
田：

宿
舎
で
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
み
ん
な
が
好
き
好
き
に
ダ
ン
ス
を
踊

れ
て
他
の
国
々
の
人
と
交
流
で
き
た
の
で
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

藤
塚：

「
日
本
食
の
日
」
の
時
に
作
っ
た
料
理
を
「
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
も
ら

え
た
。
そ
の
食
事
中
の
演
奏
で
は
想
像
以
上
の
人
が
太
鼓
を
打
っ
て
く
れ

た
の
に
驚
い
た
。
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０
時

点呼

点呼朝２：３０

２３
時
３０
分

点呼

点呼

点呼

点呼

点呼

点呼

点呼

２３
時

風呂など
点呼
２３：００

２２
時
３０
分

台湾駒回し

ダンス
パーティー

マレーシア
・トルコ音楽

２２
時

ミーテ
ィング

一部意見交換会

２１
時
３０
分

夕食

ピザ作り
ボランティア高校生交流

日本食の日
左義長演奏

夕食
マレーシア食

２１
時

夕食
トルコ食

夕食

夕食
マック

夕食

夕食

２０
時
３０
分

ショッピング
モールへ

夜市散策

２０
時

親水公園に
道具下ろし

日本食作り

移
動

１９
時
３０
分

小龍包

各国公演鑑賞
メキシコ・ロシア・マレーシア・台湾・

トルコ・リトアニア

１９
時

荷造り

１８
時
３０
分

コンビニへ

１８
時

台北空港～
宜蘭大学

移
動

移
動

移
動

移
動

移
動

移
動

荷下ろし
解散

１７
時
３０
分

公演１
悠久・宜候

公演２
悠久、大地祭り、笑顔

公演３
民謡、大地祭り、宜候

公演４
民謡、大地祭り、宜候

公演５
民謡、悠久、笑顔

公演６
悠久、民謡、宜候

公演７
悠久、宜候、笑顔

公演８
悠久、宜候、儀式

１７
時

国内移動
日本弁当

１６
時
３０
分

１６
時

移動

１５
時
３０
分

リハーサル

準備

準備
打ち合せ

準備

準備
打ち合せ

台湾芸術センター

準備
打ち合せ

準備
打ち合せ

準備
打ち合せ

１５
時

１４
時
３０
分

移
動

休憩

移
動

移
動

休憩

移
動

移
動

１４
時

親水公園
荷解き

準備体操
手合わせ

準備体操
手合わせ

１３
時
３０
分

弁当

ゲームセンター、ショッピングモール
各自昼食

１３
時

待ち時間
荷物チェック

昼食
弁当

１２
時
３０
分

昼食

記者会

昼食

昼食

昼食

昼食

１２
時

移
動

日本の日

１１
時
３０
分

昼食

準備

日本の日の練習

鴨工場見学

宜蘭餅工場見学体験
／一部記者会

移動
機内食

１１
時

台湾の獅子
体験

１０
時
３０
分

準備体操
ミーティング

移
動

準備

１０
時

ミーテ
ィング

練習

９
時
３０
分

ミーテ
ィング

９
時

５：００出発
９：００関空着

朝食

朝食

朝食

朝食

朝食

朝食

朝食

朝食

８
時
３０
分

移
動

８
時

７：３０
朝
食

３：３０
お別れ

８月１日

８月２日

８月３日

８月４日

８月５日

８月６日

８月７日

８月８日

８月９日

８月１０日

８月１１日
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四

福
井
豪
雨
・
東
日
本
大
震
災
支
援
活
動

福
井
豪
雨

忘
れ
ら
れ
な
い
夏

坂
本

伸
子

梅
雨
末
期
の
集
中
豪
雨
は
ど
こ
に
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
今
で
も
予
測

は
困
難
ら
し
い
。
あ
の
年
も
大
変
な
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
新
潟
の
ニ
ュ
ー
ス
を
テ

レ
ビ
で
見
た
時
は
、
ま
さ
か
福
井
で
同
じ
こ
と
が
数
日
後
に
起
こ
る
と
は
予
想
し

て
い
な
か
っ
た
。

平
成
一
六
年
七
月
一
七
日
土
曜
日
、
本
校
で
は
茨
山
教
諭
の
「
ふ
れ
あ
い
ハ
ー

ブ
園
」
が
和
や
か
に
行
わ
れ
て
い
た
。
月
並
み
な
言
い
方
だ
が
ま
さ
に
「
嵐
の
前

の
静
け
さ
」
だ
っ
た
。
そ
の
十
数
時
間
後
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
福
井
県
嶺
北
を
襲
っ

た
。
特
に
美
山
町
、
福
井
市
み
の
り
地
区
、
一
乗
地
区
、
�
江
市
河
和
田
地
区
等

で
甚
大
な
被
害
が
出
た
。

七
月
一
八
日
、
当
日
は
高
校
野
球
の
試
合
が
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の

朝
に
限
っ
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
三
国
の
我
が
家
で
は
、
豪
雨
の
惨
状

を
知
ら
ず
に
い
た
。
柳
生
指
導
部
長
に
「
野
球
の
試
合
、
今
日
は
中
止
で
す
ね
。」

と
の
ん
き
な
声
で
電
話
を
し
、
電
話
の
向
こ
う
で
お
そ
ら
く
必
死
の
作
業
を
続
け

て
い
る
先
生
の
半
ば
呆
れ
れ
た
よ
う
な
声
で
返
答
が
あ
っ
た
の
が
今
で
も
耳
に
残

っ
て
い
る
。

そ
の
夕
、
校
長
、
事
務
長
と
私
は
学
校
に
集
ま
り
、
生
徒
・
教
職
員
の
被
害
の

集
約
に
努
め
る
こ
と
と
今
後
の
対
策
を
練
っ
た
。
や
が
て
本
校
で
は
生
産
流
通
科

の
生
徒
の
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
加
え
、
美
山
町
の
男
子
バ
レ
ー
部
生
徒
が

家
屋
全
壊
の
被
害
を
被
っ
た
他
、
約
二
〇
名
の
生
徒
・
職
員
に
床
下
床
上
浸
水
の

被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

二
〇
日
火
曜
日
、
一
学
期
終
業
式
の
後
、
早
速
バ
レ
ー
部
員
が
顧
問
と
と
も
に

被
災
し
た
仲
間
の
家
へ
駆
け
つ
け
た
。
生
徒
会
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
た
。
生
徒
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
か
け
た
こ
と
は
、
そ
の
日
高
校

教
育
課
へ
連
絡
を
入
れ
た
。
（
後
に
本
校
の
生
徒
た
ち
が
、
福
井
豪
雨
の
高
校
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
第
一
号
だ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。）

翌
日
か
ら
夏
休
み
に
入
る
と
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
教
職
員
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
動
員
は
本
格
的
に
な
っ
た
。
最
初
は
生
徒
会
・
部
活
動
中
心
だ
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
、
七
月
末
か
ら
八
月
上
旬
に
か
け
、
次
第
に
学
年
単
位
と
な
り
、

人
数
や
行
き
先
も
県
か
ら
要
請
さ
れ
た
。
夜
遅
く
に
な
っ
て
か
ら
、
用
意
し
た
生

徒
数
が
い
ら
な
い

と
か
い
る
と
か
指

導
部
長
や
私
の
自

宅
へ
県
か
ら
電
話

が
あ
り
、
「
生
徒

は
駒
で
な
い
」
と

指
導
部
長
が
怒
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。

今
思
う
と
高
校
教

育
課
も
本
当
に
大

変
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
我
々
教
職
員

も
ま
た
、
生
徒
た

ち
と
は
別
に
、
朝

倉
氏
遺
跡
や
資
料

館
へ
も
復
旧
作
業

に
出
向
い
た
。

当
時
の
記
録
を

日付 参加クラス・部 教諭 地域

７月２０日 男子バレー 美山

２１日 生徒会主催 ９名

２２日 ８名

２３日 レスリング・女子ハンドボール・郷土芸能・サッカー ７名 美山

剣道 春日・木田

２４日 ２・３年生物生産科 ５名

２７日 陸上・野球

２９日 １年・野球 ９名 一乗

３０日 １０名 朝倉遺跡

８月２日 ２年環境工学科・生活科学科・生産流通科 ８名 朝倉遺跡

４日 ３年環境工学科・生活科学科・生産流通科 １１名 朝倉遺跡

５日 ３名 バス運転

６日 ６名

ボランティア参加状況

―１８０―



見
る
と
、
七
月
二
〇
日
か
ら
八
月
四
日
ま
で
で
生
徒
延
べ
四
〇
〇
名
、
教
員
九
〇

名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
。
実
習
服
に
身
を
固
め
た
生
徒
た
ち
が
バ
ス
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
出
向
い
て
い
く
様
は
、
と
て
も
り
り
し
く
頼
も
し
く
見
え
た
。

さ
す
が
外
で
農
業
実
習
を
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
本
校
の
生
徒
た
ち
は
暑
さ
の

中
で
も
元
気
に
作
業
し
た
と
聞
い
た
。
ま
た
、
本
校
の
実
習
バ
ス
に
よ
る
一
般
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送
に
、
実
習
教
諭
・
実
習
助
手
た
ち
は
七
月
二
四
日
か
ら
八
月

一
〇
日
ま
で
三
日
間
の
実
習
日
を
除
き
、
一
日
中
駆
り
出
さ
れ
、
大
変
な
苦
労
を

し
た
。
そ
の
輸
送
バ
ス
に
は
教
職
員
も
一
人
同
乗
し
た
。

あ
の
夏
、
生
徒
も
教
員
も
自
然
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
し
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
と
な
っ
た
。

東
日
本
大
震
災

特
集
生
徒
指
導
部
「
震
災
後
の
取
り
組
み
」生

徒
会
担
当

中
山

恵
里
子

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
こ
の
日
は
一
五
時
か
ら
高
校
入
試
の
合
格
発
表
で

あ
っ
た
。
福
井
で
は
揺
れ
を
感
じ
た
人
も
い
た
が
、
大
部
分
の
人
は
何
も
気
付
か

な
い
ま
ま
日
常
を
過
ご
し
続
け
た
。
し
か
し
、
事
の
次
第
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ

れ
、
生
徒
教
職
員
一
同
こ
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く
抱
く
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
生
徒
指
導
部
の
特
集
と
し
て
、
生
徒
指
導
部
以
外
の
活
動

も
含
め
、
そ
の
後
の
一
〇
ヶ
月
福
井
農
林
で
行
っ
た
様
々
な
活
動
を
振
り
返
っ
て

み
た
。
（
以
下
◆
生
徒
指
導
部
主
体
、
◇
そ
の
他
主
体
）

◆
一
週
間
後
の
三
月
一
八
日

臨
時
ロ
ン
グ
ホ
ー
ム

日
を
追
う
に
つ
れ
、
生
徒
達
の
何
か
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
強
く
な
っ
て
い

っ
た
。
そ
こ
で
二
二
年
度
後
期
生
徒
会
担
当
の
橋
本
靖
子
教
諭
が
率
先
し
臨
時
に

Ｌ
Ｈ
を
持
ち
、
今
回
の
震
災
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
設
け
た
。
議
題
は
以
下
の

二
つ
。

①
自
分
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
。

《
各
ク
ラ
ス
で
の
意
見
の
一
部
》

・
募
金
、
節
電
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
支
援
物
資
を
送
る

・
ま
と
め
買
い
を
し
な
い
、
買
い
だ
め
し
な
い

・
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
千
羽
鶴

・
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
を
や
め
る
、
デ
マ
を
流
さ
な
い

・
献
血
に
行
こ
う

・
こ
れ
か
ら
役
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
、
今
は
勉
強
す
る

②
こ
の
先
も
続
け
ら
れ
る
こ
と
は
何
か
。
考
え
て
い
く
べ
き
こ
と
は
何
か
。

《
各
ク
ラ
ス
で
の
意
見
の
一
部
》

・
毎
年
三
月
一
一
日
に
黙
祷
、乾
パ
ン
を
食
べ
地
震
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
日
に
す
る

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
転
換
、
資
源
節
約

・
防
災
の
見
直
し
、
緊
急
用
鞄
の
準
備

・
避
難
場
所
や
避
難
路
の
確
認
、
避
難
訓
練

・
情
報
収
集

・
社
会
に
目
を
向
け
る

・
国
外
に
も
協
力
を
依
頼
す
る

・
近
所
の
人
達
と
の
交
流
を
深
め
る

・
家
族
と
の
連
絡
網
や
集
合
場
所
の
確
認

・
命
を
大
切
に
す
る

◆
三
月
一
九
日
（
土
）

震
災
か
ら
八
日
後

街
頭
募
金

二
二
年
度
後
期
執
行
部
と
二
三
年
度
前
期
執
行
部
が
協
力
し
「
生
徒
会
執
行
部

で
は
、
今
回
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
た
く
さ
ん
の
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方
々
の
た
め
に
、
義
援
金
を
集
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
第
一
弾
！
」

と
い
う
こ
と
で
こ
の
日
一
四
時
半
〜
一
五
時
半
の
時
間
帯
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
一
〇
〇
人
以
上
の
生
徒
が
参
加
。
駅
前
広
場
を
借
り
、

郷
土
芸
能
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
観
客
を
集
め
、
そ
こ
で
募
金
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
演
奏
を
含
め
活
動
時
間
は
一
時
間
で
し
た
が
や
は
り
人
々
の
関
心
は
高
く
、

三
〇
万
円
を
超
え
る
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

生
徒
会
長

津
田

一
秋

三
月
一
一
日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
、
と
て
も
多
く
の
人
達
が
巻
き
込
ま
れ

日
本
が
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

い
て
農
林
生
で
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
が
作

っ
た
も
の
を
送
る
こ
と
も
考
え
ま
し
た
が
、
今
は
食
料
を
送
る
よ
り
募
金
の
方
が

い
い
の
で
は
と
思
い
募
金
活
動
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
日
か
ら

募
金
箱
や
ポ
ス
タ
ー
等
の
製
作
を
放
課
後
一
生
懸
命
行
っ
た
の
で
す
。

そ
し
て
、
八
日
後
の
三
月
一
九
日
、
こ
の
日

福
井
駅
に
て
募
金
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
活
動
の
た
め
に
多
く
の
先
生
・
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
生
徒
・
郷
土
芸
能
部
な

ど
た
く
さ
ん
の
部
活
動
の
人
達
が
協
力
し
て
下

さ
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
で

と
て
も
多
く
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
中
に

は
一
万
円
を
入
れ
て
く
れ
た
人
も
。
そ
れ
も
一

人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
の
思
い
、
一

人
一
人
の
小
さ
な
思
い
が
集
ま
り
こ
ん
な
に
も

大
き
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と
、
本
当
に
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生
徒
会
庶
務
・
郷
土
芸
能
部

小
林

祐
太

私
た
ち
郷
土
芸
能
部
は
、
三
月
一
一
日
に
東
日
本
大
震
災
で
多
大
な
被
害
を
受

け
た
東
北
の
方
々
に
「
私
た
ち
も
何
か
し
た

い
、
力
に
な
り
た
い
。」と
い
う
生
徒
会
の
呼

び
か
け
で
、
春
休
み
に
福
井
駅
前
に
て
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
演
奏
を
行
い
ま
し
た
。

私
も
東
日
本
大
震
災
の
こ
と
は
大
き
な
衝

撃
と
し
て
受
け
止
め
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
を
つ

け
る
と
次
々
流
れ
る
現
在
の
被
災
情
報
。
し

か
し
、
テ
レ
ビ
を
眺
め
て
い
て
も
、
今
自
分

が
被
災
者
の
方
に
何
が
で
き
る
の
か
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な
と
き
学
校
で
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
演
奏
が
企
画
さ
れ
、
当
日
は
い
つ
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も
以
上
の
責
任
感
と
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
北
の
た

め
に
今
で
き
る
こ
と
は
力
一
杯
演
奏
す
る
こ
と
だ
と
思
う
と
い
つ
も
よ
り
い
い
演

奏
が
で
き
た
気
が
し
ま
し
た
。
結
果
、
募
金
も
た
く
さ
ん
集
ま
り
、
東
北
に
送
る

こ
と
が
で
き
て
安
堵
し
ま
し
た
。

そ
し
て
東
北
地
方
が
一
日
も
早
く
復
興
す
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
募
金
に
協
力

し
て
下
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
春
休
み
宇
城
教
諭

岩
手
県
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
依
頼
を
受
け
緊
急
物
資
支
援

教
職
員
有
志
に
よ
り
衣
類
・
文
具
等
段
ボ
ー
ル
四
つ
分
送
付
。
と
に
か
く
ま
だ

寒
い
た
め
冬
物
と
靴
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
学
用
品
が
必
要
と
の
こ
と
。

◇
四
月
中
旬

生
活
科
学
科

通
学
バ
ッ
グ
製
作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
校
で
は
新
学
期
が
始
ま
る
と
共
に
生
活
科
学
科
が
中
心
と
な
り
、
か
つ
そ
の

他
学
科
の
生
徒
も
何
ら
か
の
形
で
作
業
に
携
わ
り
、
三
四
〇
個
の
通
学
バ
ッ
グ
を

製
作
し
、
被
災
地
に
送
る
こ
と
が
で
き
た
。

三
年

生
活
科
学
科

清
水

望
美

私
達
生
活
科
学
科
を
中
心
に
全
校
生
徒
が
被
災
し
た
園
児
や
小
学
生
達
に
使
っ

て
も
ら
う
た
め
の
ス
ク
ー
ル
バ
ッ
グ
を
製
作
し
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
カ
バ
ン
を

作
っ
た
の
で
す
が
、
長
い
間
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
丈
夫
な
カ
バ
ン
を
作
る
の

は
大
変
で
し
た
。
カ
バ
ン
を
作
る
手
順
は
、
ま
ず
他
の
学
科
の
生
徒
で
も
作
り
や

す
い
よ
う
に
布
用
の
鉛
筆
で
縫
う
と
こ
ろ
の
印
付
け
を
し
、
持
ち
手
の
ひ
も
付
け

の
時
に
紐
が
動
か
な
い
よ
う
し
つ
け
糸
で
仮
留
め
も
し
ま
し
た
。
次
に
カ
バ
ン
の

縁
と
脇
の
部
分
を
ミ
シ
ン
で
縫
い
合
わ
せ
、
名
前
を
書
く
た
め
の
ワ
ッ
ペ
ン
を
つ

け
ま
し
た
。
そ
し
て
最
後
に
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
カ
バ
ン
の
中
に
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
カ
ー
ド
に
書
い
て
入
れ
ま
し
た
。
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
「
お
友
達
と
仲

良
く
ね
」
や
「
復
興
を
祈
っ
て
い
ま
す
」
な
ど
皆

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。
で
き

上
が
っ
た
カ
バ
ン
は
う
ま
く
作
れ
た
も
の
や
少
し

不
格
好
な
も
の
と
様
々
な
形
に
な
り
ま
し
た
が
、

復
興
に
対
す
る
思
い
を
込
め
て
作
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る

機
会
が
あ
っ
た
ら
、
皆
で
協
力
し
な
が
ら
積
極
的

に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
被
災
地
か
ら
礼
状
が
届
い
た
。
以
下
お
礼
状
よ
り
。

福
井
農
林
高
等
学
校
の
み
な
さ
ま
へ

私
は
、
福
島
県
南
相
馬
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
津
波
に

よ
る
大
き
な
被
害
を
受
け
、
さ
ら
に
は
原
発
に
よ
る
今
だ
に
続
い
て
い
る
大
き
な

大
き
な
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
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こ
の
た
び
福
井
農
林
様
か
ら
、
子
供
達
が
支
援
物
資
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
子
供
達
は
物
資
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
嬉
し
そ
う
に
持
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
今
子
供
達
は
、
南
相
馬
市
市
原
地

区
が
緊
急
時
避
難
区
域
の
た
め
、
三
〇
㎞
圏
外
ま
で
毎
日
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
別
の

学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
学
校
生
活
も
外
で
の
体
育
や
遊
び
は
禁
止
さ
れ
、
登
下

校
時
に
は
マ
ス
ク
・
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
と
不
便
な
生
活
で
す
。
だ
け
ど
子
供
達
は

精
一
杯
ふ
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
る
の
で
は
な
く
、
ふ
ん
ば
っ
て
る
の
で
す
。

時
に
は
つ
ら
く
も
な
る
で
し
ょ
う
、
泣
き
た
く
も
な
る
で
し
ょ
う
、
怒
り
た
く
も

な
る
で
し
ょ
う
、
イ
ラ
イ
ラ
も
す
る
で
し
ょ
う
…
、
で
も
両
足
を
地
に
着
け
こ
の

状
況
の
中
ふ
ん
ば
っ
て
る
の
で
す
。
小
さ
な
体
と
心
で
…
。

福
井
農
林
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
が
ん
ば
れ
と
は
書
い

て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
お
と
も
だ
ち
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ね
」
と
い
う
あ
た

た
か
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
涙
は

と
ま
り
ま
せ
ん
で
い
た
。
が
ん
ば
っ
て
も
ど
う
に
も
な
ら
な
い
状
況
で
、
必
死
に

耐
え
る
し
か
な
い
私
達
。
皆
様
の
支
援
が
支
え
で
す
。
今
後
も
少
し
で
も
私
達
の

こ
と
を
思
っ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
耐
え
る
こ
と
が
続
く
で
あ

ろ
う
日
々
。
で
も
必
死
に
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
方
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
方
の
分
も
生
か
さ
れ
た
命
で
す
。
大
事
に
生
き
、
前
へ
進
ん

で
い
き
た
い
で
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
く
、
ペ
ン
を
取
り
ま
し
た
。
気
持
ち
が
伝
わ
れ
ば
幸

い
で
す
。
皆
様
も
あ
た
り
ま
え
で
あ
る
ふ
つ
う
の
生
活
を
大
事
に
毎
日
お
過
ご
し

下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
月
経
つ
と
い
よ
い
よ
そ
の
被
害
の
大
き
さ
も
明
ら
か
に
な
り
、
現
状
の
凄
ま

じ
さ
に
茫
然
と
し
つ
つ
も
何
か
し
た
い
気
持
ち
も
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
い
た
。

前
年
度
校
長
退
職
の
折
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
校
長
の
意
向
も
あ
り
送
別
会
を
縮

小
し
、
費
用
の
中
か
ら
五
〇
万
円
、
教
職
員
一
同
と
い
う
こ
と
で
共
同
募
金
会
に

募
金
し
た
。
そ
の
後
も
生
徒
が
現
地
に
い
け
な
い
分
、
教
諭
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
、
壁
新
聞
や
展
示
を
通
し
て
生
徒
に
現
状
を
伝
え
た
り
、
授
業
の
中
で
報

告
し
た
り
し
て
き
た
。

◇
五
月
上
旬

石
巻
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
（
大
嶋
・
中
山
二
名
）

大
嶋

佳
子

作
業
内
容
は
民
家
の
泥
出
し
で
し
た
。
旧
北
上
川
を
河
口
か
ら
四
�
上
流
に
行

っ
た
井
内
と
い
う
地
域
で
、
こ
の
あ
た
り
の
住
宅
の
一
階
部
分
は
水
が
つ
い
た
そ

う
で
住
め
る
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
伺

い
し
た
お
宅
は
二
階
で
生
活
を
し
て
い
る
状
態
で
、
水
道
、
電
気
は
復
旧
し
て
い

ま
し
た
。
前
日
に
床
下
の
泥
だ
し
は
終
了
し
て
お
り
、
私
た
ち
は
民
家
の
敷
地
内

に
堆
積
し
た
ヘ
ド
ロ
を
土
嚢
袋
に
詰
め
、
除
去
し
ま
し
た
。
二
人
で
作
業
し
て
い

た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
作
業
が
進
ま
な
い
…
二
時
間
で
一
�
四
方
で
し
ょ
う
か
。

家
族
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。
と
に
か
く
人
手
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
被
害
の
ひ
ど
か
っ
た
海
岸
沿
い

の
地
区
も
見
て
き
ま
し
た
が
、
言
葉
に
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
映
像
と

同
じ
…
。
あ
る
新
聞
に
は
「
瓦
礫
」
と
書
い

て
「
思
い
出
」
と
読
む
と
い
う
よ
う
な
話
題

も
出
て
い
ま
し
た
が
、
現
実
で
し
た
。
瓦
礫

の
山
。
そ
れ
は
そ
こ
に
住
む
人
た
ち
の
思
い

出
の
山
で
し
た
。
息
の
長
い
支
援
が
必
要
で

す
。
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
…
。

考
え
る
日
々
で
す
。
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◇
八
月
上
旬

岩
手
県
宮
古
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加

中
山

恵
里
子

五
月
以
来
の
被
災
地
、
が
れ
き
の
撤
去
は
大
分
進
み
、
街
の
あ
ち
こ
ち
は
元
々

何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
夏
草
が
茂
り
、
更
地
に
見
え
る
。
し
か
し
よ
く
見
て

み
る
と
、
ど
こ
も
家
の
基
礎
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
震
災
か
ら
半
年
近
く
経
っ
た

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
、
避
難
所
の
撤
去
と
、
用
水
路
の
ヘ
ド
ロ
の
撤
去
が

主
な
仕
事
で
あ
る
。
一
日
目
避
難
所
最
終
日
と
い
う
小
学
校
で
は
、
引
っ
越
し
作

業
も
済
み
つ
つ
あ
り
静
か
な
時
が
流
れ
て
い
た
。
四
月
に
で
き
た
待
望
の
仮
設
風

呂
も
今
日
が
最
後
。
惜
し
む
よ
う
に
お
じ
い
さ
ん
が
一
人
や
っ
て
来
て
利
用
し
て

い
た
。
仮
設
住
宅
へ
移
れ
る
こ
と
は
と
て
も
嬉
し
い
が
、
今
後
風
呂
も
食
事
も
一

人
、
そ
れ
が
不
安
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
二
日
目
、
完
全
に
流
さ
れ
た
地
区

の
用
水
路
の
ヘ
ド
ロ
撤
去
。
上
流
の
住
宅
地
か
ら
の
水
が
滞
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

川
幅
一
�
ほ
ど
の
流
れ
の
中
か
ら
は
、
家
紋
入
り
の
食
器
・
テ
レ
ビ
・
ア
ル
バ
ム

…
わ
ず
か
一
〇
�
ほ
ど
の
清
掃
で
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
四
台
分
の
が
れ
き
や
ヘ
ド
ロ
が

出
た
。
大
切
そ
う
な
も
の
だ
け
は
、
き
れ
い
に
し
て
脇
に
よ
け
て
お
く
。
そ
の
横

の
お
家
は
新
築
一
年
目
で
の
今
回
の
被
災
。
そ
の
家
も
土
台
し
か
残
っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
区
長
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
は

「
こ
の
家
の
人
は
こ
こ
に
住
み
た
い
と
今
も
思

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
土
台
の
中
に
土
を
盛
り
、

集
落
の
人
の
た
め
に
ひ
ま
わ
り
を
育
て
、
自
分

た
ち
で
食
べ
る
も
の
を
手
に
入
れ
た
い
か
ら
野

菜
も
作
っ
て
い
る
。
何
か
育
て
る
と
い
う
こ
と

は
気
持
ち
が
前
向
き
に
な
る
か
ら
。」と
話
し
て

下
さ
っ
た
。
農
業
の
底
力
を
生
徒
達
に
是
非
伝

え
た
い
と
思
っ
た
。

◇
九
月
下
旬

宮
城
県
南
三
陸
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
（
個
人
）

渡
邉

則
子

宮
城
県
農
業
高
校
（
宮
農
）
は
、
日
本
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
農
業
高
校
で
、

海
岸
か
ら
約
一
〇
〇
ｍ
、
仙
台
高
校
の
近
く
に
位
置
す
る
。
そ
の
宮
農
は
、
三
月

一
一
日
夕
方
津
波
に
襲
わ
れ
た
。

私
が
、
宮
農
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
震
災
か
ら
約
半
年
の
九
月
二

三
日
。
宮
農
で
先
生
を
さ
れ
て
い
る
大
竹
先
生
に
お
会
い
し
、
校
内
を
案
内
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
当
時
の
様
子
な
ど
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

宮
農
に
向
か
っ
て
車
で
走
っ
て
い
る
と
あ
る
地
点
か
ら
景
色
は
一
変
し
た
。
今

ま
で
住
宅
街
が
続
い
て
い
た
か
と
思
う
と
、
道
路
を
渡
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
田

ん
ぼ
に
は
水
が
た
ま
り
、
家
に
は
窓
ガ
ラ
ス
が
な
く
、
人
の
住
ん
で
い
る
気
配
が

全
く
し
な
い
。

宮
農
に
到
着
す
る
と
門
に
は
大
き
な
南
京
錠
が
か
け
ら
れ
て
い
た
。
大
竹
先
生

は
、
「
こ
こ
に
来
る
の
は
久
し
ぶ
り
で
す
、
こ
の
景
色
を
み
る
と
ま
だ
足
が
震
え

ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
。
地
震
当
日
、
実
習
や
部
活
で
一
一
二
名
の
生
徒
と
七
〇

名
の
先
生
が
校
内
に
い
た
。
地
震
発
生
後
屋
上
に
避
難
す
る
も
、
校
舎
が
倒
壊
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
か
、
津
波
が
来
な
い
か
ら
今
の
う
ち
に
避
難
す
る
か
な
ど
、

不
安
と
判
断
に
駆
ら
れ
て
い
る
最
中
に
津
波
に
襲
わ
れ
た
。
津
波
は
三
階
に
ま
で

達
し
た
。
そ
し
て
、
水
が
引
く
の
を
待
つ
た
め
一
晩
屋
上
で
過
ご
し
た
そ
う
で
あ

る
。私

が
訪
問
し
た
と
き
も
ま
だ
校
舎
内

は
三
階
ま
で
泥
と
瓦
礫
の
山
だ
っ
た
。

校
門
、
教
室
に
あ
る
時
計
は
す
べ
て
津

波
に
襲
わ
れ
た
三
時
五
八
分
で
止
ま
っ

て
い
る
。
農
業
高
校
の
た
め
農
地
が
多

く
あ
る
は
ず
だ
が
、
ど
こ
も
水
が
た
ま

―１８５―



っ
て
い
て
、
そ
の
面
影
は
全
く
な
い
。
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
農
業
機
械
も
鉄
く
ず
の

よ
う
に
集
め
ら
れ
て
い
た
。
震
災
か
ら
本
当
に
時
間
が
止
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う

だ
っ
た
。

被
災
し
て
か
ら
数
ヶ
月
は
、
授
業
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
も
、

県
内
に
あ
る
他
の
農
業
高
校
三
校
へ
片
道
一
時
間
か
け
て
通
い
、
授
業
や
実
習
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
移
動
中
の
時
間
も
も
っ
た
い
な
い
と
バ
ス
の
中
で
も
授
業

が
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
九
月
一
日
宮
農
の
仮
校
舎
が
完
成
し
、
全
員
揃

っ
て
授
業
を
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
校
舎
と
い
っ
て
も
プ
レ
ハ
ブ
で
作
ら
れ
て

お
り
設
備
は
十
分
で
は
な
い
。
専
門
の
授
業
を
行
う
教
室
は
な
い
た
め
、
ハ
ウ
ス

の
中
で
地
べ
た
に
座
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
で
授
業
を
行
う
。
も
ち
ろ
ん
、
机
、

イ
ス
な
ど
は
な
い
。
こ
ん
な
状
況
の
中
で
も
、
大
竹
先
生
は
「
全
員
揃
っ
て
授
業

が
で
き
る
だ
け
で
も
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
現
在
の
状
況
に
な
る
ま
で
、
県

内
の
他
の
農
業
高
校
や
多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。」と
話
し
て
く
れ
た
。

今
、
私
が
勤
務
し
て
い
る
福
井
農
林
高
校
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
と
、
と

て
も
そ
ん
な
言
葉
は
出
て
こ
な
い
。
当
た
り
前
に
授
業
が
で
き
る
環
境
が
あ
り
、

様
々
な
実
習
を
体
験
で
き
る
場
が
あ
り
、
毎
日
元
気
に
登
校
す
る
。
そ
ん
な
当
た

り
前
の
今
に
感
謝
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
る
よ
う

行
動
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

◇
一
〇
月
中
旬

宮
城
県
南
三
陸
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加

被
災
地
訪
問
日
記

島
田

克
久

初
日
。
瓦
礫
の
山
と
吹
き
抜
け
に
な
っ
た
倉
庫
が
立
ち
並
ぶ
石
巻
港
で
、
釣
り

を
楽
し
む
家
族
を
見
か
け
る
。
震
災
か
ら
半
年
。
耐
え
忍
ぶ
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
人
達
ば
か
り
で
は
無
い
こ
と
に
、
少
し
心
が
和
む
。
と
、
気
を
緩
め
た
と
こ
ろ

に
飛
び
込
ん
で
き
た
衝
撃
的
な
光
景
。
電
柱
が
三
階
の
窓
に
突
き
刺
さ
っ
た
マ
ン

シ
ョ
ン
、
無
数
の
石
が
倒
壊
し
た
ま
ま
の
墓
地
、

廃
墟
化
し
た
小
学
校
。
校
庭
の
一
角
に
は
花
束

と
人
形
が
供
え
ら
れ
、
夕
暮
れ
の
景
色
が
一
層

悲
し
み
を
募
ら
せ
た
。

二
日
目
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
た
め

南
三
陸
町
に
向
か
う
。
リ
ア
ス
式
海
岸
が
生
み

出
す
豊
か
な
自
然
の
美
し
さ
を
眺
め
な
が
ら
、

海
岸
線
を
走
る
。
し
か
し
、
津
波
浸
水
想
定
区

域
の
看
板
を
過
ぎ
た
直
後
、
風
景
は
一
変
す
る
。

剥
き
出
し
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
土
の
色
し
か
目
に
入
ら
な
い
。
映
像
で
し
か
見
た

こ
と
の
な
い
戦
地
の
惨
状
と
重
な
る
。
思
わ
ず
言
葉
を
失
い
、
重
い
気
分
の
ま
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
。
場
所
は
、
復
興
シ
ン
ボ
ル
「
ゆ
め
多
幸
鎮
オ

ク
ト
パ
ス
君
」
の
生
産
工
房
。
元
々
は
、
地
元
名
産
で
あ
る
蛸
と
、
置
く
と
パ
ス

（
通
過＝

合
格
）
す
る
に
掛
け
た
合
格
祈
願
の
置
物
（
文
鎮
）
を
生
産
し
て
い
た
。

震
災
に
よ
り
工
場
は
流
出
し
た
が
、
六
月
に
東
北
復
興
の
願
い
を
込
め
生
産
が
再

開
さ
れ
て
い
る
。
放
課
後
、
手
伝
い
に
来
て
い
た
中
学
生
の
眼
差
し
か
ら
、
前
向

き
に
生
き
よ
う
と
す
る
強
い
姿
勢
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
活
動
は
夕
方
に

終
わ
り
、
学
科
展
示
に
向
け
て
町
内
を
巡
回
撮
影

す
る
。
途
中
、
プ
レ
ハ
ブ
で
営
業
し
て
い
る
コ
ン

ビ
ニ
を
発
見
。
生
活
感
を
失
っ
た
空
間
の
中
で
、

唯
一
、
日
常
を
感
じ
さ
せ
る
存
在
に
思
わ
ず
安
堵

し
た
。

最
終
日
。
女
川
町
へ
向
か
う
。
無
数
の
通
行
止

め
と
迂
回
路
に
ナ
ビ
は
迷
走
し
、
予
想
以
上
に
時

間
を
要
す
る
。
こ
こ
は
、
建
物
が
転
倒
し
基
礎
杭

が
地
上
に
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
。
改
め
て
津 津波によって破壊されたトラクター
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波
の
威
力
を
痛
感
し
た
。

あ
れ
か
ら
二
ヶ
月
近
く
経
つ
が
、
複
雑
な
思
い
は
整
理
で
き
て
い
な
い
。
た
だ

「
今
を
精
一
杯
生
き
て
い
る
か
」
と
、
自
問
自
答
を
繰
り
返
す
日
々
で
あ
る
。

◆
一
〇
月
〜
後
期
Ｌ
Ｈ

後
期
Ｌ
Ｈ
で
は
防
災
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
各
ク
ラ
ス
一
時
間
設
定
す
る
こ

と
と
し
た
。
そ
の
際
、
宮
城
県
名
取
市
に
あ
る
宮
城
県
農
業
高
校
の
津
波
に
襲
わ

れ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
。
こ
の
高
校
は
閖
上
（
ゆ
り
あ
げ
）
浜
か
ら
一
�
足
ら
ず
の

場
所
に
あ
り
校
舎
や
農
場
な
ど
が
使
え
な
く
な
っ
た
。
三
月
一
一
日
校
内
に
残
っ

て
い
た
生
徒
と
教
員
は
二
〇
〇
名
ほ
ど
。
屋
上
に
避
難
し
無
事
で
は
あ
っ
た
が
一

晩
明
か
す
こ
と
と
な
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
際
屋
上
か
ら
撮
影
し
た
映
像
を
、
校
長

先
生
が
借
り
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
。

《
生
徒
の
コ
メ
ン
ト
》

二
年

生
物
生
産
科

近
藤

顕
成

被
災
地
の
ビ
デ
オ
を
見
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
思
い
知
っ
た
。
人

は
た
だ
見
い
て
い
る
こ
と
し
か
で
き
ず
、
た
く
さ
ん
の
人
が
死
ん
で
い
き
、
大
切

な
も
の
が
簡
単
に
流
さ
れ
て
い
く
。
自
然
の
恐
ろ
し
さ
だ
け
で
な
く
人
の
無
力
さ

も
感
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
よ
り
も
一
番
感
じ
た
の
は
、
愚
か
に
も
あ
れ
が
福
井
で
な

く
て
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
自
分
も
死
な
な
か
っ
た
し
、
家
も
無
く
な
ら
な

か
っ
た
。
大
切
な
も
の
や
人
達
も
、
今
こ
こ
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
感

謝
し
安
堵
し
て
し
ま
う
自
分
が
愚
か
だ
と
は
思
う
が
、
被
災
地
で
そ
う
い
う
こ
と

に
苦
し
ん
で
い
る
人
達
に
一
日
も
早
い
復
興
と
幸
福
が
訪
れ
る
こ
と
を
無
力
な
が

ら
も
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
思
い
返
せ
る
よ
う
に
、
こ
う
い
う

授
業
も
大
切
だ
。
今
ま
で
そ
う
い
う
思
い
が
薄
れ
か
け
て
い
た
が
、
い
つ
自
分
の

身
の
回
り
に
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
し
、
自
分
か
ら
遠
い
地
で
あ
っ
て
も
常
に
忘

れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
と
再
び
思
っ
た
。三

年

生
産
流
通
科

加
藤

瑞
穂

映
像
や
写
真
か
ら
津
波
が
ど
れ
だ
け
傷
跡
を
残
し
た
か
が
よ
く
分
か
っ
た
。
ど

れ
だ
け
み
て
も
何
回
見
て
も
、
辛
く
何
か
し
た
い
と
思
う
。
瓦
礫
の
処
分
な
ど
も

福
井
で
も
や
っ
て
あ
げ
た
い
。
亡
く
な
ら
れ
た
人
を
十
分
に
供
養
も
で
き
ず
、
で

も
何
も
で
き
な
い
自
分
も
辛
い
。
見
る
こ
と
や
聞
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
れ
以

外
で
き
な
い
。
悔
し
い
が
自
分
が
そ
の
被
害
に
遭
っ
て
い
な
い
こ
と
を
幸
せ
に
も

感
じ
て
し
ま
う
。
も
し
あ
れ
が
福
井
で
起
こ
っ
て
い
た
ら
と
思
う
と
、
と
て
も
怖

い
。
私
自
身
立
ち
直
る
自
信
が
な
い
。
そ
の
中
で
福
島
を
始
め
と
し
被
害
に
遭
っ

て
し
ま
っ
た
人
達
は
助
け
あ
い
、
復
興
に
む
か
っ
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら
す
ご
い

と
思
う
。
こ
ん
な
安
心
で
き
る
状
況
の
中
に
い
る
私
達
が
も
っ
と
復
興
の
た
め
に

頑
張
ら
な
い
で
ど
う
す
る
！

◆
一
一
月
二
日
・
三
日

農
文
祭

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
最
輝
〜
日
本
再
起
の
た
め
の
祭
祈
」。自
分
た
ち
が
最
も
輝

く
農
文
祭
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
東
北
な
ど
の
被
災
者
を
支
援
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
例
年
赤
い
羽
根
募
金
に
寄
付
し
て
き

た
古
本
市
、
こ
れ
ま
で
は
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
支
援
に
貢
献
し
て
き
た
生
活
科
学

科
即
売
、
さ
ら
に
模
擬
店
・
お
茶
会
等
の
売
上
げ
も
、
今
年
は
東
北
支
援
に
回
す

こ
と
に
し
た
。
更
に
、
全
校
生
徒
に
呼
び
か
け
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
行
い
、

お
よ
そ
三
〇
〇
点
も
の
品
物
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
更
に
先
生
方
手
作
り
の

ペ
ン
立
て
や
石
け
ん
、
か
ご
、
三
年
生
活
科
学
科
主
体
で
作
っ
た
ウ
ガ
ン
ダ
ビ
ー

ズ
ネ
ッ
ク
レ
ス
も
販
売
。
更
に
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
間
伐
材
利
用
の

ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
も
三
年
生
活
科
学
科
と
実
行
委
員
会
で
製
作
し
販
売
し
た
。

グ
ッ
ズ
販
売
と
バ
ザ
ー
の
収
益
一
一
万
三
、
二
六
二
円
、
そ
れ
に
模
擬
店
や
古
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本
市
、
生
活
科
学
科
販
売
、
ク
ラ
ス
企
画
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
募
金
等
の
合
計
金
額
は
二
四

万
五
、二
七
三
円
と
な
っ
た
。全
校
生
徒
四
〇
〇
人
程
度
の
学
校
と
し
て
は
大
成
功
と
い
え
る
。

二
年
生
産
流
通
科

佐
竹

将
幸

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
、
一
四
時
四
六
分
。
宮
城
県
男
鹿
半
島
の
東
南
海
沖

一
三
〇
�
の
海
底
を
震
源
と
し
た
地
震
は
日
本
に
お
け
る
観
測
史
上
最
大
の
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
を
記
録
し
、
東
北
地
方
や
関
東
地
方
の
太
平
洋
沿
岸
部
に
壊

滅
的
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
今
回
、
農
文
祭
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
農
業
高
校
が
少
し
で
も
早
く
復
興

す
る
た
め
に
、
同
じ
農
業
を
学
ぶ
生
徒
と
し
て
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い

う
思
い
で
始
ま
っ
た
も
の
で
し
た
。

ま
ず
、
全
校
生
徒
や
先
生
方
か
ら
家
で
眠
っ
て
い
る
品
物
を
収
集
す
る
た
め
に

チ
ラ
シ
を
配
り
持
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。
僕
は
こ
の
時
少
し

だ
け
不
安
で
し
た
。
も
し
バ
ザ
ー
用
品
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
考

え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ
ん
な
考
え
は
す
ぐ
に
杞
憂
だ
と
知
り
ま
し
た
。
始
め

こ
そ
集
ま
り
が
悪
か
っ
た
も
の
の
農
文
祭
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
バ
ザ
ー
用
品
は
ど

ん
ど
ん
集
ま
り
、
結
果
多
く
の
方
が
買
い
に
来

て
下
さ
り
大
成
功
で
終
わ
り
ま
し
た
。
バ
ザ
ー

を
通
し
て
繋
が
っ
た
東
北
を
助
け
た
い
と
い
う

バ
ト
ン
は
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
復
興
の
役
に
立

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

二
年

生
産
流
通
科

森

慶
一

私
は
今
年
初
め
て
農
文
祭
の
実
行
委
員
を
や
り
ま
し
た
。
し
か
も
そ
の
中
で
今

年
初
め
て
行
う
こ
と
に
な
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
班
に
な
り
当
日
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
を
し
ま
し
た
。
バ
ザ
ー
は
と
て
も
大
変
で
、
生
徒
や
先
生
に
呼
び
か
け
バ

ザ
ー
品
を
集
め
、
そ
れ
に
値
段
を
つ
け
、
き
れ
い
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
し
、
当
日
ど

の
よ
う
に
売
る
か
を
決
め
る
と
て
も
大
変
な
作
業
の
連
続
で
し
た
。

当
日
は
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
品
物
が
全
部
売
れ
る
の
か
心
配
だ
っ
た
け
れ
ど

来
て
下
さ
っ
た
お
客
さ
ん
が
次
々
と
買
っ
て
く
れ
る
の
を
見
て
と
て
も
嬉
し
か
っ

た
で
す
。

東
北
大
震
災
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
今
回
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
は
大
成
功
に
終
わ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
震
災
で
被
災
し
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
祈
り
バ
ザ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
が
、
も
う
二
度
と
起
き
て
欲

し
く
な
い
大
惨
事
で
す
。
け
れ
ど
、
も
し
ま

た
日
本
で
大
き
な
災
害
が
起
き
た
な
ら
ば
何

度
で
も
募
金
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
や
り
支
援

し
て
い
き
た
い
で
す
。
今
回
協
力
し
て
下
さ

っ
た
皆
さ
ん
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
校
で
は
生
物
生
産
科
・
環
境
工
学
科
・
生
活
科
学
科
・
生
産
流
通
科

と
四
つ
の
学
科
が
あ
り
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
専
門
教
科
を
学
ん
で
お
り
、
農
文
祭
で

は
校
内
の
生
徒
の
み
な
ら
ず
地
域
の
方
々
に
も
普
段
自
分
た
ち
が
学
ん
で
い
る
こ

と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
、
環
境
工
学
科
の
展

示
で
は
一
〇
月
時
点
の
被
災
地
の
現
状
も
踏
ま
え
、
今
後
の
復
興
案
を
ジ
オ
ラ
マ

で
展
示
。
減
災
農
地
や
海
岸
堤
防
・
基
幹
路
線
の
盛
土
な
ど
で
津
波
の
威
力
を
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徐
々
に
削
ぎ
、
そ
の
奥
に
住
宅
地
を
設
け
る
な
ど
の
提
案
が
な
さ
れ
、
注
目
を
浴

び
た
。

三
年
環
境
工
学
科

高
木

智
章

環
境
工
学
科
の
学
科
展
示
を
通
し
て
、
改
め
て
建
設
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
強
い
地
震
と
大
き
な
津
波
に
よ
り
、
東
北
地
方
沿
岸
部

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
壊
滅
的
被
害
を
復
旧
さ
せ

る
の
が
建
設
業
「
土
木
」
の
力
だ
。

五
二
日
間
で
仮
締
め
切
り
を
施
工
し
た
。
太
平
洋
沿
岸
の
大
規
模
な
浸
水
被
害
、

浸
水
し
た
場
所
で
は
、
津
波
に
の
み
こ
ま
れ
た
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
が
阻
ま

れ
た
。
こ
の
工
事
の
第
一
目
的
は
、
捜
索
の
た
め
に
水
位
を
下
げ
る
こ
と
だ
っ
た
。

建
設
会
社
は
、
当
初
七
二
日
間
で
工
事
完
了
を
提
示
し
て
い
た
。
し
か
し
、
作
業

員
は
悪
天
候
や
休
工
日
を
一
切
考
慮
せ
ず
五
二
日
間
で
完
了
さ
せ
る
と
工
程
を
立

て
直
し
た
。
作
業
員
た
ち
は
、
潮
位
と

の
兼
ね
合
い
を
見
な
が
ら
、
朝
六
時
頃

か
ら
作
業
を
開
始
し
、
不
休
で
施
工
し

て
い
た
の
だ
。

自
分
を
犠
牲
に
し
て
で
も
人
の
た
め

に
働
く
。
卒
業
後
、
建
設
業
に
携
わ
る

私
に
と
っ
て
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
。
改

め
て
土
木
の
す
ば
ら
し
い
力
を
感
じ
、

や
り
が
い
を
感
じ
た
。

◇
一
一
月
五
日
郷
土
芸
能
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

春
の
募
金
の
際
に
も
力
を
発
揮
し
た
郷
土
芸
能
部
、
半
年
以
上
た
っ
た
今
だ
か

ら
こ
そ
も
う
一
度
震
災
に
向
き
合
う
き
っ
か
け
を
作
り
た
い
と
の
こ
と
で
、
Ｏ
Ｔ

Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
座
明
神
さ
ん
と
連
携
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
。

郷
土
芸
能
部
部
長

三
年
生
物
生
産
科

谷
垣

拓
実

三
月
一
一
日
、
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
郷
土
芸
能

部
は
東
北
の
人
々
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
思
い
、
す
ぐ
に
福
井
駅
前
で

街
頭
演
奏
を
行
い
生
徒
会
の
募
金
活
動
を
手
伝
い
ま
し
た
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
演
奏
し
か
な
い
の
で
そ
の
後
も
太
鼓
演
奏
と
い
う
活
動
を
東
北
の
復
興
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
師
匠
チ
ー
ム
で
あ
る
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
座
明

神
と
そ
の
師
弟
チ
ー
ム
が
思
い
を
同
じ
く
し
、
一
一
月
五
日
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
生
憎
の
雨
で
空
は
曇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
会
場
内
で
は
出
演
者
の
気
合

い
に
満
ち
た
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
達
郷
土
芸
能
部
も
「
悠
久
の
大
地
」
と

「
宜
候
」
を
演
奏
し
ま
し
た
。
「
被
災
し
た
東
北
の
人
達
に
少
し
で
も
元
気
に
な

っ
て
欲
し
い
。」「
学
校
が
被
害
に
遭
い
部
活
動
が
で
き
な
い
高
校
生
が
い
る
中
、

私
達
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
太
鼓
を
叩
け
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。」と
い
う

気
持
ち
で
一
人
一
人
の
思
い
が
東
北
の
人
に
届
け
と
太
鼓
に
乗
せ
て
演
奏
し
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
に
出
演
者
と
お
客
さ
ん
全
員
で
「
和
響
和

心
」
と
い
う
曲
を
歌
い
ま
し
た
。
「
♪
生
き
て
い
る
喜
び
と
生
き
抜
く
涙
〜
」
深

い
感
動
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
は
一
、
二
〇
〇
人
満
員
の
お
客
様

に
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
福
井
新
聞
社
を
通
じ
て
収
益
金
が
東
北
に
贈

ら
れ
ま
す
。
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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◆
義
援
金
贈
呈

一
二
月
二
八
日今

回
の
農
文
祭
を
通
じ
て
あ
っ
た
収
益
二
四
万
五
、

二
七
三
円
を
、
一
学
期
二
ヶ
月
間
福
井
に
避
難
し
福

井
農
林
に
通
学
し
て
い
た
鈴
木
さ
ん
の
通
っ
て
い
る

相
馬
農
業
高
校
に
送
る
こ
と
と
し
た
。
相
馬
農
業
で

は
震
災
以
来
サ
テ
ラ
イ
ト
方
式
で
三
つ
の
学
校
に
分

か
れ
て
授
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
よ
う
や
く
一
一
月

か
ら
元
の
よ
う
に
一
斉
に
授
業
が
行
え
る
よ
う
に
な

っ
た
ら
し
い
。
全
校
生
徒
の
う
ち
七
割
ほ
ど
に
ま
で

は
回
復
し
た
ら
し
い
が
、
ま
だ
ま
だ
。
校
舎
な
ど
の

除
染
作
業
は
済
ん
で
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
圃
場
な
ど
は
ま
だ
で
農
業
高
校
と
し

て
は
厳
し
い
状
況
の
中
勉
学
に
励
ん
で
い
る
。
豊
か
な
自
然
の
中
全
身
を
使
っ
て

学
ぶ
農
業
高
校
の
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
ぜ
ひ
有
効
に
使
っ
て
欲
し
い
、
そ
う

考
え
て
話
を
進
め
た
。

そ
こ
で
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
は
な
っ
た
が
、
こ
ち
ら
に
ま
だ
滞
在
し

て
い
る
ご
家
族
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
会
長
か
ら
福
島
県
立
相
馬
農
業
高

等
学
校
生
徒
会
宛
に
目
録
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
生
徒
会
宛
の
手
紙
な

ど
を
、
そ
し
て
鈴
木
家
宛
に
農
林
オ
リ
ジ
ナ
ル
「
う
ら
ら
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
や

ウ
ガ
ン
ダ
ビ
ー
ズ
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
贈
呈
し
た
。
彼
女
が
二
ヶ
月
来
た
こ
と
で
、
本

校
の
生
徒
も
よ
り
震
災
を
切
実
に
感
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆
ベ
ル
マ
ー
ク
で
被
災
地
を
応
援
し
よ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

農
文
祭
が
終
わ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
も
大
成
功
に
終
わ
っ
た
が
、
引
き
続
き

何
か
で
き
な
い
か
と
後
期
生
徒
会
執
行
部
で
考
え
た
。
高
校
生
で
あ
る
以
上
農
文

祭
以
上
の
お
金
を
集
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
、
お
金
以
外
の
活
動
を
調
べ
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
の
活
動
は
小
学
校
の
時
に
集
め
て
い
た
ベ

ル
マ
ー
ク
！
被
災
地
支
援
の
た
め
に
、
生
徒
会
・
各
ク

ラ
ス
代
表
副
代
表
が
中
心
と
な
り
、
収
集
す
る
こ
と
に

し
た
。
目
標
は
一
万
点
。
当
該
商
品
が
載
っ
て
い
る
チ

ラ
シ
を
配
っ
た
り
、
生
徒
会
掲
示
板
に
実
物
を
貼
っ
た

り
し
て
各
ク
ラ
ス
毎
に
、
ま
た
週
毎
に
目
標
値
を
決
め

活
動
を
行
っ
た
。
目
標
を
達
成
し
た
一
月
末
、
会
長
・

副
会
長
の
二
名
で
ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
の
あ
る
朝
日
新
聞

福
井
支
店
に
寄
贈
し
た
。

◇
一
年
生
産
流
通
科

花
を
送
ろ
う
運
動

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
各
学
科
だ
け
で
な
く
ク
ラ
ス
独
自
の
取
り
組
み
を
行

う
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
自
分
た
ち
で
育
て
た
鉢
花
を
被
災
地
に
贈
ろ
う
〜

一
年
生
産
流
通
科

担
任

伊
藤

貴
子

震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
た
。
募
金
、
節
電
…
自
分
の
身
の
回
り

で
で
き
る
こ
と
を
し
て
き
た
つ
も
り
だ
が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、
自
分
の
中
の

現
実
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
。
継
続
的
な
支
援
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
何
か
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
。

ク
ラ
ス
の
、
三
六
人
の
皆
は
ど
う
だ
ろ
う
…
。
「
自
分
だ
け
、
ト
イ
レ
に
誘
っ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
。」作
り
笑
い
に
疲
れ
、
窮
屈
に
な
っ
て
い
る
生
徒
も
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
た
。
一
人
ひ
と
り
は
、
か
わ
い
い
三
六
人
も
、
集
え
ば
い
ろ
い
ろ
な

業
や
性
（
さ
が
）
が
出
て
く
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
行
き
違
い
も
、
こ
の
子
た
ち
に

は
、
何
よ
り
の
出
来
事
に
な
っ
て
し
ま
い
、
と
ら
わ
れ
事
だ
。
こ
の
子
達
な
り
の

悩
み
や
辛
さ
は
、
こ
の
子
達
な
り
の
真
実
だ
と
分
か
っ
て
も
、
や
は
り
歯
が
ゆ
い

思
い
が
あ
っ
た
。
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通
え
る
校
舎
が
あ
っ
て
、
仲
間
が
い
て
、
そ
の
こ
と
が
、
ど
ん
な
に
有
り
難
い
こ

と
か
、
そ
の
よ
う
な
幸
せ
な
状
況
に
い
た
ら
、
ど
う
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
、
せ

め
て
、命
を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
と
し
て
の
責
任
な
の
か
、考
え
て
ほ
し
か
っ
た
。

「
震
災
か
ら
半
年
…
、
み
ん
な
と
一
緒
に
何
か
で
き
る
こ
と
を
し
た
い
ん
や
。」

と
い
う
一
言
に「
先
生
募
金
す
る
ん
か
ぁ
？
」「
募
金
な
ら
し
た
よ
。」と
の
声
。「
う

〜
ん
。
募
金
は
、
皆
の
保
護
者
の
方
の
お
金
や
し
ね
、
皆
で
で
き
る
こ
と
が
し
た

い
。
そ
れ
で
、
皆
で
鉢
花
を
贈
り
た
い
の
。」生
徒
達
は
、
専
門
科
目
と
し
て
、「
草

花
」
に
つ
い
て
学
習
を
始
め
て
い
る
。
そ
の
学
習
を
生
か
し
た
か
っ
た
。
鉢
に
は
、

一
人
ひ
と
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
こ
と
に
し
た
。

「
え
ー
」
と
い
う
声
が
上
が
る
か
と
不
安
だ
っ
た
が
、
皆
、
思
っ
た
以
上
に
真

剣
に
聞
い
て
く
れ
た
。
や
は
り
、
皆
は
優
し
い
心
を
も
っ
て
い
る
、
「
何
か
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
を
十
分
持
っ
て
い
る
、
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
嬉
し
い
瞬

間
だ
っ
た
。

文
化
祭
で
は
、
鉢
花
の
送
料
を
捻
出
す
る
た
め
、
「
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
」「
わ
た

が
し
」「
ボ
ー
ル
当
て
」
を
行
っ
た
。
特
に
、
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
、
男
子
達
が
、

木
の
板
を
の
こ
ぎ
り
で
切
り
、
釘
を
打
っ
て
手
作
り
し
た
も
の
で
、
最
初
は
完
成

す
る
か
不
安
だ
っ
た
が
見
事
三
台
を
完
成
さ
せ
、

皆
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
物
作
り

に
疎
い
私
は
、
生
徒
達
の
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド
に

脱
帽
で
あ
っ
た
。
来
客
者
の
方
に
は
、
被
災
地
に

送
る
鉢
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
書
き
を
し
て
も
ら
い
、

先
生
方
や
、
小
さ
な
子
た
ち
が
協
力
し
て
く
れ
た
。

種
植
え
か
ら
行
っ
た
プ
リ
ム
ラ
は
、
今
、
背
丈

一
〇
セ
ン
チ
に
ま
で
育
っ
て
い
る
。
三
月
に
同
じ

農
業
高
校
で
あ
る
宮
城
県
農
業
高
校
に
贈
る
。
宮

城
県
農
業
高
校
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
色
と
り
ど
り
に
花
を
付
け
る
プ
リ
ム
ラ
の
よ
う
に
、
こ
の
活
動

が
三
六
人
の
笑
顔
と
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
こ
の
活
動

は
三
年
間
続
け
た
い
。

な
お
、
こ
の
鉢
植
え
は
伊
藤
教
諭
と
生
産
流
通
科
の
渡
邊
教
諭
の
二
人
が
、
春

休
み
に
宮
城
県
農
業
高
校
に
持
っ
て
い
っ
た
。
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
入
っ
て
く

る
だ
ろ
う
こ
の
高
校
の
新
入
生
に
少
し
で
も
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
た
か
ら
だ
。
そ
の
後
七
が
浜
で
溝
掃
除
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
従

事
し
帰
福
し
た
。

◆
三
月

震
災
集
会

期
末
考
査
後
の
特
別
時
間
割
を
利
用
し
、
震
災
集
会
を
持
っ
た
。
相
馬
農
業
高

校
が
義
援
金
の
御
礼
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
校
生
活
の
様
子
を
編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と

手
紙
を
送
っ
て
く
れ
た
か
ら
だ
。
一
〇
分
余
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
あ
っ
た
が
、
被
災
の

様
子
や
体
育
館
を
間
借
り
し
て
の
授
業
風
景
、
仮
設
校
舎
で
の
実
習
な
ど
苦
労
の

一
端
が
窺
え
、
胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
。
生
徒
達
も
神
妙
な
面
持
ち
で
見
入
っ

て
い
た
。
一
年
経
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
な
復
興
の
状
況
の
中
、
更
に
次
の
一
年
で
き

る
こ
と
を
し
よ
う
と
確
認
し
た
集
会
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
震
災
発
生
以
来
本
校
で
は
継
続
的
に
何
ら
か
の
形
で
支
援
に

関
わ
れ
て
き
た
。
五
名
の
教
員
が
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
た
が
、
そ
の
都
度

壁
新
聞
や
展
示
な
ど
の
形
で
生
徒
に
も
現
状
を
発
信
し
て
き
た
。
時
間
が
経
つ
に

つ
れ
て
、
福
井
で
は
と
も
す
れ
ば
震
災
の
こ
と
も
薄
れ
が
ち
だ
が
、
年
間
を
通
し

機
会
を
設
け
る
こ
と
で
生
徒
は
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
今
後
と

も
で
き
る
範
囲
で
、
東
北
を
、
そ
し
て
東
北
の
農
業
高
校
を
支
え
る
活
動
を
考
え

て
い
き
た
い
。
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